
平成２７年第１回西予市議会定例会会期日程表 

会期３月２日（月）～３月１９日（木） （会期１８日間） 

月  日 曜日 日 程 備  考 

３月 ２日 月 本会議（開会） 

・全員協議会（午前９時開会） 

・理事者提案説明（午前１０時開 

 会） 

・即決案件採決 

・各委員会協議会 

３月 ３日 火 休 会 

３月 ４日 水 本 会 議 ・代表質問（午前９時開会） 

３月 ５日 木 本 会 議 ・一般質問（午前９時開会） 

３月 ６日 金 休 会 

３月 ７日 土 休 会 

３月 ８日 日 休 会 

３月 ９日 月 休 会 

３月１０日 火 常任委員会 

３月１１日 水 常任委員会 

３月１２日 木 常任委員会 予備日 

３月１３日 金 休 会 

３月１４日 土 休 会 

３月１５日 日 休 会 

３月１６日 月 休 会 

３月１７日 火 休 会 ・討論通告〆切 

３月１８日 水 休 会 

３月１９日 木 本会議（閉会） 

・全員協議会（午後１時開会） 

・委員長報告（午後２時開会） 

・質疑・討論・採決 
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  平成２７年第１回西予市議会定例会会議録（第１号） 

１．招 集 年 月 日 平成２７年３月２日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開   会 平成２７年３月２日 

 午前１０時００分 

１．散   会 平成２７年３月２日 

午後 ２時０６分 

１．出 席 議 員 

  １番  源   正 樹 

  ２番  井 関 陽 一 

  ３番  菊 池 純 一 

 ４番  田 中 徳 博 

  ５番  中 村 敬 治 

  ６番  二 宮 一 朗 

  ７番  兵 頭   学 

  ８番  小 野 正 昭 

  ９番  松 山   清 

  １０番  宇都宮 明 宏 

  １１番  松 島 義 幸 

  １２番  元 親 孝 志 

  １３番  沖 野 健 三 

  １４番  森 川 一 義 

  １５番  藤 井 朝 廣 

  １６番  浅 野 忠 昭 

  １７番  岡 山 清 秋 

  １８番  酒 井 宇之吉 

  １９番  兵 頭   勇 

  ２０番  山 本 昭 義 

  ２１番  梅 川 光 俊 

１．欠 席 議 員 

 な  し 

１．会議録署名議員 

  ２０番  山 本 昭 義 

  ２１番  梅 川 光 俊 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

  市   長  三 好 幹 二 

  副  市  長  九 鬼 則 夫 

  教  育  長  宇都宮 又 重 

  公営企業部長  平 野 松 市 

  会 計 管 理 者 奥 野 柳之介 

  総 務 部 長 宗   正 弘 

  企画財務部長 大 平 利 幸 

  産業建設部長  二 宮 紀 夫 

  生活福祉部長  横 山 博 文 

  教 育 部 長  増 田 敬 介 

  明 浜 支 所 長  宇都宮 松 夫 

  野 村 支 所 長  松 川 伸 二 

  城 川 支 所 長  田 村   剛 

  三 瓶 支 所 長  西園寺 良 徳 

  消防本部消防長  菊 池   直 

  総 務 課 長  道 山 升 文 

  財 政 課 長  山 岡 薫 彦 

  監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

  事 務 局 長  井 関 通 夫 

  議 事 係 長  佐 藤 陽一郎 

１．議  事  日  程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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  議  事  日  程 

１ 会議録署名議員の指名 

  （２０番 山本昭義、２１番 梅川光俊） 

２ 会期の決定 

  （３月２日～３月１９日 １８日間） 

３ 議案第 １号 西予市指定介護予防支援等

の事業の人員及び運営並び

に指定介護予防支援等に係

る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準

等を定める条例制定につい

て 

  議案第 ２号 西予市包括的支援事業の実

施に関する基準を定める条

例制定について 

  議案第 ３号 西予市景観条例制定につい

て 

  議案第 ４号 西予市行政手続条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

  議案第 ５号 西予市総合計画審議会条例

の一部を改正する条例制定

について 

  議案第 ６号 西予市行政改革推進委員会

設置条例の一部を改正する

条例制定について 

  議案第 ７号 西予市情報公開条例等の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  議案第 ８号 西予市職員定数条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

  議案第 ９号 西予市職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

  議案第１０号 西予市職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

  議案第１１号 地方教育行政の組織及び運

営に関する法律の一部を改

正する法律の施行に伴う関

係条例の整理に関する条例

制定について 

  議案第１２号 西予市教職員宿舎条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  議案第１３号 西予市立学校給食センター

及び学校給食調理場条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１４号 西予市立幼稚園における保

育料等徴収条例の一部を改

正する条例制定について 

  議案第１５号 西予市宇和文化の里条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１６号 西予市三瓶文化会館条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１７号 西予市社会体育施設条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１８号 西予市野村町地域青少年健

全育成基金条例を廃止する

条例制定について 

  議案第１９号 西予市保育の実施に関する

条例を廃止する条例制定に

ついて 

  議案第２０号 西予市保育所条例の一部を

改正する条例制定について 

  議案第２１号 西予市隣保館条例の一部を

改正する条例制定について 

  議案第２２号 西予市介護保険条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

  議案第２３号 西予市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準等を定

める条例の一部を改正する

条例制定について 

  議案第２４号 西予市指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指

定地域密着型介護予防サー

ビスに係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関

する基準等を定める条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第２５号 西予市使用料及び手数料条
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例の一部を改正する条例制

定について 

  議案第２６号 西予市獣肉処理加工施設条

例の一部を改正する条例制

定について 

  議案第２７号 西予市営住宅管理条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  議案第２８号 西予市病院事業使用料及び

手数料条例の一部を改正す

る条例制定について 

  議案第２９号 西予市消防団条例の一部を

改正する条例制定について 

４ 議案第３０号 西予市同報系防災行政無線

デジタル整備工事変更請負

契約について 

５ 議案第３２号 市道路線の廃止について 

  議案第３３号 市道路線の認定について 

  議案第３４号 西予市営土地改良事業の施

行について 

  議案第３５号 西予市営土地改良事業の施

行について 

  議案第３６号 西予市営土地改良事業の施

行について 

  議案第３７号 西予市営土地改良事業の施

行について 

６ 議案第３８号 平成２６年度西予市一般会

計補正予算（第９号） 

７ 議案第３９号 平成２６年度西予市授産場

特別会計補正予算（第４

号） 

  議案第４０号 平成２６年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

補正予算（第２号） 

  議案第４１号 平成２６年度西予市国民健

康保険特別会計補正予算

（第５号） 

  議案第４２号 平成２６年度西予市後期高

齢者医療特別会計補正予算

（第４号） 

  議案第４３号 平成２６年度西予市介護保

険特別会計補正予算（第５

号） 

  議案第４４号 平成２６年度西予市農業集

落排水事業特別会計補正予

算（第５号） 

  議案第４５号 平成２６年度西予市公共下

水道事業特別会計補正予算

（第５号） 

  議案第４６号 平成２６年度西予市簡易水

道事業特別会計補正予算

（第４号） 

  議案第４７号 平成２６年度西予市上水道

事業会計補正予算（第４

号） 

  議案第４８号 平成２６年度西予市病院事

業会計補正予算（第４号） 

  議案第４９号 平成２６年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計補

正予算（第２号） 

８ 議案第５０号 平成２７年度西予市一般会

計予算 

９ 議案第５１号 平成２７年度西予市授産場

特別会計予算 

  議案第５２号 平成２７年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

予算 

  議案第５３号 平成２７年度西予市育英会

奨学資金貸付特別会計予算 

  議案第５４号 平成２７年度西予市国民健

康保険特別会計予算 

  議案第５５号 平成２７年度西予市後期高

齢者医療特別会計予算 

  議案第５６号 平成２７年度西予市介護保

険特別会計予算 

  議案第５７号 平成２７年度西予市農業集

落排水事業特別会計予算 

  議案第５８号 平成２７年度西予市公共下

水道事業特別会計予算 

  議案第５９号 平成２７年度西予市簡易水

道事業特別会計予算 

  議案第６０号 平成２７年度西予市水道事

業会計予算 

  議案第６１号 平成２７年度西予市病院事

業会計予算 

  議案第６２号 平成２７年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計予

算 
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本日の会議に付した事件 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 

３ 議案第 １号 西予市指定介護予防支援等

の事業の人員及び運営並び

に指定介護予防支援等に係

る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準

等を定める条例制定につい

て 

  議案第 ２号 西予市包括的支援事業の実

施に関する基準を定める条

例制定について 

  議案第 ３号 西予市景観条例制定につい

て 

  議案第 ４号 西予市行政手続条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

  議案第 ５号 西予市総合計画審議会条例

の一部を改正する条例制定

について 

  議案第 ６号 西予市行政改革推進委員会

設置条例の一部を改正する

条例制定について 

  議案第 ７号 西予市情報公開条例等の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  議案第 ８号 西予市職員定数条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

  議案第 ９号 西予市職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

  議案第１０号 西予市職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

  議案第１１号 地方教育行政の組織及び運

営に関する法律の一部を改

正する法律の施行に伴う関

係条例の整理に関する条例

制定について 

  議案第１２号 西予市教職員宿舎条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  議案第１３号 西予市立学校給食センター

及び学校給食調理場条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１４号 西予市立幼稚園における保

育料等徴収条例の一部を改

正する条例制定について 

  議案第１５号 西予市宇和文化の里条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１６号 西予市三瓶文化会館条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１７号 西予市社会体育施設条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１８号 西予市野村町地域青少年健

全育成基金条例を廃止する

条例制定について 

  議案第１９号 西予市保育の実施に関する

条例を廃止する条例制定に

ついて 

  議案第２０号 西予市保育所条例の一部を

改正する条例制定について 

  議案第２１号 西予市隣保館条例の一部を

改正する条例制定について 

  議案第２２号 西予市介護保険条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

  議案第２３号 西予市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準等を定

める条例の一部を改正する

条例制定について 

  議案第２４号 西予市指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指

定地域密着型介護予防サー

ビスに係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関

する基準等を定める条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第２５号 西予市使用料及び手数料条

例の一部を改正する条例制

定について 

5



  議案第２６号 西予市獣肉処理加工施設条

例の一部を改正する条例制

定について 

  議案第２７号 西予市営住宅管理条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  議案第２８号 西予市病院事業使用料及び

手数料条例の一部を改正す

る条例制定について 

  議案第２９号 西予市消防団条例の一部を

改正する条例制定について 

４ 議案第３０号 西予市同報系防災行政無線

デジタル整備工事変更請負

契約について 

５ 議案第３２号 市道路線の廃止について 

  議案第３３号 市道路線の認定について 

  議案第３４号 西予市営土地改良事業の施

行について 

  議案第３５号 西予市営土地改良事業の施

行について 

  議案第３６号 西予市営土地改良事業の施

行について 

  議案第３７号 西予市営土地改良事業の施

行について 

６ 議案第３８号 平成２６年度西予市一般会

計補正予算（第９号） 

７ 議案第３９号 平成２６年度西予市授産場

特別会計補正予算（第４

号） 

  議案第４０号 平成２６年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

補正予算（第２号） 

  議案第４１号 平成２６年度西予市国民健

康保険特別会計補正予算

（第５号） 

  議案第４２号 平成２６年度西予市後期高

齢者医療特別会計補正予算

（第４号） 

  議案第４３号 平成２６年度西予市介護保

険特別会計補正予算（第５

号） 

  議案第４４号 平成２６年度西予市農業集

落排水事業特別会計補正予

算（第５号） 

  議案第４５号 平成２６年度西予市公共下

水道事業特別会計補正予算

（第５号） 

  議案第４６号 平成２６年度西予市簡易水

道事業特別会計補正予算

（第４号） 

  議案第４７号 平成２６年度西予市上水道

事業会計補正予算（第４

号） 

  議案第４８号 平成２６年度西予市病院事

業会計補正予算（第４号） 

  議案第４９号 平成２６年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計補

正予算（第２号） 

８ 議案第５０号 平成２７年度西予市一般会

計予算 

９ 議案第５１号 平成２７年度西予市授産場

特別会計予算 

  議案第５２号 平成２７年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

予算 

議案第５３号 平成２７年度西予市育英会

奨学資金貸付特別会計予算 

  議案第５４号 平成２７年度西予市国民健

康保険特別会計予算 

  議案第５５号 平成２７年度西予市後期高

齢者医療特別会計予算 

  議案第５６号 平成２７年度西予市介護保

険特別会計予算 

  議案第５７号 平成２７年度西予市農業集

落排水事業特別会計予算 

  議案第５８号 平成２７年度西予市公共下

水道事業特別会計予算 

  議案第５９号 平成２７年度西予市簡易水

道事業特別会計予算 

  議案第６０号 平成２７年度西予市水道事

業会計予算 

  議案第６１号 平成２７年度西予市病院事

業会計予算 

  議案第６２号 平成２７年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計予

算 

6



  開会 午前１０時００分 

○議長 ただいまの出席議員は２１名でありま

す。これより平成２７年第１回西予市議会定例会

を開会いたします。 

三好市長より今定例会招集の挨拶があります。 

三好市長。 

○三好市長 皆さんどうもおはようございます。

それでは、平成２７年第１回西予市議会定例会

の開会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げさ

せていただきます。 

 このたび、梅川光俊議員が愛媛県政発足記念日

知事表彰を受賞されました。梅川議員は、平成７

年４月に旧城川町議会議員に当選されて以来、通

算で６期２０年の長きにわたって町議会及び市議

会議員を務められるとともに、商工会や森林組合

の役職を歴任され、地方自治の振興発展に大きく

貢献をされました。ここに当たりまして敬意と感

謝を申し上げますとともに、受賞のお喜びを申し

上げます。まことにおめでとうございます。 

 さて、３月に入りまして厳しい寒さも和らぎ、

周りの草木や日差しの変化にもようやく春の訪れ

を感じられるようになってまいりました。議員の

皆様におかれましては、年度末を控え公私ともに

ご多忙の中、本定例会にご出席を賜り厚くお礼を

申し上げます。 

 さて、国におきましては、人口減少、超高齢化

社会を打開するため、まち・ひと・しごと創生本

部を創設され、昨年１２月２７日に人口維持に関

する長期ビジョン及びこれを実現するための５カ

年の計画として総合戦略を取りまとめ、閣議決定

されました。これを受けまして、全ての都道府県

及び市町村が平成２７年度中に地方人口ビジョン

及び地方版総合戦略を策定するなど、各地域での

取り組みが進められることとなっております。こ

うした流れを最大のチャンスと捉え、地方創生を

見据えたまちづくりの推進を初め、第２次西予市

総合計画と連動させた西予市独自の総合戦略や公

共施設等の総合的な管理と有効活用などの重要施

策の政策の立案及びその実効性ある事業展開を図

るための体制の整備を急ぐ必要があります。その

ため、平成２７年度の組織機構を見直すこととな

り、従来の企画調整課を地域振興やジオパークに

関する事務などを主に取り扱うまちづくり推進課

と、総合計画を初め、市独自の総合戦略を企画、

立案していく総合政策課の２課に再編し、迅速か

つ適切な対応を図りたいと考えておりますので、

ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 さて、本定例議会は、市政にとって新年度予算

をご審議いただく非常に重要な議会でございま

す。議員の皆様からの一般質問をお受けするとと

もに、私の市政３期目の締めくくりの年度となり

ます平成２７年度の所信の一端を申し上げるほ

か、議案としまして条例制定３件、同改正２４

件、同廃止２件、土地改良事業の施行４件、２６

年度補正予算１２件、２７年度予算１３件など、

合計６１件に上る多くの議案を上程し、ご審議を

お願い申し上げるものでございます。 

 議案等の提案理由につきましては、上程の際に

ご説明申し上げますので、何とぞ慎重にご審議を

いただき、ご承認、ご決定を賜りますようお願い

申し上げまして、招集のご挨拶とさせていただき

ます。よろしくお願いいたします。 

○議長 次に、前定例会以降における諸般の報告

は、お手元に配付のとおりでありますので、お目

通し願います。 

これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ

ります。 

  （日程１） 

○議長 まず、日程第１、会議録署名議員の指名

を行います。 

 今回の会議録署名議員に、２０番山本昭義君、

２１番梅川光俊君の両名を指名いたします。 

  （日程２） 

○議長 次に、日程第２、会期の決定を議題とい

たします。 

お諮りいたします。 

 今回の会期は、本日から３月１９日までの１８

日間といたしたいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、今回の

会期は、本日から３月１９日までの１８日間と決

定いたしました。 

  （日程３） 

○議長 日程第３、議案第１号「西予市指定介護

予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護

予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援

の方法に関する基準等を定める条例制定につい

て」から議案第２９号「西予市消防団条例の一部
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を改正する条例制定について」までの２９件を一

括議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

横山生活福祉部長。 

○横山生活福祉部長 それでは、議案第１号「西

予市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並

びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例

制定について」及び議案第２号「西予市包括的支

援事業の実施に関する基準を定める条例制定につ

いて」一括して提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 平成２５年６月に公布されました地域の自主性

及び自立性を高めるための改革の推進を図るため

の関係法律の整備に関する法律、いわゆる第３次

一括法により介護保険法の一部が改正され、従来

厚生労働省令等で定めることとされていた介護予

防支援及び地域包括支援センターに関する基準に

ついて条例で定めることとされました。これに伴

い、厚生労働省令を参酌するとともに、地域の実

情を踏まえて制定された県条例の独自基準に基づ

き、本条例を定めるものであります。 

 以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 二宮産業建設部長。

○二宮産業建設部長 議案第３号「西予市景観条

例制定について」提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 平成１６年６月に景観に関する総合的な法律で

ある景観法が制定され、近年全国的にも良好な景

観に関する国民の関心が高まっております。西予

市においても、黒瀬川構造体を初め、四国カルス

ト、宇和海リアス式海岸などの自然遺産や文化遺

産等が評価され、平成２５年９月に日本ジオパー

クに認定され四国西予ジオパークとなりました。 

 本条例は、西予市らしい景観を次世代へ継承す

るため、良好な景観の形成に関する基本的な事項

及び景観法の施行に関し必要な事項を定め、景観

の保全、育成及び創造を図り、市、事業者及び市

民による良好な景観の形成に向けた一体的な取り

組みを推進するため定めるものであります。 

 よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長 宗総務部長。

○宗総務部長 議案第４号「西予市行政手続条例

の一部を改正する条例制定について」提案理由の

ご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、行政手続法の一部改正に伴い、

条例及び規則等に伴う許認可等の申請に対する処

分、不利益処分、行政指導等についての手続を定

めている本条例の一部を改正するものでありま

す。 

 主な改正の内容につきましては、１点目は行政

指導を行うに当たり、相手方に対して権限を行使

し得る根拠を示すことが必要となる規定を追加し

ております。２点目は、行政指導が条例、規則等

に規定する要件に適合しないと思慮するときに

は、行政指導機関に対し指導の中止を求めること

ができる規定を追加しております。３点目は、条

例、規則等に違反する事実がある場合において、

行政機関に対して処分または行政指導を求めるこ

とができる規定を追加するものであります。 

 続きまして、議案第５号「西予市総合計画審議

会条例の一部を改正する条例制定について」及び

議案第６号「西予市行政改革推進委員会設置条例

の一部を改正する条例制定について」一括して提

案理由の説明を申し上げます。 

 今回の改正は、西予市行政組織の見直しに伴い

まして、委員会の庶務を行う担当課を変更するも

ので、西予市総合計画審議会につきましては企画

財務部企画調整課から企画財務部総合政策課へ、

西予市行政改革推進委員会につきましては企画財

務部企画調整課から企画財務部財政課にすること

から、本条例の一部を改正するものでございま

す。 

 続きまして、議案第７号「西予市情報公開条例

等の一部を改正する条例制定について」提案理由

のご説明を申し上げます。 

 独立行政法人が国民に対する説明責任を果たし

つつ政策実施機能を最大限に発揮することができ

るようにするため、独立行政法人通則法の一部を

改正する法律及び独立行政法人通則法の一部を改

正する法律の施行に伴う関係法律の整備に関する

法律が公布され、独立行政法人運営の基本となる

共通制度の見直しが行われました。 

 今回の改正は、西予市情報公開条例及び西予市

個人情報保護条例中に規定されている特定独立行

政法人が廃止されたことから、新たな分類として

行政執行法人に改めるものであります。また、西

予市有林野管理条例中に規定されている独立行政
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法人森林総合研究所が名称変更されたことから、

国立研究開発法人森林総合研究所に改めるもので

あります。 

 続きまして、議案第８号「西予市職員定数条例

の一部を改正する条例制定について」提案理由の

ご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、消防救急体制を安定的に維持す

るため、消防職員定数を６４人から６６人に拡充

するものでございます。 

 西予市内の高齢化率は平成２７年１月末現在３

９．２％という高い数値で推移しておりますが、

高齢化に伴って救急搬送率が高くなる傾向が見ら

れることから、消防職員の定員管理を平準化し、

消防救急体制の安定化を図るものでございます。 

 続きまして、議案第９号「西予市職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例制定について」

提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、人事院及び愛媛県人事委員会の

勧告に基づく給与制度の総合的見直し等に伴うも

のであります。公務員の給与制度につきましては

平成１８年の給与構造改革に伴い、大きな見直し

があったところですが、依然として高齢層におけ

る公民給与格差等が生じていることから、２７年

度からの３年間で総合的見直しを行うものであり

ます。 

 主な改正内容でございますが、現行の給料表を

愛媛県人事委員会勧告に準じて平成２７年４月１

日から改定し、行政職給料表１適用者の平均改定

率は２．１２％のマイナスとなっております。こ

の引き下げにおきましては、激変緩和措置として

３年間の現給保障制度を設けることといたしてお

ります。 

 勤勉手当につきましては、昨年１２月期の支給

割合を０．１５月分引き上げ、０．８２５月とい

たしておりましたが、県の人事委員会勧告に基づ

き、２７年度以降は当該引き上げ分を年間で調整

することとし、６月期及び１２月期の支給割合を

それぞれ０．７５月とするものであります。その

他地域手当の創設、持ち家に係る住居手当の廃止

など所要の改正を行うものであります。 

 続きまして、議案第１０号「西予市職員の特殊

勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制定

について」提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、城川養護老人ホーム奥伊予荘及

び三瓶養護老人ホーム三楽園の民営化に伴い、関

係する特殊勤務手当を廃止するため、本条例の一

部を改正するものでございます。 

 続きまして、議案第１１号「地方教育行政の組

織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の

施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定につ

いて」提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、平成２６年６月２０日に地方教

育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正

する法律が公布され、平成２７年４月１日から施

行されることによるものであります。 

 今回の法改正では、地方教育行政における責任

の明確化、迅速な危機管理体制の構築、市長との

連携の強化などを図るため制度の抜本的な改革が

行われております。その中で、新たな教育長が教

育委員会の構成員でありながら委員ではなくなる

こと、また一般職から特別職の身分を有すること

などに伴い、西予市特別職の職員で非常勤のもの

の報酬及び費用弁償に関する条例を初め、関係す

る６条例について所要の改正を行うものでござい

ます。 

 なお、経過措置により現職の教育長は改正前の

条例が適用され、本条例施行後に新たに任期が始

まる教育長から改正後の条例が適用されることと

なっております。 

 以上、８議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 増田教育部長。

○増田教育部長 議案第１２号「西予市教職員宿

舎条例の一部を改正する条例制定について」提案

理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、西予市小学校再編計画に基づ

き、平成２７年３月末に明浜地区の４つの小学校

が閉校することに伴い、明浜地区の教職員宿舎の

名称を変更するため、本条例の一部を改正するも

のでございます。 

 続きまして、議案第１３号「西予市立学校給食

センター及び学校給食調理場条例の一部を改正す

る条例制定について」提案理由のご説明を申し上

げます。 

 今回の改正は、西予市小学校再編計画に基づ

き、平成２７年３月末をもって閉校します明浜地

区及び野村地区の各小学校に設置しております調

理場の名称変更及び廃止をするため、本条例の一

部を改正するものでございます。 

続きまして、議案第１４号「西予市立幼稚園に
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おける保育料等徴収条例の一部を改正する条例制

定について」提案理由のご説明を申し上げます。 

 平成２７年４月から幼児期の学校教育保育事業

や地域の子供、子育て支援を総合的に推進するこ

とを目的とした子ども・子育て支援新制度が始ま

ります。それに伴いまして、幼稚園の入園料につ

いては保育料とともに教育に要する費用を賄うた

めに徴収することが基本となることから、毎月徴

収する保育料に入園料を組み入れるとともに、現

行の入園料を廃止するため本条例の一部を改正す

るものであります。 

 続きまして、議案第１５号「西予市宇和文化の

里条例の一部を改正する条例制定について」提案

理由のご説明を申し上げます。 

 現在市では、重要文化財である開明学校を初

め、宇和民具館、宇和先哲記念館及び宇和米博物

館等を設置し、宇和の歴史、風土及び文化を後世

に残し広く伝えていくために宇和文化の里施設を

運営しております。 

 今回の改正は、宇和文化の里施設の入館料につ

いて近隣市町の類似施設と均衡を図るため、開明

学校と宇和民具館の入館料を２館まとめて大人５

００円、中学生以下３００円の共通券で統一し、

宇和先哲記念館と宇和米博物館の２館については

無料とするものでございます。また、学校や観光

客に人気の高い明治の授業体験と廊下雑巾がけ体

験につきましては、各２００円の体験料を定める

ものであります。 

 なお、市民等への周知期間や各種印刷物や表示

変更の対応などを含め、本条例の施行日を１０月

１日とさせていただくものでございます。 

 続きまして、議案第１６号「西予市三瓶文化会

館条例の一部を改正する条例制定について」提案

理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、三瓶町朝立地区に建設中の朝立

会館の設置に伴い、同会館を三瓶文化会館の分館

と位置づけるため、本条例の一部を改正するもの

であります。朝立会館につきましては、文楽活動

を始め、地域住民のコミュニティー活動にも利用

可能な舞台や集会室を備えるなど、市民の方々が

多目的に利活用ができる施設として本条例に使用

料等を定めるものであります。 

 なお、施設の供用開始につきましては、平成２

７年７月１日とさせていただくものでございま

す。 

 続きまして、議案第１７号「西予市社会体育施

設条例の一部を改正する条例制定について」提案

理由のご説明を申し上げます。 

 平成２７年３月末をもって閉校します明浜地区

の狩江小学校、高山小学校及び田之浜小学校、並

びに野村地区の大和田小学校、渓筋小学校、中筋

小学校及び河成小学校の運動場及び体育館につい

て、当該施設を社会体育施設に転用し、今後も地

域コミュニティーの拠点として有効な活用を図る

ため、本条例の一部を改正するものでございま

す。 

 続きまして、議案第１８号「西予市野村町地域

青少年健全育成基金条例を廃止する条例制定につ

いて」提案理由のご説明を申し上げます。 

 西予市野村町地域青少年健全育成基金は、平成

２年、野村町地域において学校、家庭及び社会が

一体となって次代を担う青少年の健全育成を図る

ことを目的に野村町青少年健全育成基金として設

置された基金であります。合併後は西予市野村町

地域青少年健全育成基金として、基金の利子運用

によりジュニアスポーツの育成等、青少年の健全

育成事業を行ってまいりましたが、今年度野村地

区に建設しております野村地域教育福祉複合施設

の備品購入費に基金を活用し、基金全額の取り崩

しを終えたことから、本条例を廃止するものであ

ります。 

 以上、７議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 横山生活福祉部長。

○横山生活福祉部長 それでは、議案第１９号

「西予市保育の実施に関する条例を廃止する条例

制定について」提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 保育の実施に関する基準につきましては、児童

福祉法第２４条に基づき各自治体が条例で定める

ことになっております。今回児童福祉法の一部改

正に伴い、保育の実施に関する要件の規定が削除

されたため、当該規定を根拠とする本条例を廃止

するものであります。 

 続きまして、議案第２０号「西予市保育所条例

の一部を改正する条例制定について」提案理由の

ご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、子ども・子育て支援新制度が平

成２７年４月から始まることに伴い、保育所への

入所基準を定めるとともに入所手続を変更するも

10



のであります。また、入所児童数の減少により平

成２３年度から休止しておりました蔵貫保育園を

廃止することに伴い、本条例の一部を改正するも

のであります。 

 続きまして、議案第２１号「西予市隣保館条例

の一部を改正する条例制定について」提案理由の

ご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、本件の最低賃金の時間額が昨年

１０月に引き上げられたことに伴い、その最低賃

金を基礎に算定している隣保館館長の報酬額を月

額２，０００円増額改定するものであります。 

 続きまして、議案第２２号「西予市介護保険条

例の一部を改正する条例制定について」提案理由

のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、第６期西予市高齢者福祉計画・

介護保険事業計画の策定に伴い、平成２７年度か

ら平成２９年度までの介護保険料を改定するとと

もに、介護保険施行令等の一部改正により保険料

率に関する基準を標準６段階から標準９段階に細

分化するものであります。また、地域における医

療及び介護の総合的な確保を推進するための関係

法律の整備等に関する法律に基づき、地域支援事

業に関する実施の猶予について定めるものであり

ます。 

 続きまして、議案第２３号「西予市指定地域密

着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す

る基準等を定める条例の一部を改正する条例制定

について」及び議案第２４号「西予市指定地域密

着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運

営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る

介護予防のための効果的な支援の方法に関する基

準等を定める条例の一部を改正する条例制定につ

いて」一括して提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の改正は、地域における医療及び介護の総

合的な確保を推進するための関係法律の整備等に

関する法律の施行に伴い、介護保険法及び関係法

律の規定に基づき介護保険法施行規則等の一部を

改正する省令が平成２７年１月１６日に公布され

たことから、両条例が参酌している基準省令どお

り両条例の一部を改正するものであります。 

 以上、６議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 二宮産業建設部長。

○二宮産業建設部長 それでは、議案第２５号

「西予市使用料及び手数料条例の一部を改正する

条例制定について」提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

 今回の改正は、鳥獣の保護及び狩猟の適正化に

関する法律の一部改正に伴い、本条例中に定めて

おりますメジロの飼養登録の更新に係る手数料に

ついて引用している法令名を変更するものであり

ます。また、農地法の一部改正に伴い、農業委員

会が公表することとされた農地台帳及びその記録

事項要約書について閲覧及び交付する際の手数料

を新たに定めるため、本条例の一部を改正するも

のであります。 

 続きまして、議案第２６号「西予市獣肉処理加

工施設条例の一部を改正する条例制定について」

提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、鳥獣の保護及び狩猟の適正化に

関する法律の一部改正に伴い、法令名が改正され

るため本条例中に引用している法令名を変更する

ものであります。 

 続きまして、議案第２７号「西予市営住宅管理

条例の一部を改正する条例制定について」提案理

由のご説明を申し上げます。 

 本市では、西予市市営住宅ストック総合計画並

びに西予市公営住宅等長寿命化計画に基づき、市

営住宅等の建てかえ、用途廃止及び維持管理等を

行っております。老朽化した小規模団地について

は用途廃止または別団地への集約を行っていると

ころでございますが、今回宇和町河内地区の西予

市公営住宅河内団地について同団地入居者より土

地及び建物の譲渡要望があったことから同団地の

用途を廃止し２戸を譲渡処分、１戸を除去とする

ため、本条例の一部を改正するものであります。 

 以上、３議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 平野公営企業部長。

○平野公営企業部長 議案第２８号「西予市病院

事業使用料及び手数料条例の一部を改正する条例

制定について」提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の改正は、市立野村病院の改修工事に伴

い、緩和ケアターミナル室を新たに整備したこと

から病室の使用料を定めるものであります。 

 室内は十分な広さを有するとともに、患者やそ

のご家族にとって明るく親しみやすい快適な療養

空間となっております。個室等の使用料の設定に
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当たりましては県内の病院及び他県の同規模病院

の使用料、室内のアメニティー設備等を考慮いた

しまして、１日当たり５，０００円といたしまし

た。 

 よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長 菊池消防本部消防長。

○菊池消防本部消防長 議案第２９号「西予市消

防団条例の一部を改正する条例制定について」提

案理由のご説明を申し上げます。 

 西予市消防団は、条例定数１，８９５名に対

し、近年の過疎高齢化、就業状況の変化等により

１，７５２名の在籍にとまっており、消防団員数

は年々減少傾向にあります。しかしながら、近い

将来起こると言われている南海トラフ地震や異常

気象などによる自然災害への対応には消防団の活

動は必要不可欠であり、団員確保は重要な課題と

なっております。こうした課題に対応し、消防団

員の確保を推進するため、消防団への入団資格要

件を緩和し市内在勤者の加入を可能にするととも

に、消防団員の就業状況の変化に対しても対応で

きるよう所要の整備を行うため、本条例の一部を

改正するものであります。 

 よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。

  （日程４） 

○議長 次に、日程第４、議案第３０号「西予市

同報系防災行政無線デジタル整備工事変更請負契

約について」を議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

宗総務部長。 

○宗総務部長 議案第３０号「西予市同報系防災

行政無線デジタル整備工事変更請負契約につい

て」提案理由のご説明を申し上げます。 

 本工事は、野村地区の防災行政無線デジタル化

を目的として平成２５年第３回定例会において議

決いただき、請負金額５億４，８３１万円で株式

会社富士通ゼネラル・株式会社小関電工共同企業

体、代表者、株式会社富士通ゼネラル四国支店支

店長中井孝司氏と契約を締結し、平成２７年３月

１４日の完成を目指し事業を進めているところで

あります。 

 このたび、今後のランニングコストの低減を目

的として親局遠隔制御装置にネットワーク機器を

設置するとともに、再送信子局に高速避雷器を追

加し、また電波効率を向上させるための調査、放

送中などの既存施設撤去箇所の追加を行うことと

いたしました。また、本工事につきましては野村

町の複雑な地形によって電波受信が困難な状況を

見込み設計を行っておりましたが、電波出力の増

幅等によって設備や機器を変更しても同機能を発

揮できることが判明したため、整備数等の精査を

行った結果、４，２０９万５，０００円を減額

し、請負金額５億６２１万５，０００円とする工

事変更請負仮契約を去る平成２７年２月１６日に

締結しましたので、議会の議決を求めるものであ

ります。 

 よろしくご審議の上、ご決定いただきますよう

お願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。

これよりただいま議題となっております本案に

対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。

お諮りいたします。

議案第３０号は、会議規則第３７条第３項の規

定により委員会付託を省略したいと思います。こ

れにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

お諮りいたします。

議案第３０号「西予市同報系防災行政無線デジ

タル整備工事変更請負契約について」は原案のと

おり決定することに賛成の議員の起立を求めま

す。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。

起立全員であります。よって、議案第３０号は

原案のとおり決定いたしました。 

  （日程５） 

○議長 次に、日程第５、議案第３２号「市道路

線の廃止について」から議案第３７号「西予市営

土地改良事業の施行について」までの６件を一括
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議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

二宮産業建設部長。 

○二宮産業建設部長 議案第３２号「市道路線の

廃止について」、議案第３３号「市道路線の認定

について」関連がございますので、一括して提案

理由のご説明を申し上げます。 

 今回、４路線の廃止と５路線の認定をお願いす

るものであります。 

 まず、伊ノ浦線及び東川城の森線は、国道３７

８号線道路改良に伴い市道のつけかえにより終点

及び起点を変更する必要が生じたため、一度路線

を廃止し再認定するものであります。また、中川

地区１２２号線及び下宇和地区９１号線は、本路

線を延長するため、一度路線を廃止し再認定する

ものであります。 

 次に、認定路線の下宇和地区１１６号線は、西

予市衛生センターの建設に伴って道路網を整備す

る必要があるため、認定するものであります。 

 なお、本件に係る市道の廃止、認定につきまし

ては、さきの１月３０日に開催いたしました西予

市道路格付専門委員会において承認をいただいて

いるものであります。 

 続きまして、議案第３４号「西予市営土地改良

事業の施行について」提案理由のご説明を申し上

げます。 

 本案は、平成２７年度より３カ年計画で城川町

岩本地区において農山漁村活性化プロジェクト支

援交付金事業による団体営土地改良事業を施行す

ることに伴い、西予市営土地改良事業施行条例第

５条の規定により、その事業の概要について議会

の議決を求めるものであります。 

 事業内容につきましては、地区内の老朽化が著

しい用排水路及び畦畔の整備を行うことにより、

農作業の省力化、効率化及び生産性の向上を図る

ものであります。 

 続きまして、議案第３５号から第３７号「西予

市営土地改良事業の施行について」一括して提案

理由のご説明を申し上げます。 

 本案は、平成２７年度の１カ年計画で宇和町久

枝地区、城川町杭地区及び城川町川向地区の３地

区において農業基盤整備促進事業による団体営土

地改良事業を施行することに伴い、西予市営土地

改良事業施行条例第５条の規定により、その事業

の概要について議会の議決を求めるものでありま

す。 

 事業の内容につきましては、久枝地区及び川向

地区の２件は老朽化した用排水路の整備を、杭地

区は老朽化した揚水機の更新を行うもので、これ

らにより水管理の省力化、維持管理費の低減及び

生産性の向上を図るものであります。 

 以上、６議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。

  （日程６） 

○議長 次に、日程第６、議案第３８号「平成２

６年度西予市一般会計補正予算（第９号）」を議

題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

三好市長。 

○三好市長 議案第３８号「平成２６年度西予市

一般会計補正予算（第９号）」について提案理由

のご説明を申し上げます。 

 国におきましては去る２月３日に地方への好循

環拡大に向けた緊急経済対策を盛り込んだ補正予

算が成立し、国、地方を挙げて迅速かつ着実にそ

の実行をしていくことが求められており、県とも

連携を図りながらスピード感を持って対応するよ

う準備を進めているところであります。 

 さて、今回の補正予算案の概要でございます

が、事業完了などによる事業費の確定及び実績見

込みによる調整で、主に減額するものでありま

す。そのほか生活保護に関する施策として生活困

窮者自立支援法に基づき設置する相談窓口に係る

準備経費や国の補正予算に伴う農業振興施策とし

ての農業後継者育成事業等、東宇和農協が実施す

るユズ選果機更新への補助などの必要額を計上し

ております。 

 なお、国の補正予算のうち、地域住民生活等緊

急支援のための交付金事業につきましては、現在

事業の最終調整検討を行っておりますので、早急

にまとめ上げ会期中に補正予算の追加提案をする

予定であります。 

 このほか、歳入においては市税、寄附金及び普

通交付税の増額並びに事業費の変更により国県支

出金、地方債などの特定財源及び一般財源の減額

が見込めることなどから、財政調整基金繰入金を

減額し今後の財政運営の安定化を図るものであり

ます。 

この結果、歳入歳出予算の補正は、既決いただ
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いております歳入歳出予算からそれぞれ９億６，

９１５万３，０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を２９２億３，３２１万３，０００円と定め

るものであります。 

 また、このほか事業内容の変更に伴い継続費及

び債務負担行為の補正を行うものであります。 

 以上、概要をご説明いたしましたが、詳細につ

きましては担当課長から補足説明させますので、

よろしくご審議の上、ご決定いただきますようお

願い申し上げます。 

○議長 山岡財政課長。

○山岡財政課長 それでは、予算書に沿ってまず

歳出のほうから補足説明を申し上げます。 

予算書の２４ページをお開き願います。 

 総務費、１項６目企画費、総合計画策定事業で

ありますが、計画策定の方法を業者委託から職員

みずからが行う手づくりの計画に変更して現在策

定準備を進めているところでありまして、その委

託料の減額などにより１，１６３万４，０００円

を減額するものであります。 

あわせて別冊の３月補正予算説明資料の２ペー

ジからもごらんいただきたいと思います。 

 ８項３目生活交通バス対策事業費、バス路線維

持対策事業９９６万４，０００円でありますが、

宇和島自動車が運行する生活交通バス路線の補助

対象事業費確定により補助金を増額するものであ

ります。 

３４ページをお開き願います。 

 民生費、１項１０目臨時福祉給付金費でありま

すが、支給対象者を国の試算例に基づき推計して

いたところですが、課税状況等の確定により支給

対象者が約３，８００人下回ったため、６，２０

０万円の減額をするものであります。 

３６ページをお開き願います。 

３項１目生活保護総務費、生活困窮者自立支援

事業１０４万１，０００円でありますが、生活困

窮者自立支援法に基づき平成２７年４月から相談

窓口を設置するため、その準備に係る経費を計上

するものであります。生活困窮者の抱えている課

題を適切に評価、分析し、その支援をするもので

あります。 

４３ページをお開き願います。 

 衛生費、２項４目汚泥再生処理施設整備事業

費、汚泥再生処理施設造成工事の入札減少金及び

ほかの公共工事残土を埋め立てに使用することに

よる購入土の費用が減少したことにより９，６５

４万８，０００円を減額するものであります。 

４５ページをお開き願います。 

 農林水産業費、１項３目農業振興費、農業後継

者育成事業４，５００万円でありますが、新規就

農者や親などの農業経営を継承した方に対して、

まだ経営の不安定な就農初期段階の間最長５年

間、年間１５０万円を給付するものでございま

す。夫婦共同経営の場合は年間２２５万円となり

ます。この予算は平成２６年度国の補正予算に関

連するもので、平成２７年度事業分を前倒しで実

施するものであります。 

同目農作物生産振興対策事業費４７万円であり

ますが、市内の農産物生産振興のため東宇和農業

協同組合が平成２６年度国の補正予算に関連して

実施するユズ選果機更新事業に対し、西予市農業

振興対策事業費補助金交付要綱に基づき事業費の

１０分の１に当たる４７５万円を補助するもので

あります。 

 ほかの事業において入札減少金により４２８万

円を減額しているものであります。 

 ４目畜産業費、畜産施設整備事業、ブランド牛

開発に関連する子牛育成所建設事業であります

が、単年度事業として取り組んでおりましたが、

国庫補助の予算の関係により２６、２７の２カ年

事業となり、５，０９３万２，０００円を減額し

て来年度当初予算に計上するものであります。 

 ９目農業施設管理費、城川特産品センター管理

運営事業６００万円でありますが、株式会社城川

ファクトリーが指定管理者となっている平成６年

に運営を開始した一部施設の老朽化が進んでおり

ます城川特産品センターきなはい屋におきまし

て、食品取扱施設として重要な空調施設が故障し

たところ修理不能であると認められたため、協定

に基づき施設更新に係る経費を負担するものであ

ります。 

５１ページをお開き願います。 

 土木費、２項３目道路新設改良費、市道旧町地

区２２３号線改良事業でありますが、物件補償の

交渉に不測の日数を要し年度内契約が見込めない

ため来年度に予算を組み替えるもので、今年度事

業費の一部１億５８７万２，０００円を減額する

ものであります。 

６４ページをお開き願います。 

教育費、７項６目給食センター建設費、宇和学
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校給食センター建設事業でありますが、工事設計

委託料の入札減少金が生じたことによる減額及び

開発許可協議等による期間を要した理由から造成

工事を平成２７年度に延期したことなどにより

５，５１５万８，０００円の減額をするものであ

ります。 

 予算書は、戻っていただきまして、１１ページ

をお開き願います。 

主な歳入につきましてご説明申し上げます。 

 市民税、１項２目法人税割１，５２７万２，０

００円の増額でありますが、経済が回復傾向にあ

り法人の収益がやや伸びてきたことなどによるも

のであります。 

１２ページをお開き願います。 

地方交付税、１項１目普通交付税であります

が、国税の増収見込み等に伴い、地方交付税の増

が見込まれることで国の補正予算第１号による交

付税総額の増加を受けての調整額復活による追加

交付として１，１８４万６，０００円を増額する

ものであります。このほか歳入におきましても、

先ほど申し上げました歳出における各事業の確定

や実績見込みによるものなどにより、特定財源と

しての国県支出金や地方債などの調整を行ってい

るものであります。 

１９ページをお開き願います。 

 これらのほかに寄附金、１項１目一般寄附金、

ふるさと納税寄附金におきましては、昨年度決算

より現時点で約１，２５０万円増加しておりまし

て、予算額において１，４２０万１，０００円を

増額するものであります。 

これら歳入全体の調整によりまして一般財源の

減額が見込めるようになり、今後の財政運営の安

定化を図るため、繰入金、２項１目財政調整基金

繰入金を３億４，０４８万円減額するものであり

ます。 

６ページにお戻りください。 

 今回の補正における継続費の補正といたしまし

ては、汚泥再生処理施設整備事業におきましては

入札及び工事内容の変更が生じたため総額の減額

及び年次計画の変更、統合小学校明浜、野村の２

校の学校建築改築事業におきましては最終２６年

度の事業確定により額を確定し減額するもの、え

ひめ国体整備事業は一部工事を継続事業から除外

し実施するもの、宇和学校給食センター建設事業

における基本設計及び実施設計では入札により額

が確定し減額するものなどであります。 

７ページをお開きください。 

 このほか、年度内の事業確定に伴い、記載内容

のとおり債務負担行為の廃止と変更をするもので

あります。また、宇和地区生活交通バス運転委託

業務につきましては、現委託業務契約が３月末日

までの契約となっており、平成２７年４月からの

運行開始までに事業者を選定する必要があること

から債務負担行為の追加をするものであります。 

１９ページをお開き願います。 

最後に、地方債の補正といたしましては、事業

内容の変更によりまして総額で３億７，７００万

円を減額して総額で限度額を４８億７，５０５万

３，０００円とするものであります。 

以上、補足説明とさせていただきます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。

これより本案に対する質疑を行います。

質疑はありませんか。

質疑ありませんか。

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。

お諮りいたします。

議案第３８号については、会議規則第３７条第

３項の規定により委員会付託を省略したいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

お諮りいたします。

議案第３８号「平成２６年度西予市一般会計補

正予算（第９号）」は原案のとおり決定すること

に賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。

起立全員であります。よって、議案第３８号は

原案のとおり決定いたしました。 

 暫時休憩いたします。（休憩 午前１１時０５

分） 

○議長 再開いたします。（再開 午前１１時１

６分） 

  （日程７） 
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○議長 次に、日程第７、議案第３９号「平成２

６年度西予市授産場特別会計補正予算（第４

号）」から議案第４９号「平成２６年度西予市野

村介護老人保健施設事業会計補正予算（第２

号）」までの１１件を議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

横山生活福祉部長。 

○横山生活福祉部長 それでは、議案第３９号

「平成２６年度西予市授産場特別会計補正予算

（第４号）」について提案理由のご説明を申し上

げます。 

 今回の補正は、授産場利用者の減少に伴い事業

費を減額するものでございます。これによりまし

て、既決いただいております歳入歳出予算からそ

れぞれ１４４万３，０００円を減額し、歳入歳出

予算の総額を２，０９３万円と定めるものであり

ます。 

 続きまして、議案第４０号「平成２６年度西予

市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第

２号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、貸付金償還金の滞納による貸付

金元利収入の不足分を一般会計繰入金により補い

歳入財源の内訳を変更処理するもので、歳入歳出

予算の総額に増減はございません。歳入の内訳に

つきましては、貸付金償還金の滞納による貸付金

元利収入を７８万３，０００円減額し、一般会計

から７８万３，０００円を繰り入れさせていただ

いております。 

 続きまして、議案第４１号「平成２６年度西予

市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）」に

ついて提案理由のご説明を申し上げます。 

 まず、事業勘定予算からご説明を申し上げま

す。 

 今回補正は、保険税の徴収実績見込み並びに国

庫補助金の返還金が確定したことによるもののほ

か、年度末精算に当たり不用額の調整等を行うも

のであります。これによりまして、既決いただい

ております歳入歳出予算からそれぞれ５，９７６

万４，０００円を減額し、事業勘定予算の歳入歳

出予算総額をそれぞれ５７億４，２８３万７，０

００円と定めるものであります。 

 次に、診療施設勘定予算の補正の主な内容につ

きましては、年度末精算による不用額の調整並び

に外来収入の精査等に伴う一般会計繰入金の調整

等であります。これによりまして、既決いただい

ております俵津診療所勘定の歳入歳出予算の総額

からそれぞれ１４３万３，０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ９３２万３，０００

円、狩江診療所勘定の歳入歳出予算の総額からそ

れぞれ３８万６，０００円を減額し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ６，４２７万８，０００円、

高山診療所勘定の歳入歳出予算の総額からそれぞ

れ８５万７，０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ４，４９９万２，０００円、惣川

診療所勘定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ４０

万円を増額し、歳入歳出予算の総額を１，３５７

万２，０００円、土居診療所勘定の歳入歳出予算

の総額からそれぞれ８７６万４，０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を９，１６８万７，００

０円、遊子川出張診療所勘定の歳入歳出予算の総

額からそれぞれ４３万９，０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を５４９万円、二及診療所勘定

の歳入歳出予算の総額からそれぞれ６９万１，０

００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

７，６４５万９，０００円、周木診療所勘定の歳

入歳出予算総額からそれぞれ２５２万５，０００

円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４，

４２５万８，０００円と定めるものであります。 

 続きまして、議案第４２号「平成２６年度西予

市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）」

について提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、後期高齢者医療広域連合納付金

の確定並びに保険料の徴収実績見込みに伴う減額

と年度末精算に当たり不用額の調整を行うもので

あります。これによりまして、歳入歳出それぞれ

２，０１９万円を減額し、歳入歳出の総額を６億

５１５万３，０００円と定めるものであります。 

 続きまして、議案第４３号「平成２６年度西予

市介護保険特別会計補正予算（第５号）」につい

て提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、事業者及び認定者の増加により

保険給付費を増額するとともに年度末精算に当た

り不用額の調整を行うものであります。これによ

りまして、既決いただいております歳入歳出予算

にそれぞれ６，６３９万円を増額し、歳入歳出予

算の総額を５５億４，８０１万２，０００円と定

めるものであります。 

 以上、５議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 
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○議長 二宮産業建設部長。

○二宮産業建設部長 議案第４４号「平成２６年

度西予市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

５号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、施設使用料及び農業集落排水加

入金の増額とそれに伴う一般会計繰入金を減額す

るものであります。歳出においては歳入の補正に

伴う充当財源の組み替えを行うもので、これによ

ります歳入歳出予算の総額に増減はございませ

ん。 

 続きまして、議案第４５号「平成２６年度西予

市公共下水道事業特別会計補正予算（第５号）」

について提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、事業費の年度末精算に当たり不

用額等の調整及び充当財源の組み替えが主なもの

であります。これによりまして、歳入歳出予算を

それぞれ８５３万４，０００円減額し、歳入歳出

予算の総額を７億４，９７８万円と定めるもので

あります。 

 また、施設整備事業費の充当財源の組み替えに

伴い、第２表のとおり地方債の限度額を変更いた

しております。 

 以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 平野公営企業部長。

○平野公営企業部長 議案第４６号「平成２６年

度西予市簡易水道事業特別会計補正予算（第４

号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正の主なものは実績見込みによる減額

でありまして、歳入歳出からそれぞれ９５５万

８，０００円を減額し、歳入歳出の総額を３億

３，２４５万８，０００円と定めるものでありま

す。 

 歳入につきましては、施設整備費の減額に伴い

財源となる分担金及び繰入金を９５５万８，００

０円減額するものであります。 

 歳出につきましては、実績に伴い総務管理費を

７０万円増額し、県が実施する道路改良工事との

調整等により施設整備事業費を１，０２５万８，

０００円減額したことから、合わせて事業費９５

５万８，０００円を減額いたしております。 

 続きまして、議案第４７号「平成２６年度西予

市上水道事業会計補正予算（第４号）」について

提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正の主なものは、決算見込みに基づく

業務量の補正とそれに伴う給水収益の減額及び建

設改良費を減額するものでございます。 

 第２条の業務の予定量では、水道使用量の減少

に伴う年間総給水量及び１日平均給水量を補正す

るほか、主な建設改良事業であります皆江下泊地

区配水管布設がえ工事費の減額を行うものであり

ます。 

 第３条の収益的収入につきましては、既決いた

だいております収益的収入から５，４３０万円を

減額し、６億９，３６３万円といたしておりま

す。 

 第４条の資本的収入及び支出では、既決いただ

いております資本的収入につきまして負担金４１

６万８，０００円及び企業債１，０２０万円をそ

れぞれ減額し、総額を５億６，３４６万５，００

０円といたしております。 

 資本的支出につきましては建設改良費を１，８

０９万８，０００円減額し、総額を７億９，０９

６万７，０００円といたしております。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不

足する額を補填する財源につきましては、第４条

本文括弧書きのとおりに改めております。 

 今回の補正に伴いまして、第５条の企業債の補

正により限度額を変更しております。 

 また、第６条債務負担行為につきましては、公

営企業会計システムの更新に伴います債務負担行

為を定めるものであります。 

 続きまして、議案第４８号「平成２６年度西予

市病院事業会計補正予算（第４号）」について提

案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正の主なものは、決算見込みに基づく

業務量の補正とそれに伴う医業収支の調整、西予

市民病院の建築に係る建設改良費等の減額及びそ

れに伴う財源の調整を行うものでございます。 

 第２条の業務の予定量では、西予市民病院開院

に伴う病床数、入院及び外来の年間患者数の変更

のほか、主な建設改良事業であります新病院建築

費の減額を行うものでございます。 

 第３条の収益的収入及び支出では、収入につき

ましては患者数の減に伴い医業収益が２億６８６

万４，０００円減額となり、医業外収益の７１４

万円の増額を合わせて総額を３０億６，８５３万

３，０００円といたしております。 
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 支出につきましては、人件費などの調整と旧宇

和病院の建物や医療機器等についての除却費など

を計上したことにより医療費用を４億２，５５３

万１，０００円増額し、医業外費用の８２２万

８，０００円の増額と合わせて総額を４０億５，

７１８万６，０００円といたしました。 

 次に、第４条の資本的収入及び支出では、収入

につきましては西予市民病院建設に係る一般会計

出資金３，１０２万１，０００円及び企業債２，

３７０万円を減額し、県補助金を１０万１，００

０円増額したことによりまして資本的収入の総額

を７億３，２７１万１，０００円といたしており

ます。 

 支出につきましては、建設改良費を４，９２５

万３，０００円減額し、資本的支出の総額を１０

億３，７５３万３，０００円といたしておりま

す。 

 第５条では、新病院建設のための企業債の限度

額を４億９，１３０万円に改め、第６条で議会の

議決を経なければ流用することのできない経費を

表のとおりに改めております。 

 続いて、第７条で一般会計からの補助金の金額

を表のとおりに改め、第８条で野村病院改修事業

として設定しております継続費の年割り額を表の

とおりに変更いたしております。 

 第９条では、公営企業会計システム更新事業に

係る債務負担行為の限度額を１，４２２万円と設

定いたしました。 

 続きまして、議案第４９号「平成２６年度西予

市野村介護老人保健施設事業会計補正予算（第２

号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、決算見込みによる収益的収入及

び支出を補正するものであります。 

 第２条の収益的収入及び支出につきましては、

施設事業収益を１４９万１，０００円増額し、収

入の総額を４億５，７１６万９，０００円とし、

収益的支出につきましては、施設事業費用を１８

１万円増額し、支出の総額を４億９，６９３万

６，０００円とするものであります。 

 第３条では、予算第７条に定めた議会の議決を

経なけれな流用することのできない経費を表のと

おりに改め、第４条で一般会計からの補助金の金

額を表のとおりに改めております。 

また、第５条では公営企業会計システム更新事

業に係る債務負担行為の限度額を１，２１０万円

と設定いたしました。 

 以上、４議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。

これより本案１１件に対する一括質疑を行いま

す。 

質疑はありませんか。 

６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 議案第４３号の介護保険特別

会計補正予算について１点だけお伺いをいたしま

す。 

 今の部長の説明で歳出のほうですけども、保険

給付費の中の介護サービス等諸費は９，４００万

円とふえとるんですけども、それ以外のサービス

については全部減額補正となっております。これ

の大きな理由がもしわかりましたら教えていただ

きたいのと、次の３款の地域支援事業費、この中

の１項介護予防事業費の中身を見てましたら第１

次予防、第２次予防とも減額補正となってるんで

すが、減額補正ということは利用者が少ないのか

なというふうに心配をしております。この利用者

が少ないというのが、昨年より少ないのか予算的

に多目にしとって少ないのかというふうなところ

で、今後市が行うこういう介護予防、逆にふえて

いってほしいと思うのが我々の思いなんですけれ

ども、そういうところ原因がもしわかっておりま

したら教えていただきたいなと思います。 

○議長 横山生活福祉部長。

○横山生活福祉部長 ただいまの二宮議員からの

ご質問でございますが、まず介護給付費の増額に

つきましては、主にですけれど通所介護いわゆる

デイサービスに係る増額と、そして特定施設入所

者の介護の給付に係るものが大きく増額となって

おります。 

 ２点目の地域支援につきましては、当初予算か

ら実績状況を見まして、それが給付見込みを算し

て不用額が減額したっていうことで減額をさせて

もらっております。昨年度と比較しては、少しデ

ータ、資料で持ってありませんので、また後ほど

ご報告させてもらったらと思います。 

以上でございます。 

○議長 ほかにありませんか。

１２番元親孝志君。

○１２番元親孝志君 １点だけお伺いしたいと思
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いますが、西予市の水道料金の平準化が終わりま

して、一律料金になっておるわけですけれども、

今現在西予市の水道体系っていうのは、上水道、

簡易水道それからその他の水道ということになっ

ておりますが、これが新しく制度がかわりまして

今現在簡易水道である集落が例えば今の西予市上

水道組合のほうに加入をしたいということになり

ましたら、その許可というのは一体どこで許可さ

れるんですか。 

○議長 平野公営企業部長。

○平野公営企業部長 元親議員の今の質問に対し

てお答えさせていただきますが、今現在簡易水道

事業以下簡易水道未満の給水施設についても、

各、野村、城川、宇和の担当者がそれぞれの簡易

水道等の事業者にヒアリングを行って、今後どう

いう状態で上水道とのかかわりでどうするかとい

うヒアリングを行っております。正式にそれが出

ましたら、うちの事務局と現場の各支所の担当者

で簡水等の組合の代表者と話し合いを持ちたいと

いうふうに考えております。その中で最終的に上

水道に移行したいという組合がございましたら、

全体的なことを考えまして市でも一回持ち帰って

協議検討させていただいて方向性を決めさせてい

ただきたいというふうに考えております。 

以上です。 

○議長 本案に対する質疑ということでお願いし

ます。 

１２番元親孝志君。 

○１２番元親孝志君 今の説明で結構なんです

が、ご案内のとおり高齢化社会が進んでおりまし

て、なかなか簡易水道の維持管理も大変困難にな

ってきておるということで、費用負担は多少いっ

ても安定した西予市上水道組合に加入をして生活

の安全・安心を確保したいという集落も出ており

ますので、早い段階でその対応ができるようにご

努力をいただきたいと思います。 

○議長 ほかにありませんか。

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。

お諮りいたします。

議案第３９号から議案第４９号までの１１件に

ついては、会議規則第３７条第３項の規定により

委員会付託を省略したいと思います。これにご異

議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論なしと認めます。

これより議案第３９号から議案第４９号までの

１１件を一括して採決いたします。 

お諮りいたします。 

 議案第３９号「平成２６年度西予市授産場特別

会計補正予算（第４号）」から議案第４９号「平

成２６年度西予市野村介護老人保健施設事業会計

補正予算（第２号）」までの１１件は原案のとお

り決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。

起立全員であります。よって、議案第３９号か

ら議案第４９号までの１１件は原案のとおり決定

いたしました。 

  （日程８） 

○議長 次に、日程第８、議案第５０号「平成２

７年度西予市一般会計予算」を議題といたしま

す。 

理事者の説明を求めます。 

三好市長。 

○三好市長 平成２７年度における市政運営の所

信及び予算案の概要を申し上げます。 

 平成２７年度は、三好市政における３期目を締

めくくる年であり、また市民とお約束をしました

西予市マニフェスト２０１２の総仕上げの年であ

ります。これまでの１０年間は合併協定書や建設

計画に基づいた市の基盤づくりに努め、ケーブル

テレビ事業、庁舎建設事業、西予市民病院建設事

業、上水道事業、公共下水道事業、小学校の統合

校舎建設事業や耐震化事業等をほぼ完了し、主要

なインフラ整備のめどはたったと認識しておりま

す。 

 他方、国では、人口減少問題が引き起こす経済

を初めとする日本全体の衰退を重大視し、地方創

生のかけ声とともに地方自治体の自主性、自立性

に期待が寄せられています。平成２７年度はマニ

フェストの実現に取り組みながら国の地方創生と

いった新たな課題にも果敢に取り組み、次の１０

年をにらみながら我が町西予市が今後一層発展す

るよう引き続き全力で市政のかじ取りをしてまい

る所存であります。 
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 当市が合併をして１０年。第１次総合計画を最

上位の計画として進めてまいりました。次の１０

年はどうなっているでしょうか。平成３６年には

人口が３万５，０００人を割るとも言われてお

り、現在の人口の１割強が減少します。我々の愛

する地域はどうなるでしょうか。今以上に厳しい

状況に陥るかもしれません。かつて、当市は地域

の発展に貢献された偉大な先人たちを多く輩出

し、活力がありました。先哲がなし遂げてきたこ

とを今後我々ができないと諦めてはなりません。 

 次の総合計画は、国の地方創生の動きと相まっ

て今後の西予市の存続を占う極めて大きな計画と

なります。地理的条件に恵まれていない当市にと

って、今までの延長線上での他市と同じような政

策の先にその答えがあるとは思えません。新たな

発想により改革を推し進め、市民一人一人が夢や

希望を持ち潤いのある豊かな生活を安心して営む

ことができる地域社会の形成ができますよう努力

していかなければなりません。新たな１０年はや

はり新たな挑戦の１０年なのです。市民の皆さん

の協力と理解のもとで平成２７年度中に総合計画

を策定するよう進めてまいります。 

 当市は一昨年の９月に市内全域がジオパークに

認定されました。認定後、昨年の１２月には四国

西予ジオパーク推進計画を策定し、ハード面、ソ

フト面のインフラ整備のほか、市の施策の担い棒

として地域、産業、経済の振興につながるよう計

画的に推進してまいります。一方で、世界におけ

るユネスコの正式なプログラム化に向けた議論が

進められており、ジオパーク活動のさらなる発展

が期待されているところであります。国において

も環境省にジオパークの担当部署が設置され、ま

た石破大臣を会長としたジオパークによる地域活

性化推進議員連盟の後押しもあるなど、国の支

援、推進体制が整ってまいりました。ジオパーク

が成功する秘訣は、市民みずからが参加し機運を

盛り上げていくことであると言われています。市

民の皆さんがそこに住む実感や誇りを持ち、また

市役所だけの取り組みだけではなく市民的な運動

にしていくことで地域の活性化につなげていける

よう、市民の皆さんの参加とご協力を重ねてお願

いいたします。 

 いよいよえひめ国体の開催まで残り２年余りと

なりました。当市では相撲と成年女子ソフトボー

ルの２種目の競技が開催されます。市としては、

国民体育大会推進室を設置し、会場である乙亥会

館、宇和球場及び宇和運動公園の改修や整備につ

いてプレ大会の開催も含め引き続き万全の準備を

整えてまいります。また、今回の大会の開催をチ

ャンスと捉え、市内のスポーツ振興及び各種競技

の合宿や大会の誘致並びに当市の情報を全国に発

信できるよう努めてまいります。 

 安倍総理は、その所信表明演説で地方こそチャ

ンスがある、地方こそ成長の主役ですとしきりに

地方にエールを送っています。これに応えていこ

うではありませんか。当市は既に市民の皆さんの

協力のもと地域内分権や限界集落対策を進め、他

の自治体に比べて先行しています。地方創生は頑

張る地方を、また知恵を出す地方を応援していく

という一貫した考えが国にあります。大いに頑張

り、知恵を出していこうではありませんか。その

ためには形骸化した旧套墨守を捨て異なることを

恐れてはなりません。 

 平成２７年度中にはまち・ひと・しごと創生法

に基づき、地方版総合戦略の策定が求められてお

ります。今までのような明確な方角を示す羅針盤

はないかもしれません。しかし、ヒントは多数あ

ると思います。このため、企画財務部企画調整課

を再編し、まちづくり推進課及び総合政策課を設

置するとともに、第２次総合計画とも歩調を合わ

せ鋭意検討してまいります。 

 まずは国が平成２６年度中の補正予算において

用意された地方創生の先行的な取り組みである地

域住民生活等緊急支援のための交付金の内容を早

急に検討する必要がありますが、一度きりの交付

金ということもあり、これまでの政策とも連携し

つつ、他市との差別化を図り全国に西予市を発信

できるよう鋭意取りまとめを行ってまいります。

まとまり次第、市の補正予算議案として今議会中

に追加提案をさせていただく予定であります。 

 冒頭に申し上げましたとおり、当市の人口減

少、少子・高齢化という課題への対応は待ったな

しの状況となっております。特に２０歳から４０

歳未満の若年女性の人口減少により次世代の人口

が減少し、また大学や専門学校への進学、求職に

より都市部へ流出することがその原因と考えられ

ます。この人口減少を少しでも歯どめをかける西

予市をつくっていかなければなりません。そのた

めに、子供が生まれ、育てやすく、充実した教育

環境の整備を進めてまいります。 
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 市民が介護を必要としない自立した生活ができ

る健康寿命を延ばすため、検診と保健指導に重点

を置き、生活習慣病を予防する健康づくりに積極

的に取り組みます。 

 また、高齢化の問題として、高齢化率が高まる

一方で、市内の高齢者数はここ一、二年でピーク

を迎え、徐々に減少に向かいます。高齢者が住み

なれた地域で可能な限り暮らし続けられるような

保健、介護、医療が切れ目なく提供される地域包

括ケアシステムの構築を実現してまいります。 

 市役所が何でもやることは不可能です。地域の

方々で協力し支え合って町を豊かにしていかなけ

ればなりません。現在モデル事業である限界集落

対策事業のうち、成功事例を他の地域にも展開し

てまいります。また、地域自治活動の維持継続の

ために集落機能の改善を図るためあるべき地域づ

くりの枠組みを市民の皆さんの協力を得つつ検討

してまいります。 

 安倍総理は、その所信の１番目の政策として農

政の大改革を掲げ、明治時代の思想家岡倉天心の

名言である「変化こそ唯一の永遠である」を引用

し、強い農業をつくるための改革、農家の所得を

増すための改革の必要性を訴えています。「実行

なきものに成功なし」。これはことしの大河ドラ

マ「花燃ゆ」のヒロインの文の兄、明治維新の精

神的指導者吉田松陰の言葉です。アベノミクスの

恩恵は都市部だけだとひがまず、不可能だ、困難

だなどという言いわけをして自己弁護をしている

時間などありません。古きもののよき精神を残し

つつ、お互いに協力し行動を起こそうではありま

せんか。 

 当市は、長年第１産業を基幹産業と位置づけ農

林水産業政策に鋭意取り組んでまいりました。こ

の国の農政の大改革に歩調を合わせ、中山間地域

の農地保全管理を推進し、耕作放棄地を減少さ

せ、鳥獣被害を抑制するため、集落営農、営農集

団活動を推進する一方で、農業後継者の育成や認

定農業者への農地集積を図るよう、日本型直接支

払制度の推進や農地中間管理機構などの活用も努

めてまいります。また、肉牛や養豚のブランド化

の推進、奨励農作物の振興事業など所得の向上を

支援いたします。 

 そのほか、林業振興や水産業振興のため、基盤

施設となる基幹林道及び林業専用道や漁港などの

整備にも努めてまいります。さらに、第１次産業

のみならず、それを発展させ引っ張り上げていく

第２次産業、第３次産業にも今後は一層力を入れ

なければなりません。このため、従来の中小企業

の支援のみならず、創業、起業に係る資金面、人

材育成の支援についても取り組んでまいります。 

 これらの取り組みを市役所だけで行い産業振興

を成功させることは不可能です。我々は商売人で

はないのです。あらゆる力を結集する必要があり

ます。このため、企業、市役所、大学、市民、金

融機関、マスコミがスクラムを組んでいわゆる産

官学民金言でこれらに取り組み、市民全員の機運

醸成に努めてまいります。 

 予算の半分近くを地方交付税に頼っている当市

は、国がくしゃみをすれば市は肺炎になると比喩

できるほど脆弱な状況にあります。５年後には合

併の特例措置が完了し、交付税の一本算定に移行

し、７割程度の圧縮がなされたとしても、８億円

の財源不足が予想されることから、一層の行財政

改革は避けて通れません。総合計画や一連の地方

創生に係る政策を打ち出そうとするために体力が

要ります。これらの計画や政策は一過性の取り組

みではないのです。昨年の大河ドラマでは豊臣秀

吉の天下取りを支えた天才軍師黒田官兵衛が取り

上げられておられましたが、彼は大変な倹約家だ

ったそうで、彼はいざというときのためにとって

いたと言われています。国の政策に呼応し、地方

創生を進めていかなければなりませんが、国の動

きがいまだ定まらない状況の中で場当たり的に市

の財産を取り崩してはなりません。市民の皆さん

が知恵を出しお互いが譲り合って協力し、また少

し我慢すればまだまだ体力を残しています。体力

をつけつつ一層スピーディーに行政サービスを展

開するため、行財政改革加速化プログラムを早々

に取りまとめてまいります。 

 特に、特別会計、公営企業会計や基金のあり

方、第三セクターや指定管理者制度の見直しを初

めとするさまざまな行政改革に着手してまいりま

す。うまくいっていない事業については、廃止を

含め大胆な見直しを行ってまいります。 

 また、旧５町時代から保有している公共施設等

は、既にその役割を終え利用が十分とは言いがた

いもの、またマンネリ化し活動が先細りになって

いるものや老朽化も進んでいるものもあります。

これらも全て維持管理をしています。これを何と

かしていかなければなりません。市民の皆様には
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少し我慢を強いることとなりますが、人口規模に

見合った市のあり方も同時に考えていかなければ

ならない時期にきたと、そのように考えておりま

す。 

 政策の立案やその実施には職員の企画力、行動

力が大きく影響することは間違いありません。知

行合一、いかにすぐれた提案をうまく実際に進め

ていけるか、職員の肩にもかかります。どれだけ

そのような職員を多く確保できるのか、ある意味

自治体間の競争であります。私は柔軟な発想と行

動力を持った職員をふやしていきたい、いや、ふ

やさなければならないと考えています。そのため

に今までのスタイルも大胆に見直し、新たな仕組

みも取り入れて職員の意識改革を推し進め、積極

的な職員の育成と内外からの優秀な職員の確保に

努めてまいります。 

 また、政策を進めていく上で情報の提供や効果

的な広報は非常に重要であります。新たな事業を

行政が進める場合に住民にその仕組みを理解して

もらって事業を広げていくことは基本でありま

す。このため、今まで以上に効率的な情報発信を

市民の皆様に行ってまいります。 

 それでは、所信に引き続きまして、平成２７年

度当初予算案についての概要を申し上げます。 

 当市の予算は既に述べましたように大変厳しい

状況にあり、一層の行政改革は避けては通れませ

ん。いざというときのためにある程度のお金を持

っておかなければなりません。このため、平成２

７年度における予算編成では、この行財政改革の

取り組みを前倒ししつつ、調整幅が狭いため調整

が困難であった施策優先度に基づく施策単位の施

策枠予算を改め、人件費、公債費を除く歳出総額

にシーリングを設け、総枠の中で調整する方式に

しました。そのほか、編成手続をさまざま見直し

ております。 

 この結果、平成２７年度一般会計当初予算で

は、市債発行額は昨年度を若干ながらも下回り、

４９億５，０００万円となりました。また、財政

調整基金繰入金も前年度から９億３，０００万円

減の１億４，０００万円として目標を大幅に上回

って達成することができました。予算総額では２

８３億４，４００万円、前年度比２％、５億８，

８００万円の減額となりました。 

 また、参考資料に列挙しております平成２７年

度における西予市マニフェスト関連事業の主な新

規事業を少しだけ申し上げさせていただきます。 

 三瓶地区の周木診療所の整備事業、林道田之筋

渓筋線、これは県営林道として今からお願いをし

ておるところでもございます。市道の湯の川くら

ぬき線改良工事、これは高山でございます。文化

的景観保護推進事業、明浜、狩浜の段々畑と宇和

海のこれを認定を受けようとする事業でございま

す。愛媛大学との域学、地域大学との連携事業、

経済振興基金供給モデル事業、新しい考えで進め

ていきたいと思っております。ブックスタート事

業、ファミリー・サポート・センター事業、野村

介護老人保健つくし苑増床事業、高瀬、愛農、野

村地区の生活交通バス運行事業、子育て支援事

業、公共施設等総合管理計画策定の事業、小学校

施設整備事業、これは三瓶小学校と魚成小学校の

改築を行うものでございます。 

 この１０年間は西予市としての一体感醸成と基

礎基盤を築くことに主眼を置き、さまざまな施策

を展開してまいりました。その過程においては多

くの課題、難題がありましたが、その一つ一つを

議会を初めとする市民の皆様とともに解決してま

いりました。これから、次の１０年に向けてスタ

ートをします。そこには、また新たな課題、難題

があるでしょう。みんなで挑戦していかなければ

なりません。乗り越えていかなければなりませ

ん。グローバル化の時代にあって東アジア情勢が

今後の１０年の中で激変すると想定されます。そ

れに呼応して西予市も対応できる体制づくりも今

後考慮する必要があると考えております。 

 また、県内でも特に南予地域は厳しい状況にな

ると見込まれます。南予を構成する市町がチーム

愛媛、チーム南予として連携して問題解決に挑ん

でいくことも今まで以上に重要だと感じておりま

す。 

 予算の詳細につきましては、担当課長から説明

をさせますが、市政運営に全力で取り組みますの

で、どうか議員各位、また市民の皆様におかれま

しては今後ともご理解とご協力をお願いする次第

でございます。 

○議長 暫時休憩します。（休憩 午後０時０６

分） 

○議長 再開いたします。（再開 午後１時００

分） 

山岡財政課長。 

○山岡財政課長 それではまず、平成２７年度に
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おける全会計の規模を申し上げます。 

 当初予算説明資料の８ページをお開きくださ

い。 

 一般会計２８３億４，４００万円、特別会計１

４４億５，８１４万９，０００円、公営企業会計

６２億４，９６７万４，０００円、全会計の合計

では４９０億５，１８２万３，０００円となり、

一般会計では前年度比２％、５億８，８００万円

の減額、特別会計では前年度比５．１％、７億５

１６万１，０００円の増額、企業会計では前年度

比５．７％、３億７，９２８万４，０００円の減

額、全会計の合計では前年度比０．５％、２億

６，２１２万３，０００円の減額となっておりま

す。 

 続きまして、議案第５０号「平成２７年度西予

市一般会計予算」について補足説明申し上げま

す。 

 予算書に沿って新規事業及びマニフェスト２０

１２関連の主な事業についてご説明申し上げま

す。 

まず、歳出について説明させていただきます。 

 当初予算冊子の６０ページをお開き願います。

あわせまして当初予算説明資料の１２ページもお

開きください。 

総務費、１項５目財産管理費、市有財産維持管

理事業２億９，３９９万２，０００円であります

が、防犯及び事故防止の観点から旧宇和病院、旧

松葉寮及び旧三瓶総合支所解体などに係る経費を

計上いたしております。財源には、新市立病院建

設基金繰入金、公共施設等整備基金繰入金を充当

いたしております。 

予算書８５ページをお開き願います。 

 ８目地域振興費、移住交流促進事業３０１万

１，０００円でありますが、平成２６年度に実施

した空き家調査を踏まえて空き家情報や移住関連

情報を発信するため空き家バンクのホームページ

を作成し、移住の促進と空き家問題の解消を図る

ための経費を計上いたしております。 

１０２ページをお開き願います。 

民生費、２項１目児童福祉総務費、児童養護施

設等整備助成事業３，８０２万８，０００円であ

りますが、社会福祉法人西予福祉会が運営する児

童養護施設の移転建築に係る経費に対する補助金

を計上いたしております。補助率は国庫補助対象

事業費の８分の１とし、財源は宇和福祉の里基金

繰入金を充当いたしております。 

 同目ファミリー・サポート・センター事業１８

万６，０００円でありますが、地域において子育

ての支援を受けたい方と子育ての援助を行いたい

方を組織化して会員同士が子育てに関する総合援

助活動を行う事業であり、平成２８年度開設に向

けての事業説明会や会員募集等の準備に係る経費

を計上いたしております。 

１１０ページをお開き願います。 

 ３項１目生活保護総務費、生活困窮者自立支援

事業費、自立支援事業３２２万２，０００円であ

りますが、生活困窮者自立支援法に基づき、平成

２７年４月より、仮称でありますが西予市福祉総

合センター福祉ネットワーク西予を開設し、生活

困窮者の相談に係る経費を計上いたしておりま

す。 

１１４ページをお開き願います。 

衛生費、１項２目予防費、健康増進事業２８１

万３，０００円でありますが、市民が健やかで心

豊かに生活できる健康寿命の延伸が重要であり、

そのため各種健診の受診勧奨と住民一人一人に合

った保健指導に重点を置き、生活習慣病の発病予

防と重症化予防を意識した健康づくりに取り組

み、新たな事業も取り入れるなど実現のための必

要な経費を計上いたしております。 

１２５ページをお開き願います。 

 衛生費、２項４目汚泥再生処理施設整備事業

費、汚泥再生処理施設整備事業７億８，６５１万

６，０００円でありますが、老朽化した東部と西

部の２カ所にあるし尿処理場を統合して汚泥再生

処理センターを建設し、平成２９年度の供用開始

を目指して平成２６年度から平成２８年度の継続

費を設定いたしております。平成２７年度におい

ては造成工事及び本体工事を実施する予定で、現

在順調に工程が進んでいるところであります。財

源には、補助率３分の１の循環型社会形成推進交

付金、一般廃棄物処理施設等建設基金繰入金、過

疎対策事業債等を充当いたしております。 

１３３ページをお開き願います。 

農林水産業費、１項３目農業振興費、養蚕業後

継者育成事業４３０万円でありますが、市内養蚕

農家の所属する集落営農組織の中で地域おこし協

力隊員が活動しながら養蚕技術や農業技術全般の

習得に努めるための経費を計上いたしておりま

す。この事業は、平成２７年度から３年間の任期
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終了後に当市へ定住し養蚕農家として独立できる

よう支援するものであります。 

１３６ページをお開き願います。 

 ４目畜産業費、畜産施設整備事業４，８６９万

円でありますが、この事業は肉牛ブランド化を支

援する取り組みの一つで、東宇和農業協同組合が

事業主体として実施する野村子牛育成所の新築移

転整備に係る経費に対する補助金を計上いたして

おります。平成２６年度から２カ年間の事業であ

り、財源には補助率２分の１の畜産関係共同利用

施設整備事業費県補助金及び野村町地域高齢者福

祉及び農業振興基金繰入金を充当いたしておりま

す。 

１４５ページをお開き願います。 

１４６ページと続きますが、２項２目林業振興

費には林道開設９件、既設林道の舗装等３件を実

施する経費として３億９，５７９万１，０００円

を計上いたしております。この中には長年の懸案

事項でありました田之筋と渓筋の地域間を結ぶ県

営事業として実施する林道事業も含まれておりま

す。 

１５３ページをお開き願います。 

 ４目漁港建設費、高山漁港津波高潮危機管理対

策緊急事業費２，８１５万円でありますが、台風

による越波や津波及び高潮対策として平成２７年

度から２カ年で実施する既設護岸の改良事業に係

る経費を計上いたしております。財源には、補助

率２分の１の農山漁村地域整備交付金、公共事業

債等を充当いたしております。 

１５６ページをお開き願います。 

商工費、１項２目商工業振興費、経済振興資金

供給モデル事業１，９４０万円でありますが、新

規企業を支援し新たな産業育成を目的として西予

市経済資金供給協議会における審査を通過したも

のに対して上限２，０００万円の出資金を計上い

たしております。 

１５７ページをお開き願います。 

 ４目観光費、ジオパーク推進事業２，６７２万

３，０００円でありますが、平成２７年度にはジ

オガイド育成研修費、ジオポイント案内板作成

費、愛媛大学と連携したジオポイント案内アプリ

開発事業費、市民が取り組む推進事業に対しての

補助金等を計上いたしております。財源には、ジ

オパーク推進基金繰入金、過疎対策事業債等を充

当いたしております。 

１６６ページをお開き願います。 

 １６７、６８ページと続きますが、土木費、２

項３目道路新設改良費には、市道新設及び改良事

業等を実施する経費として７億２，１９２万９，

０００円を計上いたしております。その内訳とい

たしましては、明浜地域におきましては湯の川く

らぬき線ほか３路線、宇和地区におきましては旧

町地区２８１号線ほか１２路線、野村地区におき

ましては惣川梼原線ほか９路線、城川地区におき

ましては平岩線ほか４路線、三瓶地区におきまし

ては蔵貫浦７号線ほか１路線となっております。

また、市道舗装点検調査補修事業３，０００万円

でありますが、道路ストック総点検の路面性状調

査の結果に基づき市内全域の主要な市道１級、２

級路線及び特号線において舗装補修工事を実施す

る経費を計上いたしております。財源には、道整

備交付金、社会資本整備総合交付金、電源立地地

域対策交付金事業費県補助金、過疎対策事業債、

旧合併特例事業債等を充当いたしております。 

１７２ページをお開き願います。 

６項１目住宅管理費、危険空き家除却事業４０

０万円でありますが、平成２６年度に実施した空

き家調査で確認している倒壊のおそれがある空き

家につきまして、所有者が実施する除却経費に対

しての補助金を計上いたしております。財源に

は、社会資本整備総合交付金、特定老朽危険空き

家等除却促進事業費県補助金を充当いたしており

ます。 

１８０ページをお開き願います。 

 消防費、１項４目災害対策費、防災行政無線デ

ジタル整備事業３，２９８万４，０００円であり

ますが、平成２７年度には平成２６年度に整備が

終了した野村地区以外の電波調査、明浜地区及び

三瓶地区の実施設計に係る経費を計上いたしてお

ります。財源には、社会資本整備総合交付金、過

疎対策事業債を充当いたしております。 

１９２ページをお開き願います。 

教育費、２項３目学校建設費、小学校施設整備

事業６億４，０１８万９，０００円であります

が、老朽化した三瓶小学校プール及び魚成小学校

プールの改築等に係る経費を計上いたしておりま

す。財源には、学校施設環境改善交付金、過疎対

策事業債を充当いたしております。 

２０４ページをお開き願います。 

５項３目図書館費、ブックスタート事業７４万
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９，０００円でありますが、０歳児、３歳児、小

学校１年生とその保護者を対象に、絵本を介して

親子の触れ合う機会を提供することを目的として

ブックパック、絵本などを配布する経費を計上い

たしております。 

２１１ページをお開き願います。 

 ６項２目文化財保護費、文化的景観保護推進事

業２２５万円でありますが、明浜狩浜地区の段々

畑と宇和海につきまして、文化的景観を正しく評

価し地域で守り次世代へ継承することを目的とし

て景観調査委員会の設置及び景観調査に係る経費

を計上いたしております。財源には、国宝重要文

化財保護整備費等国庫補助金を充当しておりま

す。 

２２６ページをお開き願います。 

７項５目国民体育大会費、えひめ国体施設整備

事業１０億２，７４７万４，０００円であります

が、国体準備に向け宇和運動公園は平成２７年度

の完成、またメインスタンドとなる宇和球場は平

成２８年６月の完成を目指して改修工事を進めて

おります。財源には、社会資本整備総合交付金、

えひめ国体競技施設整備費県補助金、過疎対策事

業債、旧合併特例事業債を充当いたしておりま

す。 

２２７ページをお開き願います。 

 ６目給食センター建設費、野村学校給食センタ

ー建設事業１億２４３万５，０００円であります

が、平成３０年１月の運用開始を目指して、平成

２７年度は基本計画、実施設計及び用地購入に係

る経費を計上いたしております。配送範囲は野村

中学校、野村小学校、野村幼稚園といたしており

ます。財源には、旧合併特例事業債を充当いたし

ております。 

２２９ページをお開き願います。 

災害復旧費、６項１目道路橋梁河川災害復旧

費、市道赤木佐須線道路災害復旧事業７億９，１

２５万８，０００円でありますが、野村坂石地区

の大規模な地すべり災害に対して本年１月に災害

査定を受け、排水ボーリング及びアンカー工法等

による災害復旧に係る経費を計上いたしておりま

す。財源には、道路橋梁河川災害復旧費国庫負担

金、災害復旧事業債を充当しております。 

 次に、歳入でありますが、１５ページにお戻り

ください。 

市税ですが、市民税におきましては就業人口の

減と米価の下落による減少、固定資産税におきま

しては土地、家屋の評価がえによる減少、たばこ

税におきましては消費本数の減による減少を見込

み、市税全体では対前年度９，５３３万９，００

０円の減額といたしております。 

１８ページをお開き願います。 

 地方消費税交付金におきましては、５億２，０

７１万８，０００円とし、平成２６年４月１日か

らの地方消費税率１％から１．７％の引き上げ分

が平年化されるのを見込み、対前年度１億２，４

６５万１，０００円の増額といたしております。 

 地方交付税では、地方財政計画に計上されてい

ます国が示した伸び率に準じて見込み、普通交付

税におきましては１１５億円とし、特別交付税に

つきましては前年度同額の１１億円として、全体

では対前年度３億円の増額といたしております。 

３８ページをお開き願います。 

 繰入金、基金繰入金におきましては、総額で６

億３，７５２万１，０００円とし、財政調整基

金、一般廃棄物処理施設等建設基金、明浜地域及

び宇和地域振興基金繰入金等の繰り入れ減により

まして対前年度１４億４，５２８万９，０００円

の減額といたしております。 

４７ページをお開き願います。 

市債におきましては、消防債の野村防災行政無

線デジタル整備事業、教育債の野村地域教育福祉

複合施設建設事業、三瓶地域の朝日文楽会館建設

事業に係る市債などの減額により総額で対前年度

１，８９０万円の減額となり、総額４９億４，８

７０万円といたしております。 

 予算書のページ、戻っていただきまして９ペー

ジをお開き願います。 

 次に、継続費では、えひめ国体施設整備事業の

グラウンド及び外構工事におきまして平成２７年

度から平成２８年度の期間で総額２億４，５６４

万４，０００円、宇和学校給食センター建設事業

の建設工事及び管理委託料におきましては平成２

７年度から２８年度の期間で総額７億３００万

９，０００円、野村学校給食センター建設事業の

基本計画及び実施設計におきましては平成２７年

度から２８年度の期間で総額７６０万４，０００

円の継続費をそれぞれ設定いたしております。 

１０ページをお開き願います。 

 次に、債務負担行為では、地域公共ネットワー

クスイッチの更新につきまして平成２８年度から
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平成３４年度までの期間で機器購入構築費用１億

７１３万６，０００円とリース料に相当する額を

債務負担行為の設定をするものであります。 

最後に、１１ページをお開き願います。 

 先ほど歳入の市債でご説明申し上げましたが、

合わせまして地方債の限度額を総額で４９億４，

８７０万円とするものであります。 

以上、補足説明とさせていただきます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。

  （日程９） 

○議長 次に、日程第９、議案第５１号「平成２

７年度西予市授産場特別会計予算」から議案第６

２号「平成２７年度西予市野村介護老人保健施設

事業会計予算」までの１２件を一括議題といたし

ます。 

理事者の説明を求めます。 

横山生活福祉部長。 

○横山生活福祉部長 それでは、議案第５１号

「平成２７年度西予市授産場特別会計予算」につ

いて提案理由のご説明を申し上げます。 

 本予算の歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ

２，０５０万７，０００円としております。 

 歳出の主なものは、施設授産場費の事務費で人

件費等１，０１０万９，０００円、事業費で手数

料３０８万６，０００円であります。 

 歳入の主なものは、手袋加工賃収入等の施設授

産場事業収入４９６万８，０００円、繰入金で一

般会計繰入金及び保護施設事務費繰入金の１，５

４７万円を予定しております。 

 続きまして、議案第５２号「平成２７年度西予

市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算」につい

て提案理由のご説明を申し上げます。 

 本予算の歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ

２８１万６，０００円としております。 

 歳出の主なものは、住宅新築資金並びに改修資

金に借り入れている公債費２３７万１，０００円

であります。 

 歳入の主なものは、貸付金償還金２８１万５，

０００円を計上いたしております。 

 以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 増田教育部長。

○増田教育部長 議案第５３号「平成２７年度西

予市育英会奨学資金貸付特別会計予算」について

提案理由のご説明を申し上げます。 

 この奨学資金は、西予市出身の優秀な学生生徒

であって、経済的理由により就学が困難な者に対

し定額で無利子で貸し付けるものであります。 

 本予算の歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ

３，６９３万２，０００円としております。 

 歳出では、奨学資金貸付金で新規貸付予定者４

２名、継続貸付者４３名、計８５名分及び運営費

に係る経費３，４２７万３，０００円、予備費２

６５万９，０００円を計上いたしました。 

 歳入では、償還金等３，６４１万２，０００円

及び前年度繰越金５２万円を計上し、運営するも

のであります。 

 なお、奨学資金の貸し付けに当たっては、西予

市育英会理事会に諮り、公正な決定運営を図るこ

とといたしております。よろしくご審議の上、ご

決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長 横山生活福祉部長。

○横山生活福祉部長 それでは、議案第５４号

「平成２７年度西予市国民健康保険特別会計予

算」について提案理由のご説明を申し上げます。 

 国保特別会計予算につきましては、事業勘定予

算と８つの診療所勘定予算で構成されておりま

す。 

 まず、事業勘定予算からご説明を申し上げま

す。 

 平成２７年度の予算編成に当たりましては、厳

しい財政状況であることを踏まえ、国民健康保険

事業の適正かつ安定的な運営を図るため、医療費

の動向、医療制度改正の対応等国が示す留意事項

に基づき編成いたしました。平成２５年度に合併

後２回目となる税率改正を実施し、財政の健全化

に努めておりますが、今後も被保険者数の減少等

による税収の減が予想されることから、昨年度に

引き続き一般会計繰入金により収支均衡を図る予

算構造となっております。 

それでは、４１ページをお開きください。 

 歳出の主なものでは、総務費９，５７９万９，

０００円、保険給付費３９億８１８万８，０００

円、後期高齢者支援金等６億５，１２４万７，０

００円、介護納付金２億５，６７１万８，０００

円、共同事業拠出金１３億１，９１４万３，００

０円、保健事業費４，７６７万５，０００円を計

上いたしました。 

続いて、３９ページをお開きください。 

歳入の主なものにつきましては、国民健康保険

26



税８億９，５５１万１，０００円、国庫支出金１

２億４，５９２万６，０００円、県支出金２億

８，８３１万円、療養給付費等交付金４億７，９

００万１，０００円、前期高齢者交付金１５億

９，０５９万１，０００円、共同事業交付金１２

億８，５６１万円、繰入金５億２０４万７，００

０円を計上いたしました。 

 以上によりまして、事業勘定予算は歳入歳出そ

れぞれ６２億９，２７７万４，０００円といたし

ました。 

 次に、診療施設勘定予算についてご説明を申し

上げます。 

 過疎、少子・高齢化の進展や市民の基幹病院へ

の志向の高まり等から国保直営診療所の診療件

数、診療報酬は年々低下傾向にあり、ほぼ全ての

診療所が一般会計からの繰入金により収支均衡を

図る厳しい財政構造となっておりますが、今後も

経費節減、経営改善に積極的に努め、地域になく

てはならない診療所づくりを目指していく所存で

あります。 

 また、平成２７年度から着工する周木診療所改

築事業につきましては、その財源といたしまして

国庫補助金７３２万３，０００円及び過疎対策事

業債８，７８０万円を充当する予定としておりま

す。 

 なお、狩江診療所については、常勤医師が平成

２６年度末、この３月末に退職予定であることか

ら今後診療体制の変更を予定しておりますが、地

域の医療体制を引き続き維持できるよう努めてま

いります。また、高山診療所の医科については、

引き続き休止を予定しております。 

 各診療所勘定、歳入歳出予算総額は、４３、４

４ページの俵津診療所勘定が９０１万８，０００

円、４５、４６ページの狩江診療所勘定が６，３

３１万円、４７、４８ページの高山診療所勘定が

４，６４２万１，０００円、４９、５０ページの

惣川診療所勘定が１，３０８万３，０００円、５

１、５２ページの土居診療所勘定が９，３１４万

８，０００円、５３、５４ページの遊子川出張診

療所勘定が５５４万５，０００円、５５、５６ペ

ージの二及診療所勘定が７，７４４万８，０００

円、５７、５８ページの周木診療所勘定が１億

３，７７９万５，０００円といたしました。 

 続きまして、議案第５５号「平成２７年度西予

市後期高齢者医療特別会計予算」について提案理

由のご説明を申し上げます。 

 後期高齢者医療制度等の社会保障制度に関する

動向といたしましては、国の社会保障制度改革推

進会議や社会保障審議会等では、中・長期的に受

益と負担の均衡がとれた持続可能な社会保障制度

の確立を図るため、改革の総合的な検討が行われ

ているところでございます。 

それでは、１７９ページをお開きください。 

 本予算は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ６億５４８万９，０００円と定めるものであ

ります。 

１８１ページをお開きください。 

歳出の主なものといたしましては、総務費２，

３８０万２，０００円、後期高齢者医療広域連合

納付金５億６，６００万４，０００円、後期高齢

者を対象に実施する健康診査事業費としまして

１，４９８万３，０００円を計上いたしました。 

 １８０ページに戻っていただき、歳入の主なも

のといたしましては、後期高齢者医療保険料３億

３，４９７万４，０００円、繰入金２億５，５６

５万６，０００円、諸収入１，４８５万７，００

０円を計上いたしました。 

 続きまして、議案第５６号「平成２７年度西予

市介護保険特別会計予算」について提案理由のご

説明を申し上げます。 

 本予算につきましては、介護等が必要な人の尊

厳を保持し、能力に応じ自立した日常生活を営む

ことができるよう支援し、必要な保険給付を行う

ための事業等に関する予算の計上となっておりま

す。 

 本予算は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ５５億９，７２１万８，０００円と定めるも

のであります。 

１９９ページをお開きください。 

 歳出予算について、その主なものを款別にご説

明いたします。 

総務費では、主に人件費と介護認定等に係る経

費として１億２，４８９万２，０００円を計上し

ております。 

 保険給付費につきましては、主に介護給付、予

防給付、その他細分された各サービス費の支出と

なり５３億５，４１９万３，０００円としており

ます。 

 地域支援事業費では、介護予防を推進するとと

もに、地域における包括的、継続的なマネジメン
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トを市が実施する経費として１億１，１０３万

４，０００円としております。 

 １９８ページに戻りますが、歳入予算の主なも

のは、６５歳以上の方に納付していただく介護保

険料９億４，９５２万２，０００円、国庫支出金

１５億３２４万８，０００円、県支出金の８億５

７４万７，０００円、支払基金交付金で１５億３

３７万７，０００円、繰入金の一般会計繰入金で

８億２，５０３万３，０００円、基金繰入金５４

４万３，０００円、歳出の地域支援事業費の事業

実施に伴う利用者等の諸収入４８１万１，０００

円を予定しております。 

 以上、３議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 二宮産業建設部長。

○二宮産業建設部長 議案第５７号「平成２７年

度西予市農業集落排水事業特別会計予算」につい

て提案理由のご説明を申し上げます。 

 平成２７年度における主な事業といたしまして

は、宇和町、野村町で稼働しております１０カ所

の処理区の維持管理業務及び公債費の元利償還等

であります。 

 それでは、本予算の歳入歳出予算でございます

が、特別会計予算書２５１ページをお開きくださ

い。 

 本予算は、歳入歳出総額を４億５４１万円と定

めるものであります。 

次に、２５３ページをお開きください。 

 歳出では、施設管理費で１億４，４５５万３，

０００円計上しておりますが、これは主に１０カ

所の処理区の維持管理費用に係る委託料及びこれ

に関連する事務費、人件費等に係る経費を計上し

ております。また、今までに建設された施設整備

に対する公債費の元利償還金２億６，０８５万

７，０００円を計上しております。 

２５２ページに戻りますが、歳入につきまして

は、施設使用料９，１８１万円、加入負担金１０

０万円、一般会計繰入金３億１，１５０万円、繰

越金１１０万円を充当いたしております。 

 続きまして、議案第５８号「平成２７年度西予

市公共下水道事業特別会計予算」について提案理

由のご説明を申し上げます。 

 平成２７年度に実施する主な事業につきまして

は、宇和処理区では延長約５，５００メートルの

管路整備工事と管路実施設計委託業務等、野村処

理区では国道、県道改良に伴うマンホール改修、

公共ます設置工事等をそれぞれ予定しておりま

す。 

 それでは、予算書２６９ページをお開きくださ

い。 

 本予算は、歳入歳出総額を８億９，９０４万

９，０００円と定めるものであります。 

次に、２７１ページをお開きください。 

 歳出では、事業費の施設管理費で８，８２７万

４，０００円を計上いたしておりますが、これは

主に野村、宇和両処理区の維持管理費用と下水道

接続奨励金等に係る経費を計上しております。 

次に、施設整備費では４億４，４０７万５，０

００円を計上しております。これは主に宇和、野

村両処理区の施設整備に係る委託料、工事請負費

及びこれに関係する事務費、人件費等に係る経費

を計上しております。また、今までに建設された

施設整備に対する公債費の元利償還金３億６，６

７０万円を計上しております。 

 ２７０ページに戻りますが、歳入につきまして

は、施設使用料７，４６０万円、事業費分担金

１，０３８万円、国庫補助金１億４，５００万

円、一般会計繰入金４億８，４９４万９，０００

円、繰越金２９万５，０００円、諸収入６２万

５，０００円、市債１億８，３２０万円を充当い

たしております。 

 なお、地方債の限度額、起債の方法、利率、償

還の方法を第２表により定めております。 

 以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 平野公営企業部長。

○平野公営企業部長 議案第５９号「平成２７年

度西予市簡易水道事業特別会計予算」について提

案理由のご説明を申し上げます。 

 それでは、特別会計予算書２３１ページをお開

きください。 

 平成２７年度予算の主なものは各施設の維持管

理費及び施設の整備に伴う経費で、歳入歳出の総

額をそれぞれ１億５，２１８万６，０００円と定

めるものであります。 

 その主な内容につきましては、事項別明細にて

ご説明申し上げます。 

２４０ページをお開きください。 

 歳出の主なものとしまして、事業費の総務管理

費におきましては、職員等の人件費と関係する事
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務費を初め、需要費におきましては光熱水費、修

繕料、施設管理委託料など合わせて１億１６４万

４，０００円を計上いたしております。 

 次に、２４２ページの施設整備事業費でありま

すが、工事請負費では施設整備に係る市単独工事

分１，７９５万３，０００円のほか、委託料等を

合わせまして２，２４５万３，０００円を計上い

たしております。 

 次に、２４３ページの公債費は、元利合計して

２，６５８万９，０００円を計上いたしておりま

す。 

 次に、歳入でありますが、２３７ページをお開

きください。 

 主なものといたしましては、給水収入７，２４

８万２，０００円、繰入金として一般会計繰入金

及び基金繰入金により４，３８２万１，０００円

のほか、城川地区六十本村簡易水道整備事業に係

る財源として市債１，６５０万円を予定いたして

おります。 

 続きまして、議案第６０号「平成２７年度西予

市水道事業会計予算」について提案理由のご説明

を申し上げます。 

 西予市の水道事業は、２６年度に４つの上水道

と一部の簡易水道等を経営統合し１つの上水道と

３４の簡易水道、さらには給水人口１００人以下

の給水施設６７、専用水道１つを合わせて１０３

の事業から構成されております。現在、水道施設

は全国的に見ましても拡張から更新へと維持管理

の時代となってきています。本市においても、老

朽化施設の計画的更新、地震対策の推進、多様

化、高度化する水道使用者のニーズへの的確な対

応などさまざまな課題に直面しております。これ

らの課題の解決とライフラインであります本事業

の経営基盤の強化を図り、また安全・安心で快適

な水道水の安定供給のさらなる充実を目指すこと

としております。 

 それでは、公益用会計予算書１ページをお開き

ください。 

 まず、第２条業務の予定量についてご説明いた

します。 

 給水戸数は１万５，２００戸、年間総給水量は

４５５万１，０００立方メートル、１日平均給水

量は１万２，４６８立方メートルを予定しており

ます。 

主要な建設改良事業といたしましては、野村給

水区域における愛宕山配水池更新事業２億６，０

００万円、明浜給水区域における国道３７８号送

水管布設がえ事業２，４６８万円、宇和給水区域

における宇和球場改修に伴う配水管布設がえ事業

１，８３８万２，０００円、三瓶給水区域におけ

る周木配水池残塩計更新事業２９３万円をそれぞ

れ予定しております。 

 次に、第３条収益的収入及び支出についてご説

明いたします。 

 収益的収入におきましては、水道事業収益の総

額を７億４，１４４万７，０００円と定め、営業

活動に基づく給水収益の６億７，１３９万３，０

００円を含む営業収益として６億７，８４０万

円、営業外収益として６，３００万７，０００円

を計上しております。 

 収益的支出におきましては、水道事業費用の総

額を７億７，３５８万８，０００円と定め、主な

ものとしまして営業活動に係る営業費用として７

億１，８７１万３，０００円、地方債償還利息等

の営業外費用として４，９１９万８，０００円を

計上しております。 

 次に、２ページ、第４条資本的収入及び支出に

ついてご説明いたします。 

 資本的収入におきましては、総額を３億６，２

１２万８，０００円と定め、内訳は工事に対する

負担金２，１２１万７，０００円、企業債２億

９，３７０万円、企業債元金償還金及び事業統合

後の建設改良費に対する一般会計補助金４，７２

１万１，０００円を計上しております。 

 支出におきましては、総額を６億７８８万７，

０００円と定め、内訳は建設改良費４億６，５７

０万１，０００円、企業債償還金１億４，０１８

万６，０００円、一般会計からの借入金の償還金

として長期借入金償還金２００万円を計上してお

ります。 

 資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

２億４，５７５万９，０００円を補填する財源に

つきましては、第４条括弧書きのとおりでありま

す。 

 次に、第５条の企業債では、上水道施設整備事

業を目的として２億９，３７０万円の限度額、起

債の方法、利率及び償還の方法を定めておりま

す。 

 第６条では一時借入金の限度額を２億円と定

め、第７条では予定支出の各項の経費の金額の流
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用、第８条では議会の議決を経なければ流用する

ことのできない経費として職員給与費１億３，９

３４万２，０００円を定めるものであります。 

 また、第９条では一般会計から受ける補助金と

して目的と合計金額５，１０８万２，０００円を

定め、第１０条では棚卸資産購入限度額を１，６

４０万円と定めるものであります。 

 続きまして、議案第６１号「平成２７年度西予

市病院事業会計予算」について提案理由のご説明

を申し上げます。 

 それでは、公営企業会計予算書４３ページをお

開きください。 

 まず、第２条業務の予定量についてご説明いた

します。 

 病床数は、平成２６年９月２１日の西予市民病

院の開院により病床数を変更し２６８床となりま

した。年間患者数は入院７万３，５６６人、外来

１０万２，３０３人、１日平均患者数は入院２０

１人、外来４２１人を見込んでおります。 

 また、主な建設改良事業といたしまして、施設

整備事業費３，０３７万８，０００円、医療機器

備品購入費１億３，７６３万４，０００円を計上

いたしております。 

 次に、第３条収益的収入及び支出についてご説

明いたします。 

 収入では病院事業収益の総額を３４億１，４３

６万７，０００円と定め、医業収益３０億９，７

４５万８，０００円、医業外収益３億１，５３８

万９，０００円、特別利益１５２万円を計上いた

しております。 

 これに対しまして支出では、病院事業費用の総

額を３９億７，５１６万円と定め、医業費用３７

億４，９９７万４，０００円、医業外費用１億

５，１５９万５，０００円、特別損失７，３５９

万１，０００円を計上いたしております。 

 次に、第４条の資本的収入及び支出についてご

説明いたします。 

 野村病院の改修工事及び医療機器備品購入費な

どに伴う収入及び支出を見込むもので、収入では

総額１億７，３１０万８，０００円を計上いたし

ております。その内訳といたしましては、負担金

及び交付金８，９１０万８，０００円、企業債

８，４００万円でございます。 

 これに対しまして支出では、総額３億１，５６

５万８，０００円を計上いたしました。その内訳

といたしましては、建設改良費１億７，７５９万

３，０００円、企業債償還金１億３，８０６万

５，０００円を計上いたしております。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足

する額１億４，２５５万円は、過年度分損益勘定

流保資金で補填することといたしております。 

 続きまして、第５条の企業債につきましては、

医療機器購入に伴うものとして８，４００万円の

限度額、起債の方法、利率、償還の方法を定める

ものであります。 

 第６条では、一時借入金の限度額を２億５，０

００万円と定め、第７条では予定支出の各項の経

費の金額を流用することができる場合を記載のと

おりと定めております。 

 続いて、第８条では、議会の議決を経なければ

流用することのできない経費として職員給与費２

２億１，１４５万７，０００円、交際費３３０万

円を定めるものでございます。 

 第９条では、一般会計から病院事業会計へ繰り

入れる補助金として、その目的と合計金額７，０

６４万８，０００円を計上しております。 

 第１０条では、棚卸資産の購入限度額を６億

５，０００万円と定めております。 

 最後に、第１１条では、重要な資産の取得につ

いて定めております。取得する資産の内容は、西

予市民病院及び野村病院で取得する医療画像運用

システムでございます。 

 続きまして、議案第６２号「平成２７年度西予

市野村介護老人保健施設事業会計予算」について

提案理由のご説明を申し上げます。 

 介護老人保健施設つくし苑の事業につきまして

は、老人の心身の状況に応じた適切な介護及び機

能訓練、必要な医療等を提供し、日常生活の自立

と家庭復帰を支援し、地域に親しまれ信頼される

施設を目指してサービスの提供に引き続き努めて

まいりたいと考えております。 

それでは、１２５ページをお開きください。 

 まず、第２条の業務の予定量についてご説明い

たします。 

入所定員は８０人、１日当たりの通所者定員は

２５人、年間の療養者数は３万５，０５８人と見

込んでおります。 

 次に、第３条の収益的収入及び支出についてご

説明いたします。 

収入では、施設事業収益の総額を４億５，２４
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８万４，０００円と定め、施設運営事業収益とし

て４億３，２４１万４，０００円、施設運営事業

外収益として２，００７万円を計上いたしており

ます。 

 これに対しまして支出では、施設事業費用の総

額を５億２３２万４，０００円と定め、施設運営

事業費用４億７，５８４万４，０００円、施設運

営事業外費用１，３０３万３，０００円、特別損

失１，３４４万７，０００円を計上いたしており

ます。 

 次に、第４条の資本的収入及び支出でございま

すが、資本的収入を５，４１３万６，０００円、

支出を７，５０５万７，０００円計上いたしてお

ります。その主なものは、施設整備事業費３，５

８１万８，０００円でございます。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不

足する額２，０９２万１，０００円につきまして

は、第４条括弧書きのとおりでございます。 

 次に、第５条では一時借入金の限度額を５，０

００万円と定め、第６条では予定支出の各項の経

費の金額の流用、第７条では議会の議決を経なけ

れば流用することのできない経費として職員給与

費３億９，１００万９，０００円、交際費３万円

と定めるものであります。 

 また、第８条では一般会計から受ける補助金と

して、その目的と合計金額３，７４２万７，００

０円を定め、第９条では棚卸資産購入限度額を５

００万円と定めるものでございます。 

 以上、４議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。

以上をもって本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

３月４日は午前９時より代表質問を行います。 

本日はこれにて散会いたします。 

  散会 午後２時０６分 

31



  平成２７年第１回西予市議会定例会会議録（第２号） 

１．招 集 年 月 日 平成２７年３月４日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開   議 平成２７年３月４日 

 午前 ９時００分 

１．散   会 平成２７年３月４日 

午前１０時５８分 

１．出 席 議 員 

  １番  源   正 樹 

  ２番  井 関 陽 一 

  ３番  菊 池 純 一 

 ４番  田 中 徳 博 

  ５番  中 村 敬 治 

  ６番  二 宮 一 朗 

  ７番  兵 頭   学 

  ８番  小 野 正 昭 

  ９番  松 山   清 

  １０番  宇都宮 明 宏 

  １２番  元 親 孝 志 

  １３番  沖 野 健 三 

  １４番  森 川 一 義 

  １５番  藤 井 朝 廣 

  １６番  浅 野 忠 昭 

  １７番  岡 山 清 秋 

  １８番  酒 井 宇之吉 

  １９番  兵 頭   勇 

  ２０番  山 本 昭 義 

  ２１番  梅 川 光 俊 

１．欠 席 議 員 

  １１番  松 島 義 幸 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

  市   長  三 好 幹 二 

  副  市  長  九 鬼 則 夫 

  教  育  長  宇都宮 又 重 

  公営企業部長  平 野 松 市 

  会 計 管 理 者 奥 野 柳之介 

  総 務 部 長 宗   正 弘 

  企画財務部長 大 平 利 幸 

  産業建設部長  二 宮 紀 夫 

  生活福祉部長  横 山 博 文 

  教 育 部 長  増 田 敬 介 

  明 浜 支 所 長  宇都宮 松 夫 

  野 村 支 所 長  松 川 伸 二 

  城 川 支 所 長  田 村   剛 

  三 瓶 支 所 長  西園寺 良 徳 

  消防本部消防長  菊 池   直 

  総 務 課 長  道 山 升 文 

  財 政 課 長  山 岡 薫 彦 

  監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

  事 務 局 長  井 関 通 夫 

  議 事 係 長  佐 藤 陽一郎 

１．議  事  日  程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 

32



  議  事  日  程 

１ 代表質問 

33



本日の会議に付した事件 
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  開議 午前９時００分 

○議長 おはようございます。

本日は代表質問に傍聴、まことにありがとうご

ざいます。 

 ただいまの出席議員は２０名であります。これ

より本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ

ります。 

  （日程１） 

○議長 日程第１、代表質問を行います。

質問者は、通告内容及び申し合わせに従い発言

してください。 

それでは、通告順に発言を許可いたします。 

まず、清風会、浅野忠昭君。 

１６番浅野忠昭君。 

○１６番浅野忠昭君 皆さんおはようございま

す。ただいま議長から発言の許可をいただきまし

たので、会派、清風会を代表いたしまして政策の

達成度と今後の展開について、地方創生につい

て、西予市の財政計画についての大きくは３点に

ついて質問をさせていただきます。 

 初めに、三好市政のこれまでの政策の達成度と

今後の展開についてお伺いをいたします。 

 西予市は、合併後１０年が経過し、まちづくり

が今後どのような方向へ展開していくのか。舞台

は第２ステージに移りました。市長は、合併早々

矢継ぎ早に、バイオマスタウン構想、スポーツ立

市構想、田園ロマンの里構想、古代ロマンの里構

想、卯之町中町重要伝統的建造物群の選定、おイ

ネさん顕彰事業、さらには四国西予ジオパークの

認定などさまざまな地域活性化の政策に取り組

み、その基礎を整備してこられました。これら一

連の取り組みに対して、市長の熱い思いと不断の

ご努力に深く敬意を表したいと思います。 

 しかし、一方では、事業が多岐に及ぶため、そ

れぞれの事業の関連性や事業の進捗度合い、そし

て最終的な目標がどのような形になるのか市民に

は理解しがたい点も否めないと思います。 

 改めてこの１０年を振り返って、以下の４事業

について現時点での事業の達成度と今後の展開に

ついてお伺いをいたします。 

 初めに、四国西予ジオパークについてお伺いを

いたします。 

 四国西予ジオパークが認定されて、ことしで２

年を経過することになります。昨年は全国で日本

ジオパークの新たな認定が３件ありました。他の

ジオパークとは一味も二味も違った取り組みや活

用をしていかないと、事業の新たな展開につなが

らないばかりか、一過性のものとなってしまう危

険性もあります。そのためには、新たな可能性や

民活などの調査研究を確かなものにしていくこと

はもちろんのこと、愛媛県との連携や産官学との

協働は必要不可欠であると思われます。 

 特に愛媛県では、愛媛マルゴト自転車道の政策

を推進していくことを表明されております。それ

と連動したジオサイクリングをさらに発展させ

て、ジオパーク周遊サイクリングコースの設置な

どは積極的に推進すべきだと考えます。市として

最終目標を世界ジオパークの認定を目指されてい

るのか、４年ごとに行われる再審査に合格すれば

いいというレベルなのか、それとも新たな取り組

みを何か計画されているのか、今後の青写真をど

のように描いておられるのかお伺いをいたしま

す。 

 次に、バイオマスタウン構想についてお伺いを

いたします。 

 バイオマスタウン構想は、昨今話題を呼んでい

る里山資本主義と相通じるところがあるのではな

いかと思います。バイオマスタウン構想とは、単

にバイオマスを活用したまちづくりという狭義な

解釈ではなく、地域にある資源を有効活用しなが

ら、人と環境に優しい持続可能なまちづくり、す

なわち循環型社会づくりを目指すというのが正し

い解釈ではないかと思います。 

 西予市のような森林資源の豊富な地域であれ

ば、従来の化石燃料に依存するのではなく、地球

温暖化対策も視野に入れてエネルギーの自給自足

を最終目標としながら、持続可能な社会の構築を

追求していくことがバイオマスタウン構想だと思

っています。西予市は、いち早くこれを手がけて

こられました。市庁舎１階の冷房にバイオマスペ

レットを使用したり、さらに冬場はペレットスト

ーブを設置されています。市内の小・中学校には

ペレットストーブを配布して、ペレットストーブ

の普及に努められています。最近では、宇和町の

温浴施設游の里のボイラーの燃料にもバイオマス

ペレットが使用されています。 

 このように一連のバイオマスタウン構想を展開

されていますが、これ以降の広がりが実感できま

せん。城川町にあるバイオマスペレット工場は、
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所期の目標以上の生産、販売はできているのでし

ょうか。ペレットストーブの普及促進は維持され

ているのでしょうか。バイオマスタウン構想は、

さきに述べたように、バイオマスペレットのみを

利活用するのではなく、循環型社会をどのように

構築するかが最終的な目標だと思います。今後ど

のような展開を計画されているのかお伺いをいた

します。 

 次に、古代ロマンの里構想と田園ロマンの里構

想についてお伺いをいたします。 

 古代ロマンの里構想については、笠置峠古墳の

石棺の覆工や復元について進めてこられました。

古墳は笠置峠古墳だけでなく、ほかに小森古墳な

どもあります。今後整備を進めていく中で、これ

らの位置づけとこれらロマンの里構想の完成予想

図はどのようにイメージされているのか、またこ

れらを実行するための基金が積み立てられていま

すが、基金の運用計画はどのように考えられてい

るのかお伺いをいたします。 

 最後に、日本発の女医、楠本イネについてお伺

いいたします。 

 楠本イネについては、シーボルトの娘というこ

とで、西予市民にとっては大変親しみのある存在

であると思われますが、それが日本全体に視野を

広めてみますとまだまだ知名度が低く、その存在

について明らかにされている事業が少ないのでは

ないかと思います。また、国内で楠本イネについ

て西予市よりも深く研究したり、顕彰したりして

いるところも聞いたことがないように思われま

す。これらの事情も知ってか、西予市が唯一、楠

本イネの顕彰事業に取り組んでこられました。 

 現役の女医、あるいは将来女医を志す女子学生

を対象に、全国から論文を募集して表彰事業を行

ってこられました。また、これに呼応するような

形で、坊っちゃん劇場では幕末ガールのミュージ

カルがロングランで公演をされ、楠本イネの知名

度と西予市とのかかわりを広く知らしめることと

なりました。 

 昨年の秋には、ドイツのヴュルツブルクから訪

問団もあって、一連の事業は順調かに思えます

が、課題も多いと思います。３年前に市議会でヴ

ュルツブルクを訪問した折に副市長から、以前交

流のあった西予市とも今は交流が少ないが、もっ

と活発に交流してはどうかとお誘いを受けまし

た。予算的なこともあるので軽々に論じることは

できませんが、市長は、楠本イネの知名度からし

て、今後どれだけの展開が期待できると捉えられ

ておられるのか、また楠本イネとのかかわりをさ

らに深めていくためには、シーボルト生誕の地で

あるヴュルツブルク市との姉妹都市の関係や定期

的な交流に発展させていく考えは今後あるのかお

伺いをいたします。 

 大きな２点目として、地方創生について質問い

たします。 

 地方創生の目的とは、我が国における急速な少

子・高齢化の進展に的確に対応し、人口の減少に

歯どめをかけるとともに、東京圏への人口の過度

の集中を是正することであります。将来にわたっ

て活力ある日本社会を維持していくためには、そ

れぞれの地域が住みよい環境を確保して、国民一

人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊かな生活

を安心して営むことができる地域社会を形成しな

ければなりません。そのためには、地域における

魅力ある多様な就業の機会の創出を一体的に推進

していくことが必要であります。地方における、

まち・ひと・しごとの創生だと思います。 

 しかし、地方創生とはそう簡単な話ではないこ

とは言うまでもありません。一朝一夕に名案があ

るわけではありません。冷え切った地方を再生す

ることは容易なことではないことは、今さら申し

上げるまでもありません。特に、国は今まで地方

に対して何もしてこなかったわけではありませ

ん。むしろ、十分過ぎるぐらい地方にお金を投資

してきました。結果は、日本創成会議が報告した

ように、２０４０年、地方自治体の８９６の市町

村が消滅、または消滅の可能性があるという結果

であります。 

 都市と地方に大きな格差が出始めたのは１９６

０年代であります。時の政府は問題を重く受けと

め、当時の建設省が全国総合開発計画を１９６２

年に１０カ年の時限立法で法制化しました。目的

は国土の均衡ある発展でした。また同年、当時の

自治省は、全国８００近い自治体を過疎地域に指

定して過疎地域対策緊急措置法を、これも１０カ

年の時限立法で法制化しました。それぞれの法律

は、１０年が経過すれば、名称を変更して今日ま

で延々と継続してきました。特に過疎法は、過疎

地域自立促進特別措置法として平成３２年まで５

年間延長されることが既に決まりました。１９７

０年から今日までの４５年間で、過疎地域に交付
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された対策費は約９３兆円に上ると言われていま

す。年間２兆円が過疎地域に過疎対策として４５

年間交付されたことになります。 

 これらのことから鑑みれば、これから先、仮に

年間二、三兆円の地方創生交付金が交付されたと

しても、過去の反省に立てば、大した効果も期待

できないことも容易に想像されます。地方創生に

対する西予市の対応については、さきの一般質問

の中で、まず現在策定中の第２次総合整備計画の

中の子ども・子育て支援の内容を網羅しながら、

国から求められたときには迅速に対応していきた

いとの答弁をされておりますが、さきの安倍総理

の施政方針演説の中で、従来の取り組みの延長線

上にはない、次元の異なる大胆な政策を中・長期

的な観点から確かな結果が出るまで断固として力

強く実行すると断言されています。次元の異なる

大胆な政策が数カ月で立てることは果たして可能

なのかどうか疑問に感じます。 

 既に、今年度の事業予算も決まりました。国

は、地方からアイデアを上げてきてほしい、それ

に対して必要であれば補助金をつけます、人材が

必要であれば人を送りますと一方で言いながら、

結果は従来のように国主導で予算が配分され、期

限内に予算を消化することを優先されるのではな

いでしょうか。今までの手法とこれらの手法で何

がどう違うと考えておられるのかお伺いをいたし

ます。 

 また、国から求められたときには迅速に対応し

たいということでありましたが、第２次総合計画

の策定計画には、地方創生は意識になかったと思

います。今後、これらのことをどのように位置づ

けて反映していこうと考えておられるのかお伺い

をいたします。 

 次に、地方創生に期待することは、冒頭で申し

上げたように、地域における魅力ある多様な就業

の機会の創出であります。既に優先して産業を興

す、あるいは稼ぐ力をつけることであると思いま

す。東京周辺の実態を視察、研修して気づいたこ

とは、行政サービスは西予市と都会の実態と比較

してもほとんど遜色はないが、むしろ西予市のほ

うがサービスが充実していると感じるぐらいであ

ります。何が違うかと言えば、民間活力、すなわ

ち産業力の圧倒的な差であります。西予市にも過

去においては豊かな産業がありました。しかし、

都市が高度経済成長へと進む中で、地方はそれに

反比例して衰退の一途をたどってきました。理由

はどこにあったのか定かではありませんが、関係

省庁あるいはＪＡあたりは大いに反省をするべき

であると言わざるを得ません。少子化対策も高齢

者福祉対策も、全ては安定した働く場所と安定し

た収入あって初めて実現可能だと思います。遅き

に失した面もありますが、地域再生の最後のチャ

ンスではないかと思いますが、産業振興について

理事者の所見をお伺いをいたします。 

 最後に、安倍総理は、さきの衆参両院の本会議

の首相施政方針演説において、地方創生は地方に

こそチャンスと言われました。地域ならではの資

源を生かして、ふるさと名物の高品化、販路開拓

にも応援していきます。地方の仕事づくりを進め

ますとも言われました。このふるさと名物とは、

ただ単に物産品だけでなく、地域の人々による英

知、また先祖から受け継ぎながら守り通した伝統

及び自然豊かな景観が含まれるのではないかと思

います。 

 近年の外国人旅行者は、以前のような名所旧跡

目的の観光のみならず、日本の自然の営みやあり

のままの日本を見聞したり体験をしたりする外国

人観光者が多くなってきていると言われておりま

す。当市においては、四国西予ジオパークは全国

に誇れる自然の恵みであると思います。その自然

が織りなす四季折々の豊かな景観、また先祖代々

長く守り継がれた文化遺産等、多くの特色ある自

然や人的財産が市内には数多くあります。 

 私は、時流に乗りおくれることなく、この貴重

な西予市の宝を持ち腐れになることのないよう、

官民一体となって地方創生の一つとして利用して

いかなければならないと強く感じますが、市長の

考えをお伺いをいたします。 

 大きな３点目として、西予市の財政についてお

伺いをいたします。 

 西予市の当初予算額は約２８３億円でありま

す。特別会計、公営企業会計を合わせると約４９

０億円になります。４９０億円もあれば相当のこ

とができても不思議ではない、市民であればそう

考えてもおかしくはないと思います。しかし、現

実にはなかなか自由にならないのも、議員として

経験済みであります。なぜならば、４００億円の

収入があっても、大半のお金は先に使い道が決ま

っています。そこで、改めてお聞きしたいと思い

ますが、一般会計２８３億円の中で西予市が本当
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に自由に使えるお金とは一体どのくらいあるとお

考えでしょうか。基金も踏まえた上でお答えいた

だきたいと思います。 

次に、財政規律についてお伺いをいたします。 

 西予市は、合併をして１０年が経過いたしまし

た。国は、市町村合併を加速させるために、あめ

とむちをうまく使い分けたと思っています。合併

を受け入れた自治体には、１０年間は合併前のそ

れぞれの町に交付されていた地方交付税の総額を

保障する。そして、１０年後に改めて一つの町と

して交付税の算定がえを行い、交付税を段階的に

減額するという約束で合併をいたしました。当

然、合併後１１年度から新しい基準財政需要額に

従って交付税額は減額されることになります。市

の試算によれば、５年間で約２７億円減額になる

と昨年の暮れに説明を受けました。そのときのた

めの準備と覚悟を決めておられたと思います。し

かし、信じられない話ですが、せっかく地方自治

体が覚悟を決めていたにもかかわらず、国のほう

から予定した減額のうち７割は交付税で国が負担

するということが決定されました。西予市の場合

であれば、想定していた２７億円のうち７割、す

なわち１９億円を国が負担することに決まりまし

た。しかし、政府の債務残高は既に１，０００兆

円を超えています。緊縮財政をやるやると言いな

がら、結局はやらないということになれば、オオ

カミ少年になってくるのではないでしょうか。職

員の意識の中にも、最後は国が何とかしてくれる

というモラルハザードを起こし始めるのではない

かと心配されます。 

政府は２０２０年に基礎的財政収支、すなわち

プライマリーバランスを黒字化すると言っていま

す。２０２０年にプライマリーバランスを黒字化

するためには、その時点で１２兆円歳入不足にな

るとも言われています。どの予算をカットするか

はこれからでありますが、候補に上がっているの

は、地方交付税を５兆円カットしたいというのが

本音のようであります。さきの小泉政権下では、

プライマリーバランスの黒字化を２０１０年度目

標としていました。それが達成できず、民主党政

権にかわって目標を２０１５年度に延長しまし

た。それもできず、再度、安倍政権下ではこれを

２０２０年度としました。これが達成できなけれ

ば、本当にオオカミ少年になって、それこそギリ

シャの二の舞になってしまうのではないでしょう

か。 

 市は、一度は交付税の減額を覚悟したわけであ

りますから、７割の減額措置はなかったと思え

ば、その分を新たな投資に向けることができるの

ではないかと思います。財政規律を行政はどのよ

うに考えておられるのか。また、覚悟を決めてい

た１９億円が不要になったわけでありますから、

これも含めて地方創生事業費としてはどうかと思

いますが、理事者の所見をお伺いいたしまして、

会派代表質問を終わります。 

○議長 三好市長。

○三好市長 皆さんどうもおはようございます。

また、きょうは早朝より傍聴いただきました市

民の皆様に心から感謝を申し上げたいと思いま

す。 

 本定例会では、２会派から代表質問と３名の議

員から一般質問をお受けすることになります。市

政の政策の骨子となる質問につきましては、まず

私が回答をさせていただくこととし、専門的な分

野につきましては、担当部長等が回答させていた

だきますので、ご理解のほどよろしくお願いを申

し上げます。 

 通告を受けている質問、本当に多岐にわたって

おりますが、時宜を得た事項ばかりでございま

す。真摯に回答させていただき、実行できるもの

は早期に対応していきたいと、このように考えて

おります。市民のためによい議論の場となること

を心から願っております。 

 それではまず、清風会の代表質問であります浅

野議員からのご質問についてお答えをさせていた

だきたいと思います。 

 まず、第１点目の四国西予ジオパークについて

のことでございますけれども、浅野議員を初め清

風会の皆様には、ジオパークのご理解とご協力を

いただいておりましてまことにありがとうござい

ます。このように議会においてもたびたびご質問

をいただくことは、その期待の高さであると、こ

のように認識しておるところでございます。 

 さて、ご指摘のとおり、ジオパークを一過性に

しないためにも産官学民を総動員してジオパーク

を盛り上げ、推進していかなければなりません。

ご承知のとおり、当地はもともと観光地を志向し

た町を全体的に整備してきたわけではございませ

ん。このような取り組みはまだまだ始まったばか

りです。これまでの反省を踏まえ、戦略的に、計
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画的に、また着実にジオパークを発展させていく

ためには、四国西予ジオパークの推進計画を作成

いたしました。これもまだ初期段階のインフラ整

備やソフト面での立ち上げが主なものでございま

して、中にはご指摘に関連するジオサイクリン

グ、ノルディックウオークなどのイベントについ

て開催していることとしておりますけれども、愛

媛マルゴト自転車道との歩調を合わせ進めていき

たいと考えておる次第でございます。 

 特に、愛媛大学とは連携を強化することを見据

えまして、愛媛大学ＣＯＣの南予地域担当の坂本

教授を西予市へ招聘し、既に居住を構えていただ

いておりまして、坂本教授のご理解をいただきな

がらさまざまなことを展開していきたいと、この

ように考えております。 

 その最初として、現在観光案内アプリの開発を

考えております。これは平成２６年度の補正予算

で計上しておりましたけれども、調達事業者との

交渉が成立しなかったため、残念ながら今年度は

取り組みができておりません。しかしながら、今

後は愛媛大学の大学院の工学研究科との連携によ

りましてアプリ開発を実施することを相談させて

いただいておるところでございます。 

 事業がスタートしてもう２年かもしれませんけ

ども、まだ２年、まだまだでございますけれど

も、すぐに成果を皆さん求められるというお気持

ちはわからないではありません。これは先般取り

まとめたジオパーク推進計画に基づきまして、既

に計画はちょっと遅延しておるところでございま

すけれども、工程の見直しを行いながら粛々と進

めさせていただきたいと考えております。 

 最後に、今後何を目指すかという話でございま

すけれども、まずは４年に１度審査がございま

す。その今、もはや２年目になっておるわけでご

ざいまして、再認定がなければ元も子もありませ

んので、このためにもこの再認定をにらみながら

ジオパークを発展させていくよう進めてまいりた

いと思っております。 

 また、世界ジオパークを直ちに目指すという段

階でありませんけども、その夢は持っている必要

はあろうかと考えております。夢なき者に理想な

し、理想なき者に計画なし、計画なき者に実行な

し、実行なき者に成功なし、ゆえに夢なき者に成

功なし、これは今テレビにも出ております幕末の

思想家吉田松陰の言葉でございまして、これを残

しておりますけれども、成功者の心構えを端的に

あらわした名言だとされております。私どももこ

のような夢を持ちながら、種をまき、その芽を出

していきたいと考えているところでございます。

地方創生と絡めまして、外国人集客についてすぐ

に実現し、成功することは無理でございますが、

具体的に検討を進めてまいりたいと考えておると

ころでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 二宮産業建設部長。

○二宮産業建設部長 それでは、浅野議員お尋ね

のバイオマスタウン構想の関係につきまして、私

のほうから答弁をさせていただきます。 

 西予市は、臨海部から山間部までの変化に富ん

だ自然資源を生かし、農林水産業が営まれており

ます。多種多様なバイオマス資源がたくさんござ

います。その資源の効率的な利活用を図るととも

に、循環型社会の形成の推進、地球温暖化防止対

策による自然環境保全、農林水産業を中心とした

地域活性化を図るため、西予市バイオマスタウン

構想を平成２１年度に定めております。 

 バイオマスタウン構想の展開につきましては、

林業の活性化や、二酸化炭素削減に貢献すること

を目的として、木質ペレット製造施設を建設し平

成２３年４月から稼働しております。 

 一般家庭で使用された食用油の活用につきまし

ては、平成２５年度から市内各公民館などで回収

を開始し、業者に売却しバイオ燃料化を進めてお

ります。また、その燃料を宇和清掃センターの作

業車両に活用しているところでもございます。 

 次に、家畜排せつ物の有効利用を図るためのバ

イオマス発電施設につきましては、平成２３年１

０月に東宇和農業協同組合が主体となり畜産バイ

オマスエネルギー活用研究会が設立され、愛媛

県、西予市、愛媛大学等の関係機関が参加して現

在進めております。設置場所を大野ケ原として、

設置費用、売電等の費用対効果、対象補助事業等

について調査研究が進められているところでござ

います。 

 ご質問をいただきました目標に対する木質ペレ

ット製造施設の平成２３年度からの生産販売実績

につきましては、当初計画しておりました目標値

を超える実績となっております。主な販売先につ

きましては、温浴施設游の里や農業用ハウスで稼

働しておりますペレットボイラーに加え、市役所

39



庁舎１階で稼働中の空調用ボイラー及び西予市民

病院に導入された給湯用ボイラー、市内５カ所の

小学校、市役所本庁や城川支所、一般家庭に導入

されたペレットストーブ等にも提供をしておりま

す。これら提供先への前年度の販売実績といたし

ましては、当初計画しておりました木質ペレット

年間計画販売量３２２トンに対し、実績が３７３

トンございました。今後さらなる販売実績を伸ば

していくためには、新規の販路開拓や安定した素

材供給体制の確立に向けた取り組みが必要だと考

えております。 

 次に、ペレットストーブの普及促進につきまし

ては、愛媛県森林環境税の補助事業を活用し、公

共施設及び一般家庭への設置支援を実施しており

ます。平成２３年から現在までに補助事業で市内

に設置、導入されたペレットストーブは、学校教

育施設に５台、市役所本庁舎に１台、城川支所庁

舎に１台、一般家庭に３３台、４年間の合計で４

０台の普及となっております。森林環境税を活用

したこの補助事業は、来年度以降も継続して実施

される予定でありまして、西予市におきまして

も、既に来年度の要望申請を提出しております。

今後も継続して普及促進に努める予定としており

ます。 

 最後に、バイオマスタウン構想の今後の展開で

すが、バイオマス資源を有効活用しながら循環型

社会の形成推進を図るためには、市民及び事業者

の皆様、市が協力し積極的に行動することが重要

であると考えております。市といたしましては、

現在行っているバイオマス資源の有効活用を推進

するとともに、エネルギー意識の啓発、情報発信

等を行いながら、バイオマスの利活用の促進事業

について支援を実施していきたいと考えておりま

す。 

 ２０１１年総務省の報告によりますと、バイオ

マス関連施設の約７割が赤字となっており、大変

厳しい状況にあることが指摘もされております。

さきにも述べさせていただきましたとおり、当地

区にはさまざまな利用可能な資源が賦存しており

ます。しかし、それらを継続して利活用するため

には十分な調査研究が必要と考えます。今後は、

市内だけでの取り組みにこだわらず、周辺市町と

の連携も模索しながら、広域的なバイオマス事業

の推進を進めていくことも今後の課題だと考えて

おります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 増田教育部長。

○増田教育部長 それでは、ご質問の中で教育部

からは、古代ロマンの里構想とその基金の運用計

画についてお答えをさせていただきます。 

 古代ロマンの里構想は、宇和盆地を中心に展開

する各時代の遺跡を中心とする貴重な文化遺産、

それから西予市の豊かな自然と歴史などをまちづ

くりに生かそうと作成されたものでございます。

老若男女、誰もが生の歴史遺産に触れ、文化や自

然に接し、安らぎや憩いの空間を得ることができ

る場を創出しようとするものでございます。 

 この構想は、遺跡単体を調査、整備する点にと

どまらず、遺跡の周辺を里山化し、こうした快適

な環境に遺跡を置き、遺跡と遺跡をつなぐ道を含

めて整備することで、より広範な面として地域づ

くり、里づくりをしていこうとするものでござい

ます。 

 平成１６年度に古代ロマンの里整備活用基本計

画書を作成し、これに基づき遺跡の整備等を進め

てまいりました。ロマンの里構想については継続

的に取り組む必要がありますが、計画では、１つ

目に、遺跡のネットワーク化と周遊コースの設定

が上げられます。これは、これまでに発掘調査さ

れた遺跡に説明表示看板や標柱を設置したほか、

マップの作成、遺跡めぐりイベントの実施などに

取り組んでいます。今後は、古墳と古墳を視覚で

捉えるような間伐などの実施、遺跡周遊のための

自転車の貸し出し、レンタサイクルの設置などが

上げられます。 

 ２つ目は、遺跡の調査と整備活用でございま

す。これまでに笠置峠古墳の整備を行い、駅から

ウオークや葺石体験事業など、古墳を活用した事

業にも取り組んでまいりました。今後は、ナルタ

キ古墳群の整備活用や、周辺の里山づくりが必要

です。 

 また、ご指摘の小森古墳については、愛媛大学

考古学研究室の協力を得て、墳丘測量調査や地中

レーダー探査を実施しています。将来的には発掘

調査が必要ですが、現時点では１つ目で申し上げ

ました眺望の確保などに努めてまいりたいと考え

ます。そのほか、岩木赤坂古墳においては、植栽

で遺跡の保護を図る計画も検討いたしておりま

す。 

３つ目として、施設の配置を当面の基幹的な整
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備計画として掲げ、今後の課題としております。

出土遺物等を展示し遺跡全体の内容を理解する拠

点、体験学習や遺跡ボランティア団体の活動など

古代ロマンの里諸活動の拠点となる考古館、そう

いった設置が必要であり、笠置峠古墳を利用した

活用事業の参加者アンケートなどでも展示施設の

設置を望む声が寄せられております。こういった

施設については、既存施設の転用なども視野に入

れた整備計画を進めることも検討する必要があろ

うと考えております。 

 基金については、古代ロマンの里構想基金条例

の目的にあるとおり、文化遺産及び自然遺産を生

かしたまちづくりを推進するため、先ほど申し上

げました、これら残された課題に対し活用してま

いりたいと考えております。 

 古代ロマンの里構想の完成予想図でございます

が、重機を使った人工的にコンクリートで固める

ものではなく、住民、大学、行政がおのおのの特

性を生かし協働で事に当たる三位一体体制で、地

域の特性を生かし、伝統文化や農村文化の継承を

図るとともに、その復元や復興を活動目標として

安らぎや憩いの空間を得ることができる場を創出

しようというものでございます。 

以上、答弁といたします。 

○議長 横山生活福祉部長。

○横山生活福祉部長 それでは、私のほうから田

園ロマンの里づくり構想とその基金の運用計画に

ついてお答えをいたします。 

 平成１８年に野生のコウノトリが西予市の宇和

盆地に飛来したことで、田園ロマンの里づくり構

想のきっかけになっております。平成２１年にツ

ルと人の共生創造委員会の答申に基づき、鶴やコ

ウノトリが飛来する地域の代表者の方及び関係部

課により、田園ロマンの里づくり推進委員会を設

立いたしました。活動としましては、生物多様性

の指標となる鶴やコウノトリと共生できる生活環

境づくりを目指し、研修会、情報交換会に加え、

鶴が越冬する地域や、コウノトリの野生復帰に取

り組む兵庫県豊岡市等への先進地視察を行ってお

ります。また、市内関係団体においても、市補助

金、「三浦保」愛基金等を活用し、独自に餌場を

整備、啓発看板整備などを行っており、活動の輪

が広がってきております。 

 今年度は、合併１０周年記念事業の一つとし

て、コウノトリの野生復帰を進め順調な野外繁殖

が続いております豊岡市の中貝市長を講師に招い

てせいよ環境フォーラムを開催し、約２５０名の

市民が集いました。講演では、環境という資源を

生かして経済を発展させるという環境経済戦略に

ついて説明があり、コウノトリの野生復帰の取り

組みがさまざまな分野に波及効果をもたらすこと

などについて講演をいただきました。 

 本市のように鶴とコウノトリが飛来する地域

は、全国的にもまれな地域であります。今後も鶴

が秋から冬にかけ、わらぐろのある宇和盆地で越

冬する光景が毎年見られ、コウノトリが一年を通

して西予市の大空を自由に舞い、子供たちが下校

する横の田んぼで採餌する光景が見られる西予

市、そのような田園風景のロマンを求め、関係団

体や関係機関、また関係部課と連携の上、鶴やコ

ウノトリが少しでも長く滞在できる環境づくり、

また人と共生できる持続可能な社会づくりを目指

していくところであります。 

 次に、田園ロマンの里づくり基金の運用につい

てでございますが、同基金は、西予市に飛来する

鶴やコウノトリと人が共生できる豊かな生態系を

持続し得る農村空間を創造し、地域住民と関係機

関が連携して里づくりを推進する経費の財源であ

ります。平成２６年度は、県の中山間総合整備事

業に伴う生態系保全施設事業を活用し、鶴やコウ

ノトリが長期滞在するため、小野田地区の三蔵宮

池、山田地区の山田大池の整備事業費の市負担分

について繰り入れております。また、市の田園ロ

マンの里づくり推進事業において、推進事業に関

係する地元団体へ活動補助金を交付しておりま

す。今後も、鶴やコウノトリの里づくりを推進し

ていく活動に計画的に活用してまいりたいと思い

ます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 大平企画財務部長。

○大平企画財務部長 楠本イネに係る事業につい

てお尋ねがございました。 

 これらの事業につきましては、歴史的に埋もれ

た人物である楠本イネを顕彰するとともに、西予

市から情報を発信することによりまして、地域活

性化を目的といたしまして事業の展開を図ってま

いりました。 

 おイネの知名度につきましては、例えば先哲記

念館で紹介されています西予市にゆかりのある歴

史的人物２０名につきましてインターネットで検
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索しましたところの数を申し上げてみたいと思い

ますが、楠本イネが第１位でございまして１万

７，４００件、続いて二宮敬作が１万１，２００

件、その次に３位として、いきなり急に１万を割

ってしまいますが、細田義勝２，２６０件と、以

下２，０００を割ったような数字でなってござい

まして、楠本イネは比較的上位に取り上げられて

おり、知名度も上がってきておるように思えると

ころでございます。 

 また、一昨年度にありました、ご指摘もありま

したけれども、坊っちゃん劇場におけるイネのミ

ュージカル上演を口火に、その後、黒沢明世氏に

よる「幕末ガール～ドクトルおイネ物語～」が連

載されたり、最近では、あおきてつお氏による卯

之町を舞台とした歴史法医学ミステリー漫画、

「こんぺいとう～おいね診療譚～」なども好評だ

と聞いております。市民の皆さんもぜひご一読い

ただければ幸いでございます。 

 あわせて、イネゆかりの地である岡山県では、

来春、山陽放送の主催によるイネの生涯をテーマ

にしたシンポジウムが開催されることとなってお

りまして、長崎と西予市もパネリストとして参加

することとなっております。このような波及効果

で、イネの知名度が少しずつ上がっていくことを

期待しているところでございます。歴史的にも無

名であった人物を掘り起こし、これを有名にする

といったことは、非常に大変労力の要ることでご

ざいまして、さまざまな活動を通じ、まず市民か

ら、そして県内、全国へと着実に成果を上げてい

く必要があると考えているところでございます。 

 現在実施していますイネ発信の核となるべきお

イネ賞事業も、もっとよいご提案がございました

らこれを検討させていただきたいと、このように

考えているところでございます。 

 また、ヴュルツブルクの交流強化についてお尋

ねがございましたけれども、確かに財政状況は決

してよくございません。引き続きシーボルトとイ

ネを縁に交流を続けまして、シーボルト関係の特

化した記念の年には市民訪問団を派遣するなどを

視野に検討を進めまして、熱心に交流していただ

ける方々がふえていきますように努力していきた

いと、このように考えておりますので、ご協力、

応援の方よろしくお願いしたいと考えておりま

す。 

続きまして、地方創生の事業に関しましてお尋

ねがございました。 

 ご指摘のとおり、国はこれまで途方もないお金

を地方に供給し、その発展を促してきたところで

ございます。確かに、省庁縦割りのもと、全国一

律サービスを展開するために地方行政について細

かな指導と、ひもつけ予算とされる補助金のメニ

ューを多数用意してきたということは、周知の事

実でございます。ただ、これは私の見解かもしれ

ませんけれども、いろいろな方、省庁の方々と話

をして、皆口をそろえて言われることでございま

すけれども、はっきり言えば国は地方のことを考

え、あれこれメニューを用意してきた。結局は地

方の個別の事情は正直よくわからないままやって

きていると、やはり地方がみずから考え、行動し

てもらわなければいけなかったと、今回は知恵比

べであると、頑張る地方がやる気を出してもらわ

ないといけないと、このように口をそろえて言っ

ているというふうに私としては認識しておりま

す。 

 地方へは、一時は箸の上げ下げとやゆされるほ

ど、国からあれやこれやというような話がありま

したけれども、霞ヶ関から来ている私としては、

こういった省庁の方々の、これ幹部の連中ですけ

れども、方々の話は納得するところでございま

す。今回も同様の指摘が、省庁縦割りだとか、ば

らまきだとか、こういったような批判があります

けれども、これも同様のことが起こる可能性は否

定できません。といいますのも、県と対話する国

の末端職員まで、この幹部の考え方が浸透してい

るわけではないと、このように思えるからでござ

います。 

 例え話でございますが、通産省に言われたこと

と全部反対のことをやってきた、だからホンダの

今日がある。これはホンダの創業者本田宗一郎が

述べた言葉でございますが、これは単に国を皮肉

ったお話ではないというふうに思いますが、国の

政策を否定しているわけではなく、国の画一政策

から一歩出たところに発展のヒントがあるんだ

と、彼はこのように考えて人と違うことをやって

発展してきたんだというふうに思っております。 

 これは、西予市においても同じでございまし

て、国や県に少し指摘されたからといってひるん

ではいけないというふうに思っております。逆

に、国や県を動かしていかなければならないとい

うふうに思っているわけでございまして、手法の
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指摘がございましたけれども、手法も大事でござ

いますが、市のこういった姿勢がより重要である

というふうに認識しております。市長が施政方針

演説で言われたように、これを好機と捉え、他市

との差別化を図り、前を向いて行動してまいりた

いと、このように考えているところでございま

す。 

 第２次総合計画への位置づけについてのお尋ね

がございました。 

 総合計画の策定を始めたころ、人口減少問題を

警告する元岩手県知事の増田氏による論文が発表

されましたが、それを新聞は大きく取り上げまし

て、これにより現在の地方創生の動きが加速化し

たものと考えております。つまり、まち・ひと・

しごと創生法で明記されている人口減少問題など

の課題を踏まえて総合計画を鋭意検討していると

いったところでございまして、施政方針演説でも

言われたとおり、地方創生と歩調を合わせて計画

を策定してまいりたいと、このように考えている

ところでございます。 

 続きまして、地方創生における産業振興につい

てのお尋ねがございました。 

 ご指摘がありましたとおり、地域における魅力

ある多様な就業機会の創出は、全国どこの自治体

においても魅力あるまちづくりのために不可欠な

ところでございます。豊かな産業もなく、人口の

確保は成り立ちません。まちづくりも当然成立い

たしません。そのようなことから考えますと、今

回の地方創生事業は、大きな起爆剤として活用す

ることが重要だと考えております。 

 かつて、西予の地域にも豊かな産業がございま

したが、社会生産構造の変化により必要とされな

くなったものや、諸外国との競争に負け衰退して

いったものなど、地域独自での努力ではいかんと

もしがたいものがほとんどでございます。地方で

は極端にこのような状況が進んでいる中でも、西

予市の資源を生かしたまちづくり、四国西予ジオ

パークは、地域に存在する土地、人、文化などの

一つをテーマパークといたしまして、魅力的なま

ちづくりを進める核となる活動として大変期待を

しているところでございます。例えば、企業誘致

につきましても、企業が進出を計画する場合、全

国に１，７００余り自治体があるわけでございま

すが、どこに進出するかといったことについて特

定の理由がない場合、その町の醸し出す魅力や町

の個性に対して判断することが多いのではないの

かなと、このように認識しているところでござい

ます。言いかえれば、自分の町に自信が持てない

町には決して誘致できることはないと。そういっ

た意味からいえば、四国西予ジオパークを確立す

ることは自分の町に自信を持つこと、それが産業

振興につながる意味からも大変重要なことだと考

えているところでございます。 

 加えまして、企業に候補地として選択をいただ

いたときに誘致を決定づけるための支援制度、企

業誘致条例を設置し、固定資産税の減免措置、雇

用促進の奨励措置、設備投資等への支援、ランニ

ングコストの支援なども対策と講じているところ

でございます。また同様に、農林業振興に関した

創業経営支援については、西予市産業活性化助成

４事業を整備しているところでございます。地域

の魅力と制度設計の充実、これらのことが相乗効

果となって役割を果たしていくことが産業振興の

足がかりとなるのではないかと考えているところ

でございます。 

 地方創生における地域資源の活用についてのお

尋ねがございました。 

 議員ご指摘のとおり、官民一体となって西予の

資源を地方創生の一つの道具として利用していく

といったことは必要であると考えております。市

長の施政方針演説で言われたとおり、ジオパーク

の取り組みにつきましては、市民的運動にしてい

かなければなりません。既に設立しております四

国西予ジオパーク推進協議会は、市内の各界を代

表する方々で構成され、体制は整っております

が、あとは具体的な行動を起こしていくことが必

要だと考えております。例えば、ガイド養成講座

の参加者は徐々にですがふえておりまして、こう

いった活動を地道に続けてまいりたいと、このよ

うに考えております。今後も貴重な西予市の宝で

あるジオパークを地方創生の担い棒として、産官

学金等が一体となって、夢や希望を持ち、潤いの

ある豊かな生活を安心して営める地域、社会の形

成や、個性豊かで多様な人材の確保、魅力ある多

様な就業機会の創出を推進してまいりたいと、こ

のように考えているところでございます。 

 次に、西予市の財政状況についてのお尋ねがご

ざいました。 

 まず、自由に使えるお金というお話がございま

したけれども、この点につきましては、一般会計
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で申し上げますと２８０億円余りのうち、わずか

４分の１の約７０億円でございます。これは、国

民健康保険特別会計への繰出金といった法令上義

務的な経費、また減らすことが極めて困難である

人件費、公債費、市民の命に直結する事業費等と

いったものを除くと、このような額となります。

また、既に計画があり、これに基づいて事業を進

めている事業も、本来は自由になりません。です

が、計画の後ろ倒しも、これは不可能ではござい

ませんので、こういった内容も含めて７０億円と

いうふうに計算しておりまして、これも含めない

という話になりますと、実際にはもっと少ないと

いうふうに認識しているところでございます。 

 また、市の貯金に当たる基金につきましては、

平成２７年度末で１１７億円余りを見込んでおり

ます。このうち自由に使えるとされています財政

調整基金は３５億円ということになります。 

 一方で、借金に当たる地方債の残高もあわせて

見ておく必要があろうかと思いますので、質問に

はございませんが述べさせていただきます。これ

は約３６７億円を見込んでおります。貯金の約３

倍ということになりますが、また借金の返済に当

たる公債費、これは３４億円、また利息の支払い

については４億円程度というふうになってござい

ます。借金がふえていけば利息がふえていくとい

うことになりますが、このような状況にあるわけ

でございます。 

 続きまして、減額措置がなかった場合の交付税

の算定等々についてのお尋ねがございましたが、

結論から申し上げれば、減額措置がなかった交付

税分を地方創生事業費として新たな投資に向ける

ことについては難しいと考えております。といい

ますのも、当初２７億円も減額されると言われて

おりましたが、これは結果として平均して約３割

削減されるという方針となりましたので、少なく

とも８億円程度削減されるということで済むこと

となったわけでございますが、この結果、２７億

円引くことの８億円で１９億円があたかも手元に

残るかのように錯覚するかもしれませんが、当初

からこの２７億円の削減すら当てがあったわけで

はございません。したがって、今から少なくとも

８億円の収入不足を、これをどこかで穴埋めをし

なければならないことになります。歳入が入って

こないということであれば、歳出を削っていくと

いったようなことを考えるしかないわけでござい

ますが、このような状況でございまして、施政方

針演説でも述べさせていただきましたとおり、財

政規律を緩めることなく、一層の行財政改革を推

し進める必要があると、このように認識しており

ます。 

 一方で、戦略的に設計し、また計画的に実施し

ていこうとする地方創生、行財政改革の取り組み

を推し進めていくことについて、予算を重点化す

べきではないかといったようなことについては、

これは検討の余地があるものと、このように認識

しているところでございます。 

○議長 暫時休憩といたします。（休憩 午前１

０時０１分） 

○議長 再開いたします。（再開 午前１０時１

１分） 

次に、友志会、藤井朝廣君。 

１５番藤井朝廣君。 

○１５番藤井朝廣君 改めましておはようござい

ます。議長の許可を得ましたので友志会の代表質

問を行います。 

 その前に、質問が多岐にわたっておりますの

で、理事者の方には簡単明瞭に答弁をお願いいた

したいと思っております。 

 まず最初に、宇和地区の小学校再編計画につい

てお伺いをいたします。 

 平成２１年１０月に策定されました西予市小学

校再編計画に基づいた市内５地区の再編状況は、

以下のとおりと思っております。 

 初めに、三瓶地区においては２６年度の４月１

日に５校が統合され、新しい校舎で児童が勉学に

励んでいます。次に、明浜地区は４校が２７年度

から統合、今月の１５日に落成式が行われます。

野村地区も５校が２７年度に統合、建設中であり

ました南校舎も３月８日に落成式が行われます。

城川地区は４校の保護者、それと各地区の未就学

児童保護者の方と説明会を重ね、平成２８年度の

開校を目指していると聞いております。そういう

ことで、市内４地区については順調に計画が進ん

でいます。 

 本題の宇和地区の小学校再編についてですが、

計画では昨年、皆田、明間小学校の２校が、（仮

称）宇和下小学校として統合される予定でありま

した。また、平成３１年度には、多田、中川、石

城小学校の３校が統合して（仮称）宇和上小学校

として校舎も新築、そして平成３３年度には（仮
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称）宇和下小学校と田之筋小学校が統合、校舎も

新築する予定と聞いております。宇和地区につい

ては、宇和町小学校、（仮称）宇和上、宇和下小

学校の３校に再編する計画でありますが、保護者

や地域住民からの理解を得るに至っていないのが

現状であります。 

そこで、理事者にお伺いをいたします。 

 住民の中には、児童数は年々減少するのだか

ら、全てを宇和町小学校１校に統合するほうが子

供のためにも財政的にもいいのではないかという

意見もあります。児童数の推移予測では、平成２

７年度の宇和地区の児童数は９４４名、平成３２

年度の予測は８６５人で７９人も減少します。宇

和中学校では、統合時１，３５５人だった生徒が

現在では４７１人で約３分の１に減少していま

す。今後統合するためには、地域住民、保護者の

理解が必要です。宇和町の小学校を１校にするこ

とについて理事者の考えをお伺いいたします。 

次に、一般質問の成果についてお伺いをいたし

ます。 

 定例会の一般質問での理事者の答弁では、前向

きに進めていくとの答弁もありますが、検討しま

す、関係機関と協議しますというものも多くあ

り、その協議結果が１年経過しても報告をされて

おりません。今回、改めて過去の一般質問３点に

ついて理事者の考えと今後の対応についてお伺い

をいたします。 

 １点目、昨年１１月空家対策法が成立し、今年

６月施行になると思います。西予市では、平成２

６年度に空き家データを作成され、今後その利活

用を含めた市の対応はどのようにされるでしょう

か。また、平成２７年度愛媛県当初予算に、危険

空き家撤去に取り組む市町に一部費用の補助が予

算案として発表されておりますが、西予市として

取り組む考えがあるのかをお伺いいたします。 

 ２点目ですが、２月１７日現在、西予市ホーム

ページのふるさと納税についてお伺いをいたしま

す。 

 昨年、納税者の謝礼品が１種類から３７種類ま

でふえましたが、その写真も掲載されていませ

ん。これでは納税者がふえるとは思えませんし、

当時の部長答弁では、他市も参考にしながら見や

すく、わかりやすいように検討していくとの答弁

でしたが、現在も変わっておりません。市長から

もふるさと納税のあり方を検討していくとの答弁

がありましたが、その後どのように進んでいるの

かお伺いをいたします。 

 ３点目に、消防団応援プロジェクト応援事業所

についてお伺いをいたします。 

 西予市内では、昨年９月に２事業所でしたが、

愛媛県消防協会には市内４業者が登録されており

ます。その応援事業所を市民へ広報周知すること

で事業所のＰＲになり、一般利用客もふえるので

はないか、またそれをすることにより、ほかの事

業所も参加しやすくなるのではないかと思いま

す。この消防団応援プロジェクトが、市民の安

全・安心に寄与されている消防団員への応援とな

り、消防団員の増員にもつながるのではないでし

ょうか。今後、応援事業者の広報などで実践をす

べきだと思いますが、理事者の考えをお伺いいた

します。 

 次に、地方版総合戦略についてお伺いをいたし

ます。 

 昨年より、地方創生が大きく注目をされており

ます。衆議院解散前には、まち・ひと・しごと創

生法案と地域再生法の一部を改正する法律案が可

決され、年末には、創生総合戦略が閣議決定され

ております。石破地方創生担当大臣の年頭所感に

おいて、人口減少と地域経済縮小を克服するため

には、まち・ひと・しごとの創生と好循環が必要

であると強く訴えられております。 

 地方創生は、人が中心であり、地方で人をつく

り、その人が仕事をつくり、町をつくるという流

れを確かなものにしていく。西予市の町に活力を

取り戻し、人々が安心して生活を営み、子供を産

み育てられる社会環境をつくり出していかなけれ

ばならないと思っております。地域住民の知恵と

発想を柔軟に提言できる仕組みづくりが必要であ

り、地域の特色を生かした新しい視点での政策が

生まれるよう、情報や財政、人的な側面も含め

て、国に対しても最大限の支援を行っていただけ

るよう強く要望いたします。 

 政府は、国の長期ビジョンと総合戦略を踏ま

え、全ての都道府県と市町村にそれぞれの人口ビ

ジョンと総合戦略を策定することを求めており、

西予市においても対応が必要だと思いますが、そ

の対応についてお伺いをいたします。 

 １点目、地方版総合戦略について、今後の対応

を含めた理事者の考え方をお伺いをいたします。 

２点目ですが、平成２７年度に策定を予定され
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ている西予市総合計画との関連はどのように考え

ておられるのかお伺いをいたします。 

 ３点目に、地方版総合戦略を策定するならば、

どのような形で決定するのかをお伺いいたしま

す。 

 総合計画については、総合計画審議会で協議さ

れると理解しておりますが、総合戦略では行政と

住民が一体の意識を持った上で、地域外の人、若

者、アイデアを持った人なども協力することで、

地域の潜在力を大きく開放していくことができる

と、国は考えております。そのためにはどのよう

に戦略を策定するのが重要と考えておりますか、

お伺いをいたします。 

 最後の質問になりますが、西予市の未来を担う

若者支援についてお伺いをいたします。 

 本格的な人口減少を迎えた今、日本における最

大の課題は少子・高齢化であります。その中で

も、対策がおくれているのが少子化対策であり、

子育ての支援だと思います。 

 また、人口減少が著しい西予市を含めた地方の

自治体では、若者の定住及び移住対策も課題であ

ります。西予市の将来を担っていただく若者に

は、西予市で暮らす生きがいと誇りを持ち、大い

なる夢とロマンを求めてほしいと期待をしており

ます。市民、行政、議会が一体となり、真剣に取

り組まなければなりません。高齢者の方には、ど

この自治体も対策及び環境整備が積極的に行われ

ております。西予市では、元気で明るい健康づく

り、安心して温浴施設に行くためのバスの運行、

西予市民病院行きのデマンドタクシーや、バス路

線の整備などを事業化されています。西予市がさ

まざまな課題を乗り越えて事業を実施されている

ことは本当にありがたいことと思いますし、実施

に当たって担当された関係者の皆様には心から敬

意を表します。 

 進んでおります高齢者対策と比較して、若者へ

の対策はどうでしょう。本当にすばらしい未来像

が描かれているのか、また描くことができるので

しょうか。西予市だけの問題ではありませんが、

仕事が少ない、結婚しても安心して子育てができ

ない、ゆとりある生活ができない経済状況など、

困難な状況は挙げれば切りがありません。これで

は子育てどころか、子供をもうけることができな

いのが現実です。多くの子供が元気でにぎやかに

通学し、若者が気勢を上げ、活力ある西予をつく

り上げるには、さらなる少子化対策が必要であ

り、これを解決しなければ、西予市の未来はない

のではないかと危惧しております。 

 子育てには金銭的な問題が必ず付随します。子

供への医療費全額助成や入院医療費の助成拡大な

ど、これまでも市として支援の拡大をされており

ますが、これも財源の問題があり、夢のような話

になりますが、成人するまでの学費や医療につい

て子育てをしている方全てを対象に公的負担をし

なければ、少子化対策にならないのではないでし

ょうか。そのためには財源を確保しなければなり

ません。消費税が増税され、ふえ続ける社会保障

費へ充てられますが、子育て支援へ財源確保する

ことができれば、少子化対策への抜本的解決にな

るのではないかと思っております。西予市も大変

厳しい財政状況であります。その中でも、他の自

治体に先んじて先進的支援策を行えば、西予市に

住みたい若者がふえるのではないかと思います。

そして、それが活気ある西予市をつくり出すので

はないでしょうか。 

 国では、平成１５年に少子化社会対策基本法を

制定し、また平成２４年には子ども・子育て支援

法も制定しております。また、内閣府少子化対策

特命大臣の諮問機関として、新たな少子化社会対

策大綱策定のための検討会を行うなど積極的な施

策が進むのではないかと期待をしております。西

予市においても、平成２７年度より新たに子ど

も・子育て支援事業計画が始まりますが、国の方

向性に合わせ支援拡大が図られるのではないかと

考えております。 

 まず１点目に、この支援事業計画についての概

要及び今後の子育て支援の支援策の見通しについ

てお伺いをいたします。 

 ２点目ですが、平成２７年度予算のうち高齢福

祉関係事業費と若者支援対策事業費について予算

額をお尋ねします。 

 ３点目に、日々努力をしていただいている結婚

相談員の皆様には心から感謝を申し上げますが、

結婚推進員の活動状況及び事例についてお尋ねを

いたします。 

 最後に、西予市の出生率についてをお尋ねし、

友志会の代表質問を終わります。 

○議長 宇都宮教育長。

○宇都宮教育長 私からは最初の小学校再編計画

についてお答えいたしたいと思います。 
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 ご質問は、宇和地区の小学校再編に関するもの

でございますが、その前に少し、西予市全体の再

編計画の策定経過について触れさせていただきた

いと思います。 

 西予市の小学校再編問題は、平成１８年度に教

育委員会が西予市立学校教育に関する検討委員会

に諮問した、５町合併後のそれぞれの地域におけ

る教育環境の違いや、社会情勢の変化による学校

施設や学校教育に関する諸問題についての答申に

より、本格的な協議検討が始まりました。 

 教育委員会では答申を受けて、小学校の適正規

模化を図るための具体的な学校再編を平成１９年

度に西予市学校再編検討委員会に諮問し、地域ご

との当面及び中・長期の再編の枠組みの検討が始

まったわけでございます。 

 再編検討委員会の答申がまとまったのが平成２

０年７月でございましたが、教育委員会では、こ

の答申を小学校再編の素案として、全小学校区、

２７校区ございますが、校区ごとの懇談会と市民

パブリックコメントを実施し、寄せられた多くの

意見を検討した後、平成２１年３月に西予市小学

校再編計画案として発表させていただきました。

さらに、この案について再度、全小学校区２７カ

所ごとに説明会を開催した後、保護者や地域の皆

様の意見を参考にしながら、平成２１年１０月の

ことですが、最終的に西予市小学校再編計画とし

て発表したものでございます。 

 このように長い期間と多くの皆さんの意見を集

約したものが、現在の西予市小学区再編計画であ

ると認識しているところでございます。 

 再編の進捗状況は、議員ご指摘のとおりでござ

いますが、計画では、学校再編の進め方として未

就学児童を含む保護者、地域住民の理解、具体的

には２分の１以上の賛同を求めております。その

ために、丁寧な合意形成が必要なことなどもあり

まして、計画に比べまして若干のおくれはござい

ますけれども、平成２８年度には宇和地区を除く

旧４町で、再編の対象外である大野ヶ原と惣川小

学校を除きまして、全ての小学校で複式学級が改

消される見込みとなりました。地域的には、これ

まで複式学級が複数ある地域を再編協議を優先し

て行ってまいりましたので、宇和地区での取り組

みがおくれておりますが、２７年度は本格的に協

議を進めてまいりたいと考えております。 

宇和地区の再編につきましては、既に保護者、

地域にお示ししておりますとおり、３つの小学校

案を基本と考えておりますが、唯一複式学級を有

しております明間小学校と隣接する皆田小学校の

統合協議を優先しながらも、あわせて宇和上地区

でも検討協議を進めてまいりたいと思います。い

ろんな意見があることは承知しておりますけれど

も、まず校区ごとに十分な時間をかけて協議を行

いたいと考えています。 

 ご質問でございます宇和地区小学校を一つにす

る案ですが、６年後の平成３２年度の児童数８６

５人の時点で、クラス数では普通学級で２５クラ

スとなりまして、再編計画が本来目指しておりま

す適正規模１２から１８学級をかなり上回ること

になります。ちなみに、法令上では１２から１８

学級を適正規模校、１９から３０学級を大規模校

というふうに分類しているところでございます。 

 また、財政的な効率の問題につきましては、再

編計画では直接触れてない事項でもございまし

て、これまで再編協議の場で議論されたことはな

かったと記憶しております。保護者や地域の方々

の意見は、よりよい教育の環境整備、教育条件、

地域コミュニティーの活力維持という方向に意見

が集約されますので、財政上の問題を協議事項と

してお話しするというのはなかなか難しい問題か

なと思っております。いずれにいたしましても、

保護者、地域の皆様方と児童にとって望ましい教

育環境と、適正規模の学校教育について、学校整

備について、ご理解とご賛同を得られるよう十分

協議を行ってまいりたいと思います。なお、その

協議において、現在の再編計画でどうしても反対

が多く、過半数の賛同が得られる見込みがない場

合は、所要の手続を経て再編計画の見直しを検討

する必要もあろうかと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 九鬼副市長。

○九鬼副市長 それでは、一般質問の成果につい

てのご質問の１点目、空き家対策について私のほ

うからお答えをさせていただきます。 

 空き家に関する調査につきましては、現在鋭意

集計中でございます。現時点での状況をお伝えし

ますと、空き家所有者へのアンケート送付数が

１，９０７件、そのうち１，１８６件、約６２％

の方からご回答をいただきました。ご回答いただ

いた方のうち利活用の意思があるという方が約１

００件程度となっています。今後、このアンケー
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トをもとに、空き家台帳の整備や空き家バンクを

構築してまいりますが、西予市への移住促進や定

住促進へつなげるためには、今回把握できました

空き家の利活用だけでなく、不動産業者等の民間

とも連携し、空き家以外の物件も含めた幅広い利

活用ができる制度や体制を整備していく必要があ

るというふうに考えております。 

 次に、危険空き家の撤去についてでございます

が、西予市では、平成２７年度より新たに危険空

き家除却事業として取り組む計画であります。事

業の内容といたしましては、危険空き家の所有者

または相続権者が行う空き家の撤去工事に対し補

助金を交付しようとするものであります。補助対

象となる空き家は、倒壊すれば隣接する道路を塞

ぐなど、周辺に危険性が及ぶおそれのある老朽危

険空き家としております。２７年度当初予算で

は、国の交付金事業であります空き家再生等推進

事業の活用を前提といたしまして、ご質問の中に

もありましたけれども、県からの一部上乗せ補助

を財源といたしまして、１件８０万円の補助限度

額ではありますが、５件を見込んでいるところで

ございます。 

○議長 三好市長。

○三好市長 それでは、私のほうから第２点目の

ふるさと納税の質問についてお答えをさせていた

だきます。 

 先般、愛媛新聞で報道がございましたけれど

も、お隣りの宇和島市ではふるさと納税寄附金が

２億円を超えたという記事が記載されておりまし

た。一方、当市では、今年度実績としまして１月

末現在で４３件、寄附金額１，５８０万１，００

０円となっております。まだまだ満足な結果を出

せていない状況です。取り組みが進んでいる自治

体の状況と私どもの状況をきちんと分析していか

ないといけないと考えております。当市のふるさ

と納税に伴う特産品の取り扱いにつきましては、

西予市観光協会にお願いしており、寄附金の額に

応じて特産品が選べるようなカタログを作成する

など、鋭意努力をしているところでございます。 

 当市でも宇和島市のようなことを取り組んでい

きたいわけですけれども、当市の方針としまして

は、やはり西予市観光協会を中心に進めてまいり

たいと考えておりますので、西予市ホームページ

の充実とあわせまして、西予市観光協会の一層の

努力を促したいと考えております。つけ加えます

と、そもそもこのふるさと納税というのは、地方

税法の一部を改正する法律によって制定されてお

りますけれども、本質は寄附金であります。この

ような背景から、全国的な傾向として、寄附者に

対して特産品などを進呈すると、そういうような

競争になっている嫌いがあります。西予市もこの

ことを受けまして西予市の特産品を、先ほどもち

ょっとありましたけれども、質問の中にもありま

したけれども、１種類から３７種類に拡大したと

いうようなところもございます。 

 私としては、寄附者、そして市、特産品の提供

者の３者が、三方よしというような状況になって

いくような方向を進めたいと、このように思って

おります。 

以上、答弁といたします。 

○議長 菊池消防長。

○菊池消防本部消防長 私のほうからは、消防団

員応援事業所に関する質問についてお答えいたし

ます。 

 消防団応援事業所の広報等の実践に関しまして

は、昨年９月に市ホームページへの掲載、広報せ

いよ１１月号への掲載を行っております。なお、

市ホームページには、事業者や消防団員らが市内

外の地域の応援事業所をいろいろ見てサービスの

内容の参考にしたり利用したりしやすいよう、よ

り詳しく掲載されている愛媛県消防協会へのリン

ク先も掲載しております。また、市ホームページ

の掲載から約半年経過しておりますので、今年２

月において更新し、閲覧しやすい状況にしており

ます。その他の実践につきましては、昨年１１月

に行われました消防団幹部会において、応援事業

所の推進について説明を行い、まずは団員みずか

ら消防団員応援プロジェクトの理解を深め、消防

団員の積極的な応援事業所の利用や、加入促進の

ための営業等の依頼を行っております。現在、西

予市にあります４事業所のうち３件は消防団幹部

らによる営業活動からの申請でありますが、残り

１件につきましては、直接愛媛県消防協会へ申請

されての登録であります。徐々にではあります

が、広報の成果が現われていると考えておりま

す。今後も、消防団員と地域の店舗、事業所との

結びつきをつくるとともに、市民の皆様にも応援

事業所を利用していただくよう積極的にその趣旨

や事業所名を周知し、将来の消防団員の確保のた

め少しでも多くの事業所にご賛同いただけるよ
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う、より一層努力をしていく所存でございます。 

○議長 大平企画財務部長。

○大平企画財務部長 地方版総合戦略についての

お尋ねがございました。 

 西予市版総合戦略につきましては、平成２７年

度に策定を予定しております西予市総合計画と歩

調を合わせまして人口減少問題に対応するため、

当市の貴重な宝でありますジオパークを担い棒と

いたしまして、自立性、将来性、地域性、直接

性、結果重視の地方創生５原則に即した独自の政

策を策定してまいりたいと、このように考えてい

るところでございます。どちらも西予市にとって

極めて重要な計画と戦略でございますけれども、

それぞれがちぐはぐな内容を記述することなく、

整合性を持って検討してまいりたいと、このよう

に考えてございます。 

 また、どのような形で決定するのかとのお尋ね

がございましたけれども、市民の皆さんとともに

知恵を出しまして協力し、支え合いながら地域を

盛り上げていく必要があろうかと存じておりま

す。地方創生とは言葉のとおりでございまして、

つくり出すという言葉でございます。つくり出す

とは、人まねをするということではございませ

ん。人まねをしないということで、それぞれ地域

で活躍していらっしゃる方々の話を聞きながら、

そのお互いのアイデアを出し合って協力していく

ことが何より重要ではないかと、このように考え

ております。さらには、産官学金等が連携して検

討する体制を構築いたしまして、各界の方々の意

見を反映していきたいなと、このように考えてお

りますが、具体的な進め方につきましては、今現

在鋭意検討しているところでございます。 

 いずれにいたしましても、総合計画を策定して

いる中で、いかにして取り組むべきか、こういっ

たことについては早急に結論を出してまいりたい

なと、このように考えておるところでございま

す。 

○議長 横山生活福祉部長。

○横山生活福祉部長 それでは、私のほうから西

予市の未来を担う若者支援につきましての４点の

ご質問に一括してお答えをさせていただきます。 

 ４点のご質問の趣旨としましては、西予市にお

ける少子化の現状と、現在の取り組み状況、そし

て今後の対策であろうと思っております。よっ

て、ご質問順とは不同のお答えとなりますがお許

しをいただきまして、まず西予市の出生率につい

てのご質問からお答えをさせていただきます。 

 ご承知のとおり、出生率の定義は、一定人口に

対するその年の出生数の割合でございまして、そ

の計算は、年間出生数を１０月１日現在の日本人

人口で割り、それに１，０００を掛けた人口１，

０００人当たりの数字であります。厚生労働省の

人口動態保健所・市区町村別統計によりますと、

本市の出生数及び出生率は平成１５年から平成１

９年までの５年間では、出生数が１，４２０人で

年間平均２８４人の出生があり、出生率は６．４

人でありました。これが平成２０年から平成２４

年までの５年間になりますと、出生数は１，２５

０人で年間平均５０人、出生率は６人となり、比

較してみますと出生数、出生率ともに減少してお

り、少子化が目に見えてわかります。県平均の出

生率は８．０人であり、かなり平均を下回ってい

るのが現状であります。出生率のほかに、女性一

人が生涯に出産する推定人数を示す合計特殊出生

率がありますが、平成２０年から平成２４年にお

ける当市は１．６７人になっており、県平均の

１．５０人、全国平均の１．３８人に比べやや高

い数値となっております。 

 次に、平成２７年度予算のうち、高齢者福祉関

係事業費と若者支援対策事業の予算額についての

ご質問にお答えさせていただきます。 

 施策ごとに分類している平成２７年度の一般会

計の予算で見てみますと、高齢者福祉関係では、

老人保護措置費、はり、きゅう、マッサージ費補

助、高齢者路線バス補助など、合計で約１２億

８，４００万円、子育て支援関係では、保育所費

や子育て支援センター費用、児童手当など、合計

で約１９億６，６００万円となっております。さ

らに、若者支援対策費、若者の就職支援や雇用に

つながる施策１億２，２００万円を子育て支援関

係に加えますと、２０億８，８００万円となって

おります。 

 次に、結婚推進員の活動状況及び事例について

のご質問にお答えさせていただきます。 

 ご承知のとおり、結婚推進委員会は、西予市に

おける後継者の結婚問題を解決するため、平成１

７年度に設立され、現在、各地域から５３名の推

進委員を委嘱し、さまざまな活動を展開しており

ます。 

活動内容は大きく３つあります。１つ目は、結
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婚相談活動でございます。これは、各地域で開設

する会場へ相談に来られた方に対して、結婚に関

するアドバイスや相手の紹介などを実施する活動

でございます。 

 ２つ目は、推進員相互の情報交換活動でござい

ます。これは、委員それぞれの独身者情報を個別

に交換しながら、引き合わせまでを実施する活動

でございます。この活動は、全体会や各町単位の

会議でも行っております。 

 ３つ目は、婚活イベントの開催でございます。

これは、独身者へ出会いの場を提供することを目

的としており、男女の出会いの場が少なくなった

現在、市内の独身者へいい出会いのきっかけとな

るようイベントを展開しております。今年度は、

西予市１０周年記念イベントの一環として、１１

月２２日に宇和町の結婚式場を会場に、幅広い年

齢層の独身男女の出会いのきっかけづくりとし

て、婚活イベントを開催いたしました。メーン司

会にらくさぶろう氏を招聘し、せいよ部マネージ

ャーとともにイベントを盛り上げ、大変好評を得

ました。また、２月１４日バレンタインデーの日

には、三瓶支所を会場として男性４０歳以上、女

性３５歳以上を対象にイベントを開催いたしまし

た。結果として、２組のカップルが誕生しており

ます。今後結婚に至るよう推進員が積極的に後押

しを行う予定でございます。 

 活動による結婚の実績でありますが、イベント

によるカップル誕生数は、毎回平均４組程度でご

ざいます。また、結婚に至ったケースは、１７年

度から現在まで２２組でございます。結婚推進活

動は、個人情報、価値観の多様化など大変デリケ

ートでプライベートな問題があります。今後も、

愛媛県が推進するえひめ結婚支援センターの協力

を得ながら、本市の結婚推進活動を展開してまい

りたいと考えております。 

 最後に、子ども・子育て支援事業計画について

の概要と、今後の支援策の見通しについてのご質

問にお答えさせていただきます。 

 子育てするなら西予、これは西予市子ども・子

育て支援事業計画のサブタイトルであります。子

育てに優しい町、子育てがしやすい西予市にする

ことで、出生率の向上、若者の移住、定住促進に

つながることを目指し、西予市の将来像として掲

げることにいたしました。本事業計画を策定する

に当たっては、子供の幸せや利益を最大限に尊重

し、子供の育ちを第一に考えることを念頭に置く

ことが大切であると考えております。そのため

に、本計画の基本的な視点として３点を掲げてお

ります。 

 １点目は、将来の西予市で親になる、子供を育

てる人づくりの視点、２点目は、子育てしやすい

西予市を目指し、子育て環境を整える場づくりの

視点、そして３点目は、上記の２点を支えるため

の施策を推進するまちづくりの視点でございま

す。 

 以上３点の基本的な視点から、全ての子供の成

長にかかわる子育て支援を一体的に捉え、子供の

成長に合わせて広がっていく計画としていきま

す。また、３つの視点にはそれぞれ、国の示す必

須記載事項や任意記載事項を踏まえ基本目標を設

定し、基本目標を達成するための推進施策として

具体的な事務事業の方向性を示すこととしており

ます。今後は、本事業計画に基づきそれぞれの事

業を実施してまいりますが、常に市民の皆様の子

育てに対するニーズに耳を傾け、現在条例を制定

しております子ども・子育て会議において計画の

評価、見直し等の進捗管理を行い、市の実情に応

じた教育、保育事業の提供や、子育て支援施策の

充実を図ってまいりたいと考えております。 

 市民の皆様のニーズを全て受け入れ、実施して

いくことは、短期的には難しい場合もございます

が、長期的な視点に立って子ども・子育て会議を

有効に活用しながら、行政が共通認識のもと、地

域や地域の皆様の力をかりながら、子育てに優し

いまちづくりを目指します。さきに申しました子

育てするなら西予のイメージが定着することで、

出生率の向上や、移住、定住の促進につながるも

のと考えております。 

以上で答弁とさせていただきます。 

○議長 以上をもって本日の日程は全て終了いた

しました。 

 あす３月５日は午前９時より一般質問を行いま

す。 

本日はこれにて散会いたします。 

  散会 午前１０時５８分 
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  平成２７年第１回西予市議会定例会会議録（第３号） 

１．招 集 年 月 日 平成２７年３月５日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開   議 平成２７年３月５日 

 午前９時００分 

１．散   会 平成２７年３月５日 

午後１時２７分 

１．出 席 議 員 

  １番  源   正 樹 

  ２番  井 関 陽 一 

  ３番  菊 池 純 一 

 ４番  田 中 徳 博 

  ５番  中 村 敬 治 

  ６番  二 宮 一 朗 

  ７番  兵 頭   学 

  ８番  小 野 正 昭 

  ９番  松 山   清 

  １０番  宇都宮 明 宏 

  １１番    欠  員  

  １２番  元 親 孝 志 

  １３番  沖 野 健 三 

  １４番  森 川 一 義 

  １５番  藤 井 朝 廣 

  １６番  浅 野 忠 昭 

  １７番  岡 山 清 秋 

  １８番  酒 井 宇之吉 

  １９番  兵 頭   勇 

  ２０番  山 本 昭 義 

  ２１番  梅 川 光 俊 

１．欠 席 議 員 

 な  し 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

  市   長  三 好 幹 二 

  副  市  長  九 鬼 則 夫 

  教  育  長  宇都宮 又 重 

  公営企業部長  平 野 松 市 

  会 計 管 理 者 奥 野 柳之介 

  総 務 部 長 宗   正 弘 

  企画財務部長 大 平 利 幸 

  産業建設部長  二 宮 紀 夫 

  生活福祉部長  横 山 博 文 

  教 育 部 長  増 田 敬 介 

  明 浜 支 所 長  宇都宮 松 夫 

  野 村 支 所 長  松 川 伸 二 

  城 川 支 所 長  田 村   剛 

  三 瓶 支 所 長  西園寺 良 徳 

  消防本部消防長  菊 池   直 

  総 務 課 長  道 山 升 文 

  財 政 課 長  山 岡 薫 彦 

  監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

  事 務 局 長  井 関 通 夫 

  議 事 係 長  佐 藤 陽一郎 

１．議  事  日  程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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  議  事  日  程 

１ 一般質問 

２ 議案第 １号 西予市指定介護予防支援等

の事業の人員及び運営並び

に指定介護予防支援等に係

る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準

等を定める条例制定につい

て 

  議案第 ２号 西予市包括的支援事業の実

施に関する基準を定める条

例制定について 

  議案第 ３号 西予市景観条例制定につい

て 

  議案第 ４号 西予市行政手続条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

  議案第 ５号 西予市総合計画審議会条例

の一部を改正する条例制定

について 

  議案第 ６号 西予市行政改革推進委員会

設置条例の一部を改正する

条例制定について 

  議案第 ７号 西予市情報公開条例等の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  議案第 ８号 西予市職員定数条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

  議案第 ９号 西予市職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

  議案第１０号 西予市職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

  議案第１１号 地方教育行政の組織及び運

営に関する法律の一部を改

正する法律の施行に伴う関

係条例の整理に関する条例

制定について 

  議案第１２号 西予市教職員宿舎条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  議案第１３号 西予市立学校給食センター

及び学校給食調理場条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１４号 西予市立幼稚園における保

育料等徴収条例の一部を改

正する条例制定について 

  議案第１５号 西予市宇和文化の里条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１６号 西予市三瓶文化会館条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１７号 西予市社会体育施設条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１８号 西予市野村町地域青少年健

全育成基金条例を廃止する

条例制定について 

  議案第１９号 西予市保育の実施に関する

条例を廃止する条例制定に

ついて 

  議案第２０号 西予市保育所条例の一部を

改正する条例制定について 

  議案第２１号 西予市隣保館条例の一部を

改正する条例制定について 

  議案第２２号 西予市介護保険条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

  議案第２３号 西予市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準等を定

める条例の一部を改正する

条例制定について 

  議案第２４号 西予市指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指

定地域密着型介護予防サー

ビスに係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関

する基準等を定める条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第２５号 西予市使用料及び手数料条

例の一部を改正する条例制

定について 

  議案第２６号 西予市獣肉処理加工施設条
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例の一部を改正する条例制

定について 

  議案第２７号 西予市営住宅管理条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  議案第２８号 西予市病院事業使用料及び

手数料条例の一部を改正す

る条例制定について 

  議案第２９号 西予市消防団条例の一部を

改正する条例制定について 

３ 議案第３２号 市道路線の廃止について 

  議案第３３号 市道路線の認定について 

  議案第３４号 西予市営土地改良事業の施

行について 

  議案第３５号 西予市営土地改良事業の施

行について 

  議案第３６号 西予市営土地改良事業の施

行について 

  議案第３７号 西予市営土地改良事業の施

行について 

４ 議案第５０号 平成２７年度西予市一般会

計予算 

５ 議案第５１号 平成２７年度西予市授産場

特別会計予算 

  議案第５２号 平成２７年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

予算 

  議案第５３号 平成２７年度西予市育英会

奨学資金貸付特別会計予算 

  議案第５４号 平成２７年度西予市国民健

康保険特別会計予算 

  議案第５５号 平成２７年度西予市後期高

齢者医療特別会計予算 

  議案第５６号 平成２７年度西予市介護保

険特別会計予算 

  議案第５７号 平成２７年度西予市農業集

落排水事業特別会計予算 

  議案第５８号 平成２７年度西予市公共下

水道事業特別会計予算 

  議案第５９号 平成２７年度西予市簡易水

道事業特別会計予算 

  議案第６０号 平成２７年度西予市水道事

業会計予算 

  議案第６１号 平成２７年度西予市病院事

業会計予算 

  議案第６２号 平成２７年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計予

算 
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本日の会議に付した事件 

１ 一般質問 

２ 議案第 １号 西予市指定介護予防支援等

の事業の人員及び運営並び

に指定介護予防支援等に係

る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準

等を定める条例制定につい

て 

  議案第 ２号 西予市包括的支援事業の実

施に関する基準を定める条

例制定について 

  議案第 ３号 西予市景観条例制定につい

て 

  議案第 ４号 西予市行政手続条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

  議案第 ５号 西予市総合計画審議会条例

の一部を改正する条例制定

について 

  議案第 ６号 西予市行政改革推進委員会

設置条例の一部を改正する

条例制定について 

  議案第 ７号 西予市情報公開条例等の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  議案第 ８号 西予市職員定数条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

  議案第 ９号 西予市職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

  議案第１０号 西予市職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

  議案第１１号 地方教育行政の組織及び運

営に関する法律の一部を改

正する法律の施行に伴う関

係条例の整理に関する条例

制定について 

  議案第１２号 西予市教職員宿舎条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  議案第１３号 西予市立学校給食センター

及び学校給食調理場条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１４号 西予市立幼稚園における保

育料等徴収条例の一部を改

正する条例制定について 

  議案第１５号 西予市宇和文化の里条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１６号 西予市三瓶文化会館条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１７号 西予市社会体育施設条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１８号 西予市野村町地域青少年健

全育成基金条例を廃止する

条例制定について 

  議案第１９号 西予市保育の実施に関する

条例を廃止する条例制定に

ついて 

  議案第２０号 西予市保育所条例の一部を

改正する条例制定について 

  議案第２１号 西予市隣保館条例の一部を

改正する条例制定について 

  議案第２２号 西予市介護保険条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

  議案第２３号 西予市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準等を定

める条例の一部を改正する

条例制定について 

  議案第２４号 西予市指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指

定地域密着型介護予防サー

ビスに係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関

する基準等を定める条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第２５号 西予市使用料及び手数料条

例の一部を改正する条例制

定について 

  議案第２６号 西予市獣肉処理加工施設条
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例の一部を改正する条例制

定について 

  議案第２７号 西予市営住宅管理条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  議案第２８号 西予市病院事業使用料及び

手数料条例の一部を改正す

る条例制定について 

  議案第２９号 西予市消防団条例の一部を

改正する条例制定について 

３ 議案第３２号 市道路線の廃止について 

  議案第３３号 市道路線の認定について 

  議案第３４号 西予市営土地改良事業の施

行について 

  議案第３５号 西予市営土地改良事業の施

行について 

  議案第３６号 西予市営土地改良事業の施

行について 

  議案第３７号 西予市営土地改良事業の施

行について 

４ 議案第５０号 平成２７年度西予市一般会

計予算 

５ 議案第５１号 平成２７年度西予市授産場

特別会計予算 

  議案第５２号 平成２７年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

予算 

  議案第５３号 平成２７年度西予市育英会

奨学資金貸付特別会計予算 

  議案第５４号 平成２７年度西予市国民健

康保険特別会計予算 

  議案第５５号 平成２７年度西予市後期高

齢者医療特別会計予算 

  議案第５６号 平成２７年度西予市介護保

険特別会計予算 

  議案第５７号 平成２７年度西予市農業集

落排水事業特別会計予算 

  議案第５８号 平成２７年度西予市公共下

水道事業特別会計予算 

  議案第５９号 平成２７年度西予市簡易水

道事業特別会計予算 

  議案第６０号 平成２７年度西予市水道事

業会計予算 

  議案第６１号 平成２７年度西予市病院事

業会計予算 

  議案第６２号 平成２７年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計予

算 
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  開議 午前９時００分 

○議長 おはようございます。

ただいまの出席議員は２０名であります。

昨夜、１１番松島義幸議員がお亡くなりになら

れ、欠員となりましたのでご報告いたします。 

故人の議席には献花をお供えしております。 

 議員及び理事者並びに傍聴席の皆様は、その席

に向かいご起立をお願いいたします。 

○井関事務局長 松島議員のご冥福をお祈り申し

上げ、１分間の黙祷をささげたいと思います。 

黙祷。 

  （黙祷） 

○井関事務局長 黙祷を終わります。

ご着席ください。

○議長 これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ

ります。 

  （日程１） 

○議長 日程第１、一般質問を行います。

質問者は、通告内容及び申し合わせに従い発言

してください。 

それでは、通告順に発言を許可いたします。 

まず、１２番元親孝志君。 

○１２番元親孝志君 改めまして、皆さんおはよ

うございます。 

 ただいま議長より発言の許可をいただきました

ので、通告に従いまして質問をさせていただきた

いと思います。 

 さて、ことしは、終戦７０年という大変大きな

節目を迎えておるわけであります。この７０年を

振り返りますと、本当に先人の英知と努力によっ

てこのようなすばらしい日本という国を築いてい

ただきました。しかし一方では、地方は少子、高

齢、過疎という三重苦にあえいでいるというのも

現実であります。これから３０年後の戦後１００

周年がどのような形で迎えることができるのか、

一抹の不安もあるわけであります。 

 そのような中で、私ども市議会といたしまし

て、全国各地いろいろなところを自由に視察研修

をさせていただいております。その視察研修の成

果として今私が学んだことは、これからの日本の

歩むべき方向として２つの考え方が対立している

んではないかなというふうな思いがいたしており

ます。 

その１つは、戦後今日まで一貫として進めてこ

られた経済成長こそ全ての国民を豊かにするとい

う、経済至上主義の考え方であります。これは言

うまでもなく、大量生産、大量消費、大量廃棄に

よって成り立つ仕組みであります。これをさらに

成長させていくためには、さらにグローバル化、

そしてまた今アメリカと進めておりますＴＰＰも

既定路線にあるんではないかなというふうに思っ

ております。 

 それに対しましてもう一つの考え方として、さ

きの２０１１年３月１１日に起こりました東日本

大震災を目の当たりにいたしまして国民の多く

が、我々は、人類はこの自然というものに対し

て、もっと謙虚であるべきではないかという考え

方が起こっております。 

 あれだけ安全・安心と言われた原子力発電所、

これもいまだに事故の原因、そしてまた事故後の

処理も終わっておりません。そして、無公害であ

るはずの、あったはずの施設から大量の公害が排

出されておるという現状を見たときに、今全国で

停止しておる原子力発電所、これ再稼働していい

のかどうかという意見があります。 

 そしてまた、久しく言われております地球温暖

化に対して、今改めて現実のものとして私たちは

確認せざるを得なくなりました。さきの広島の土

砂災害、そしてまたその前の年には伊豆大島で同

じような土砂災害が起こっております。これらは

全て地球温暖化による局地的な集中豪雨がもたら

した災害であるというふうに言われております。

我々はこの温暖化に対して、もっと真摯に立ち向

かうべきではないかという意見があります。 

 そしてまた、最近生物多様性という言葉がよく

使われます。地球規模で今動植物の絶滅危惧種と

いうことが言われております。こうしたものに対

しても、もっと我々は真摯に立ち向かうべきであ

るという意見があります。 

 これらを総称して、人類は自然と共生しながら

その中で可能な最大限の経済成長を達成すべきで

はないかという。 

 この経済成長が全てを優先するという考え方

と、そして自然と共生しながら最大限の経済成長

を模索していくという考え方、この２つが今日本

の国内にあるんではないかと私は痛感いたしてお

ります。 

 西予市も、これからどちらに軸足を置いてまち

づくりを進めていかれるのか、そのことによって
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将来大きな違いが出てくるんではないかなと、そ

ういう思いがいたしておるところでございます。 

 そのような中で、国は地方創生という施策を掲

げられました。きょうは私はこの地方創生につい

て西予市にとっての地方創生と、そして西予市内

のそれぞれの集落あるいは地域にとっての地方創

生とは何かという、この２点に関しまして理事者

の所見をお伺いしたいと思います。 

 まず第１番目でございますが、まち・ひと・し

ごと創生法、これは昨年の１１月の末だったと思

いますが国会を通過いたしました。これに対して

西予市はどのような受けとめ方、感想を持たれて

おるのか、まずお伺いをしたいと思います。 

○議長 三好市長。

○三好市長 まず、元親議員のご質問にお答えす

る前に、昨夜ご逝去されました松島義幸議員のご

逝去を悼みますとともに、生前の徳をしのび心か

らご冥福を申し上げたいと思います。 

 それでは、元親議員のご質問にお答えをさせて

いただきます。 

 第１点目でございますけれども、この創生法の

ことでございますが、個人的な感想としまして

は、この法律はあくまでも行政組織法の部類に当

たります。つまり、国の行政組織がどのような目

的で設置され、どのように組織を統制していくの

か、また関連する機関、事業者、国民に何を求め

ているのかを規定しています。そういう意味で、

この法律の中身、基本理念、国等の責務、創生総

合戦略の作業などの内容から、この法律の成立自

体に国の決意があらわれているものと考えており

ます。 

以上、答弁とします。 

○議長 １２番元親孝志君。

○１２番元親孝志君 質問の仕方がいま一つ悪か

ったのかなと思いますが。 

 １週間前ぐらいですか、愛媛新聞に共同通信の

全国１，７７６市町村の首長さんのアンケート調

査の結果が報告されとりまして、地方創生につい

てのアンケート調査結果でありますが、そこを読

んでおりますとこの地方創生に関して、まず部分

的な施策においては新味がないという意見が非常

に強い。そしてまた、国の本気度がどの程度なの

かということに疑問を感じるというふうな調査結

果が出ておりましたので、西予市はこういった視

点でどう捉えられておるのかということをお尋ね

したかったわけでございますが、再度よろしいで

しょうか。 

○議長 三好市長。

○三好市長 これは、アンケート調査の結果は私

は見ておるわけではありませんけれども、私自身

の考え方としては、国自身はこれの発端となるべ

き日本創成会議の、元岩手県知事の増田さんが座

長としてやられた人口問題の減少についての結果

を受けて、大変なことになるという想定の中でこ

のことが動いたというふうに私は思っておりま

す。だから、恐らくこれ自身は国も地方の衰退、

人口減というのが今やらないと待ったなしの時期

に来ておるんだと、だから本気度は非常に高いん

だと思いますけれども、具体的なものがまだ見え

ておりません。そういう意味においては私どもも

模索をしながら、今いろいろな施策をつくるとこ

ろに、庁内で検討しておるという段階でございま

す。 

以上、答弁とします。 

○議長 １２番元親孝志君。

○１２番元親孝志君 我々議会としても、この地

方創生、非常にありがたい施策という受けとめ方

をいたしておりますが、反面議会として、この施

策に、いえば死角はないのかということになるわ

けですが、私も個人的にいろいろと調査をさせて

いただきました。 

 その中で１つ見え隠れしているのが、今回の地

方創生、昨年の１１月末だったと思いますが、そ

れに先立ちまして国土交通省がグランドデザイン

２０５０、そしてそれの前に日本創成会議という

のが人口減少をテーマとした、通称増田レポート

を発表されておるわけですが、これらを見ます

と、そこに共通してあるのが選択と集中、そして

また国土交通省のビジョンではコンパクトシティ

ーという概念があります。イメージ図も出ており

まして見たんですけれども、それを見たときに私

が心配したのは、今西予市でも学校再編が起こっ

ておりますが、学校再編の理念っていうのは小学

校の適正規模という考え方があります。国土交通

省は今後地方創生後に集落の適正規模という考え

方を導入してくるんではないかなと。そうなって

くると近い将来、集落の再編という方向に国は動

くんじゃないかなという懸念をしておるんです

が、行政としてそういう懸念はないのかどうか、

お伺いしたいと思います。 
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○議長 三好市長。

○三好市長 それでは、最後の行政として集落の

再編を考えるか考えないかということになります

と、今の段階では考えておりません。あくまで

も、自主的に集落を再編したいとする意思がある

ところについては行政はお手伝いをしたい、この

ように考えております。 

以上です。 

○議長 １２番元親孝志君。

○１２番元親孝志君 ぜひその方針でお願いをし

たいと思います。 

 それでは、２番目の質問でございますが、地方

創生特区というものについてお伺いしたいと思い

ます。 

 これから地方自治体、いろいろ地方創生を進め

ていかれるわけですが、その過程の中で一番厄介

なのが、国のいろいろな縛りというものが足かせ

になってくるんではないかなというふうに心配を

いたしております。それを緩和するためにこの特

区という制度を国は設けておるわけですが、私は

これから地方創生がうまくいくかどうかというの

は、いかにこの特区をうまく活用できるかできな

いか、それにかかっているんじゃないかなという

ふうな思いがいたしております。 

 そこで今回、これは私が勝手につけた名前です

けども、西予市において道路構造特区とかあるい

は河川構造特区というふうな特区をとって、道路

河川の維持管理を公共事業として、補助事業とし

て取り扱うことができるような特区がとれないか

という考え方であります。 

 私、ずっと西予市の中を車で走っておりまし

て、正直申しまして今ほど道路、河川あるいは山

が荒れた時代もないんではないかなと。景観とい

う視点に立って河川、道路というものをもう少し

維持管理を徹底していただきたい。しかし、今の

現状では、それぞれ県道であれば県単独でやらな

ければいけない、市道であれば市単独事業、予算

の中でやれる範囲が限られておるということでご

ざいますので、大々的にやっていくとすれば、こ

れを従来の道路改良工事、道路維持改良工事とし

て、そういう特区で補助事業でできるようなこと

ができないのかどうか、特区申請に取り組んでい

ただけるかどうかをお伺いしたいと思います。 

○議長 二宮産業建設部長。

○二宮産業建設部長 ご質問の地方創生特区でご

ざいますけれども、ご承知のとおり、地域を絞っ

て規制を緩める国家戦略特区の枠組みの中で地方

の規制、新規事業や雇用創出を目指すものに対し

ての特区、それを地方創生特区というふうに認識

をしております。 

 ご質問の趣旨として出していただいておりまし

たけれども、道路の維持、河川維持の補助事業

化、あるいは道路構造令に基づく一律的な規格の

緩和、道路河川の管理体制、道路路肩、のり面等

の支障木の管理、設計における国と県と基礎自治

体との協議の場、以上の５つの点を上げていただ

いておりましたけれども、この関係につきまして

はいずれも規制を受けている部分というのは多く

ございません。現時点において、国が目指してお

ります地方創生特区としての申請はなかなか難し

いのではないかというふうに考えております。 

以上です。 

○議長 １２番元親孝志君。

○１２番元親孝志君 今の件についてはわかった

わけですけれども、この特区という話は小泉内閣

のときから始まりまして、今回で３回目になろう

と思います。今の安倍政権になりまして２度目で

ございまして、さきの安倍政権の特区は全国で６

カ所認定をされております。その６カ所は、東

京、神奈川、大阪、そして新潟市、福岡市、そし

て兵庫県の養父市でございますが、この養父市っ

ていうのは人口２万５，５００人の小さな市で

す。ここが、６カ所のうちの１カ所として指定を

されております。 

 昨年、我々会派でその養父市に特区の視察に行

きたいということで議会を通じて申し込みをいた

しました。そうすると向こうの返答が、来年の４

月以降まで予約がいっぱいですと、４月以降に再

度お申し込みくださいというふうな回答であった

んですが、特区をとっただけでそれだけのまず効

果があるわけですよ。いろんな人がそこに来る、

それだけでも効果がある。私は今の道路の話は無

理であっても、ほかにいろんな特区を西予市が何

かとればそれは一つの、単純な話、観光資源にな

ったりもするわけですから、この特区というもの

を地方創生の中で重要視されたらどうかなと提案

するんですが、再度ご回答お願いしたいと思いま

す。 

○議長 三好市長。

○三好市長 特区の概念でございますけれども、
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先ほどは相対的な概念を二宮部長のほうから申し

ましたけれども、特区をとれるものがあるとした

ら、それは一つ挑戦する価値は確かにあるものだ

と思いますけれども、今まで、事例に出てた兵庫

県の養父ですか、養父市の場合、農業特区だと思

うんですけども、農業特区も同じようなことを何

ぼもやっとったってそれは特区として、今ご質問

の趣旨には合わないわけであろうとは思うんです

けども。 

 ちょっと私どもとして特区を目指すべきものが

今あるかないかということになると、今のところ

想定するものが現実的にはありません。したがっ

て今後、そういうものがあるとしたら、また議員

の皆さんからもご提案をいただいて、また私ども

も研究してそのようなことになることをお互いに

研究していったらと、このように思っておりま

す。 

以上です。 

○議長 １２番元親孝志君。

○１２番元親孝志君 それでは、４番目の質問を

させていただきたいと思います。 

 人口減少を補填するためのＵターン、Ｉターン

に対する西予市の基本的な考え方をお伺いしたい

と思いますが、今回の地方創生のもともとの起こ

りというのは、日本の国の人口が例えば２０５０

年８，０００万人を割るというふうなことで、国

が人口減少に多大なる危機感を持ったということ

が事の始まりであろうというふうに思っておりま

す。この地方創生が目指すべきことは、国も地方

も人口をどうして維持し、確保していくかという

ことがこれからの大きな課題であるわけですが、

その中でたってき人口増加を考える手法としてＵ

ターン、Ｉターンの受け入れ、これが一番手っ取

り早い人口増加につながるわけでございます。 

 全国各地いろんな取り組みがありまして、今こ

れの言うたら争奪戦のような状況下にあると思い

ます。西予市において、Ｕターン、Ｉターンの受

け入れ態勢、あるいは今後の取り組みについてお

伺いをしたいと思います。 

○議長 大平企画財務部長。

○大平企画財務部長 元親議員にお答えいたしま

す。 

 人口減少問題につきましては、その原因といた

しまして市長の施政方針演説でも言われているよ

うに、特に２０代以上４０歳未満の若年女性の人

口が減少していくといったことで、さらにその世

代の次の世代の人口が減っていく、また大学や専

門学校等への進学、またこれに伴う求職により都

市部に人口が流出していくことが原因であるとい

うふうに考えているわけでございます。 

 ご指摘のとおり、全国で活況しているかどうか

は定かではありませんが、Ｕターン、Ｉターンを

人口減少対策の施策の重要な点として位置づけて

いるところが多いと聞いているのは事実でござい

ます。 

 特にＩターンの場合ですと、全く見知らぬ土地

に行くわけでございますから、非常に人生の決断

を迫られるような大きな話であるわけでございま

して、ＰＲしたからといっておいそれと人が来る

というふうな状況にはないというふうに考えてい

るところでございますけれども。 

 この動きについて国におきましては、移住ナ

ビ、移住のためにそれをサポートするためのホー

ムページみたいなものでございますけれども、こ

ういったものの整備や、今までもずっと継続して

おりますけども、地域おこし協力隊といったとこ

ろの拡充、Ｕターン者への奨学金の償還助成とい

ったところ、後は先ほど出た移住ナビのところで

ございますけれども、そこに載せるためのＰＲビ

デオの制作について地方特別交付税措置をすると

いうようなことが言われているところでございま

す。こういった動きに対応していく必要があろう

かと思っております。 

 きのうのご質問にもありましたけれども、今年

度実施いたしました空き家所有者のアンケートの

結果をもとに空き家台帳や空き家のバンクを構築

いたしまして、空き家の利活用に加えまして不動

産業者のとの連携といったところにより、空き家

以外の物件も含めた活用へと制度や体制を整えて

Ｕターン、Ｉターンを含めた西予市の移住促進や

定住推進に向けた動きをしていきたいと、このよ

うに考えているところでございます。 

○議長 １２番元親孝志君。

○１２番元親孝志君 大変難しい施策であると思

うんですが、３年前ぐらいですか、私ども会派で

島根県の海士町っていうところに視察に行きまし

た。先般報道されておりましたが、今ここの町、

島民の１割は移住者人口であるということで約３

００人移住されております。そこを見たときに、

何の変哲もない小さな島、それ以外の印象はない
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わけですが、そういう島でもやり方によれば３０

０人の移住者がある。 

 瀬戸内海のしまなみ海道にいろんな島がありま

すが、結構今離島に人が住み着いている。何であ

んな不便なところに人が住み着くのかなと、移住

するのかなと疑問に思っておるわけですが、これ

も何かのやり方があるんじゃないかなと。今全国

的にやられているのは、私は非常に賛成しないん

ですが、エビでタイを釣るみたいなことをやられ

ておりまして、これはちょっと賛成できないんで

すが、一工夫すればお金をかけずに人が移住する

方法が何かあるんじゃないかなと思いますので、

ご努力をいただきたいと思います。 

 次に、これも人口をふやす一つの施策ですけど

も、今西予市には２つの農業科があります。宇和

高、それから野村高校にあります。彼らはどうい

う経緯で農業科に進んだかはわかりませんが、私

は彼らというのは一番西予市に残っていただける

一番手近におられる方ではないかなというふうに

思っております。 

 人口をふやすっていうことももちろんですが、

西予市から若者を外に出さない、そのために何か

施策が打てないかということで、私は一番手っ取

り早いっていうのはこの農業高校を卒業した人た

ち、これは非常に重要な人材ではないかなという

ふうに思っております。 

 ところが、彼らは高校卒業して右も左もわかり

ません。そういう中で西予市に残るということに

なればそれだけのいろんな情報を与えていかなけ

ればいけないわけでありますから、できれば行政

それから家族、そして高校、これは県立ですが、

高校と連携しながら、そういう若者が西予市内に

残っていただけるような施策を打てないかという

ことと、それと２番目の質問も兼ねて申し上げま

すが、私は高校生が農業を学習して自立するには

それなりの不安があると思います。資金面であっ

たり、用地の取得であったり、いろいろあるわけ

ですが、そういったものに対して、高校を卒業し

た農業生が自立できるまでの施設としてインキュ

ベーター施設という考え方があると思います。イ

ンキュベーターっていうのは日本語に訳します

と、ふ化ということになるんですが、卵からひな

鳥になるこの過程、これをインキュベーターとい

うんですが、このインキュベーター施設、農業イ

ンキュベーター施設を市があるいはＪＡとタイア

ップして提供して、３年、５年、そこで学習しな

がら自立する機会をうかがう、そういう施設を提

供できないか。 

 この２つをあわせて質問させていただきたいと

思います。 

○議長 二宮産業建設部長。

○二宮産業建設部長 農業関係の学校と卒業生、

行政の三者の連携についてのお尋ねでございます

けれども、２６年度につきましてはまだ数字が確

定しておりませんので、平成２５年度の宇和高校

生物工学科卒業生２８名のうち農業に就業した生

徒は１名でございます。農業関連大学への進学は

５名、農業生産法人への就職が２名となっており

ます。野村高校畜産課では、平成２５年度の卒業

生が２９名で、うち農業や農業法人へ就業した生

徒はございません。農業大学校への進学は２名で

ございました。 

 ご指摘のとおり、農業関係の就業率、進学率と

いうのは非常に低くなっておりまして、心配をし

ているところですけれども、これまでの連携、支

援といたしましては、宇和高校や野村高校の農業

関係の生徒へ、それぞれの高校のファームステイ

や農業クラブの活動、農業講習会の経費の支援、

市長が会長を務めます各農業教育振興協議会へ負

担金として交付をしているところでございます。 

 ご質問の三者の連携は非常に重要だと考えます

けれども、まずこの農業教育協議会等を通じて三

者の協議を図っていくことが重要ではないかとい

うふうに認識をしております。 

 それから、ご質問のございました、インキュベ

ーター施設という言葉は、これ企業、つまり新た

に就農するための準備施設というような捉え方で

よろしいでしょうか。 

 農業者の高齢化や担い手不足が急速に進む中、

西予市の農業生産を維持するためには、新規就農

者の育成確保は喫緊の課題というふうに捉えてお

ります。このため、卒業生が新規に就農すること

が農業の担い手確保には一番近道ではないかと私

どもも考えております。 

 卒業生が農業を開始するには、農地や農業用施

設の確保、農業用機械の購入、機械を格納する倉

庫の整備など、親元就農でない限りは多大な資金

が必要となります。議員ご指摘いただきましたと

おり、就農直後の経営不安定な時期を市などが所

有する農地やビニールハウスなどの農業施設を利
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用して営農し、農業技術の習得や安定経営が図れ

た上で、独立就農していただくことは卒業生の就

農環境を整える一つの手段であるものと考えま

す。 

 しかしながら、地方公共団体が農地や農業用施

設を所有することは、農業試験場など一部を除い

ては規制がかかっております。ただ、仮に農地を

保有することができましても、行政が取り組む範

囲、指導にはなかなか限界があるというふうに思

います。 

 このため、市としましては、ご質問の中でも触

れていただきましたけれども、農業法人や企業、

農協などにこの役割を担っていただくのも一つの

方法かと思います。雇用する側の農業法人や企業

のメリットとしては卒業生の新規就農者を労働力

として活用することができ、経営規模の拡大や経

営の多角化等の新たな事業展開を図ることができ

るのではないかと思います。また、雇用される卒

業生にとりましては、新規就農のための経営感覚

や農業技術を身につけることもでき、独立自営の

ために力をつけることができるのではないかと思

います。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 １２番元親孝志君。

○１２番元親孝志君 なかなか正攻法でいくと難

しいっていうのはよくわかるんですが。 

 意外とおもしろい話をちょっとだけしますけれ

ども、今の漫画の世界ですけれども、「銀の匙」

という漫画が非常に売れているということを聞き

ました。今現在で１，５００万冊を突破したとい

うことでございます。これは北海道の大蝦夷農業

高校畜産課２年八軒勇吾という方が主人公の漫画

ですが、この漫画の影響で北海道の農業高校、今

まで入学志望者っていうのが定数割れをしていた

ものが、今年は１．５倍とか１．２倍とかという

ことで競争率が１．０を超えたというニュースを

聞いたんですけれども、正攻法はなかなか難しい

と思うんですが、視点発想を変えれば意外なこと

で農業従事者とか農業後継者っていうのはできる

んじゃないかなというふうに思いますので、諦め

ずご努力をいただきたいなと思います。 

 それでは、今まで西予市にとっての地方創生っ

ていうことを質問させていただきましたが、これ

からはそれぞれの、西予市の中にはそれぞれの集

落、それから地域があります。これはまた西予市

の地方創生と我々集落なり地域の地方創生ってい

うのは、言えば次元が違うわけでございまして、

この地域にとっての地方創生っていうことをちょ

っと質問させていただきたいと思います。 

 まず、今よく言われるのはどの地域も住民自治

が非常に弱くなったということを聞きます。私も

なぜこうなったのかなということを自分なりに調

べてみたんですけども、１つ言えることは住民自

治が低下した背景には、社会保障の充実っていう

ことがあるんじゃないかなというふうに思いま

す。社会保障が充実したことによって地域住民は

住民同士に頼らなくても行政に頼るという方向に

変わったんじゃないかなということで、これから

住民自治、これは行政が全てできればそれでいい

わけですが、東日本震災を見ますと、どうしても

行政だけでは担い切れない、住民同士のきずなで

あったり、支援、協力っていうのが必要であると

いうことが再認識されたわけですが、それをこれ

から再度住民自治を充実していくためには、私は

どうしても住民は行政をこれからも当然頼り期待

していくわけですから、住民と住民の間に行政が

割って入って住民、行政、住民で自治を確立して

いくほうが一番手っ取り早いのかなというふうな

思いがいたしておりますが、この住民自治に関し

て、行政の考え方をお伺いしたいと思います。 

○議長 大平企画財務部長。

○大平企画財務部長 行政の住民自治に関しての

認識を申し述べればよろしいでしょうか。 

 ご指摘ございましたけれども、住民自治組織が

非常に弱体化してきているのではないか、その原

因は社会保障の充実にあるのではないかというお

話がございましたけれども、これは２０１３年に

オランダにおいても同じようなことを言っている

方々がおります。実際はオランダ国王でございま

すけれども、オランダ国王はこう述べているわけ

でございまして、２０世紀は社会福祉の国家論が

あったと。これをずっとやり続けてきたけれど

も、今になってこれがなかなか難しくなってきて

いる。つまり国家で全ての国民の需要を満足に満

たすことは不可能であると、このように述べてお

ります。 

 翻ってみて私どものほうのところにいきます

と、先ほど住民は行政を頼りにするという話がご

ざいましたけれども、なかなか私どもとして行政

が全ての住民の需要に応えることっていうことは
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もはや不可能であるという時代になってきており

ます。私どもももちろん財政面という話もありま

すし、人的な面というところもありまして、これ

はなかなか難しくなってきているわけでございま

す。そういった意味で、これからの時代について

は地域社会の豊かさっていうのは、公助共助の精

神のもとお互いが支え合っていく住民自治が非常

に重要になっていくのではないかと、このように

考えています。 

○議長 １２番元親孝志君。

○１２番元親孝志君 住民自治、非常に難しいテ

ーマでありますが、今大平部長が言われておりま

したように、全てを行政で担うことは、これは不

可能でありますから、どうしても住民自治のこれ

からさらなる確立っていうのは必要になってくる

と思います。その手法として今一つの提案をしま

したが、どうしてもこれはもう住民だけではでき

ないっていうこともご理解をいただいて、そこに

どれだけの行政の役割があるのかということを再

認識していただければなというふうに思っており

ます。 

 そこで、２番目の質問になりますが、今さら言

うまでもなく、本当に地方、周辺地域、非常に疲

弊をいたしております。とにかくできれば一人で

も人が欲しいっていう状況下にあるわけですが、

そこの中で、これは韓国の話ですが、韓国は２０

０４年でしたかチリとのＦＴＡの締結をして農業

が急激に疲弊いたしました。これを国としてこの

ままでは国家の食料の安全保障が成り立たないと

いう一つの危機感のもとで、農村愛一村一品運動

というのを展開されました。これは、日本でもも

う既に静岡県ですとか、岐阜県あるいは茨城県あ

たりで始まっておるわけですが、今韓国では、私

が調べますと、１万６，０００組、企業と地域、

集落に企業が参加をしているのが１万６，０００

を超えたというふうな数字が上がっております。

これは非常に私は有効な地域の活性化であった

り、プラスになるんじゃないかと思います。 

 例えば地域でイベントをやる。人が足りないん

です。そういうときに、どこかの企業と提携して

てイベントに参画をしてもらって一緒に盛り上げ

るとか。あるいはまた、明浜だとミカンの収穫期

に大量の人が要る、そういうときに企業から応援

に来ていただいてミカンをとっていただくとか。

あるいはまた、こちらが一方的に企業に要求した

んでは企業もメリットがないわけですから、企業

のメリットもこちらは考えていかなければいけな

いわけですが、今の西予市の中でもいろんな集落

単位とか地域単位でこういう企業との連携、これ

を韓国の場合は日本でいう農協中央会が主体にな

ってやっておるみたいですが、日本の場合は期待

できないと思いますので、ここはやはり知名度の

ある信頼のある自治体というものが中に入ってあ

っせんをしていただくのが一番手っ取り早いのか

なと思うわけですが、この農村愛一社一村運動に

ついて、理事者の考えをお伺いしたいと思いま

す。 

○議長 二宮産業建設部長。

○二宮産業建設部長 元親議員の一社一村運動に

ついてのお尋ねでございますけれども、安倍政権

が地方創生を重点施策として掲げている中で、農

業農村の活性化は最重要課題の一つでございま

す。地方では農業者の高齢化や耕作放棄地の拡大

を背景とする農業農村の衰退が顕著となっており

ます。これを食いとめることができるかどうかが

地方創生の成果を大きく左右するものだと認識を

しております。 

 そこで、議員がご指摘いただきました官民一体

となって貴重な西予市の資源を地方創生の一つと

して利用し、高齢化により深刻化する人手不足、

耕作放棄地の拡大や地域の活力低下を食いとめる

手段を講じていくことは必要であると考えており

ます。ただ、先ほど例として出していただきまし

た一社一村運動でございますけれども、現時点に

おいて農村と民間企業の連携はなかなか難しいと

いうふうに認識をしておりますし、西予市におい

てすぐにあっせん、仲介を行う予定は持っており

ません。 

 国内においても、幾つかの県において取り組み

がされているようですけれども、取り組みの中身

あたりを確認をいたしますと、まだまだ体験農業

的な域を脱していない状況も多く見受けられるよ

うでございます。 

 参考ですけれども、愛媛県におきましても、一

社一村運動という呼び方はしておりませんけれど

も元気な集落づくり応援団マッチング事業という

事業を平成２２年から取り組んでおります。これ

は、地域を支える担い手が足りない集落に、企業

とかＮＰＯ、大学等が登録を行い、お手伝いに行

きますよというものでございます。 
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 私も城川支所の課長時代に川津南地区において

一度取り組みをさせていただいたところなんです

が、地域への負担が大きく継続しての取り組みが

なかなか難しいということで一度だけの取り組み

に終わりましたけれども、現状につきまして県に

確認をいたしましたけれども、現状としてもやっ

ぱりイベントの参加であったり、祭りの支援であ

ったり、文化祭の参加であったりというような状

況が続いているようでございます。 

 ご指摘いただいたような取り組みというのは、

何がしかの行動を起こしてみることは必要だと思

いますけれども、いわゆる農家のほう、受け手の

ほう、それから協力に来ていただく企業のほう、

そこらあたりの体制づくりがきちんとできないと

なかなか難しい問題だというふうに捉えておりま

す。 

以上でございます。 

○議長 １２番元親孝志君。

○１２番元親孝志君 ご答弁いただいたことは理

解できるんですけれども、先ほど言いましたよう

に現実として韓国では１万６，０００組が成り立

っておるわけですから、韓国にできて日本ででき

ないっていうのは一体どこに原因があるのかなと

いうことを考えざるを得ないわけですが、私はも

う少し調査研究をしていただきまして、一つの過

疎対策として外と、外部との人的交流っていうの

はどうしても私は有効な手法であるというふうに

考えておりますので、引き続きもう少し調査をい

ただければというふうに思っております。 

 それでは、３番目でございますが、公民館への

産業建設部所管職員の配置についてということで

お伺いしたいと思います。 

 これは、昨日の浅野議員の代表質問にもありま

したが、経済振興ということ。 

 今私は個人的に思うことは、地方がこれだけ衰

退した大きな要因って何かといったら、都市と地

方の産業競争において地方は負けたと私は思って

おります。産業競争に地方が負けて地方は衰退の

一途をたどっておるんじゃないかなという思いが

いたしておりまして、これから地方創生っていう

ことを考える上で何を優先的にやらなければいけ

ないかというと、まず産業振興、産業の活性化な

くしてあらゆるものは成り立たないというふうに

思っております。 

西予市においても、過去、戦後ある時期までは

非常に立派な産業がありました。特に宇和町の米

なんていうのは、江戸時代から明治、大正とこん

なすばらしい産業っていうのはなかったというふ

うに思っておりますが、これも今衰退をいたして

おります。野村町においても、かつてはシルクで

あったり、たばこであったり、十分個々の産業と

して家庭を養っていくだけの力があった。これが

時代の変化の中で淘汰されて新しいものに取って

かわられた。この産業競争に負けた結果が今の現

実であるというふうに私は思っているわけです

が、そうすればどうしても地方創生、産業振興と

いうものに重きをおいて取り組んでいくことが、

一番西予市が活性化していく近道であるというふ

うに思っております。 

 ところが、現実を見ますと、例えば横林公民

館、ここは教育部署、教育部が所管をいたしてお

りまして、社会教育の場であります。これはかつ

ては社会教育もおくれてた時代があって、当然こ

れの必要性があったと思いますが、今我々周辺を

見たときに社会教育がおくれて地方が衰退してい

るわけではない。産業振興がおくれてるから人が

住めないというのが私は正直なところだと思いま

す。ですから、どうしても産業振興をやっていた

だきたいということがあります。 

 それから、私がいろんな優秀な企業経営者の話

を聞いて感じることは、企業経営にとって現場に

金もうけのネタが落ちてるという発想がありまし

て、優秀な企業経営者は現場主義というのをとら

れます。じゃあ行政はどうかというと、私は現場

にこそ課題があるというふうに思っております。

ところが、この課題を解決するための人員が私は

手薄であるというふうに私は思っておりまして、

この課題の多い現場というものをもう少し行政も

現場主義的な発想で解決の方向に動いていただけ

ればというふうに思うわけですが、西予市も行政

効率云々で職員数も随分削減されております。そ

の努力もわかります。こちらの本庁の事務事業の

多さもよく理解できますが、そこの中で何とかそ

ういう工夫をしていただきまして、周辺の今抱え

ている非常に多くの集落の課題、地域の課題って

いうものに直接携われるような職員の配置ってい

うのは現実できないのかどうかっていうことを、

毎回言っているようでございますが、今回も改め

て質問をさせていただきたいと思います。 

○議長 宗総務部長。
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○宗総務部長 ただいまのご質問の公民館等への

職員の充実ということだろうと思いますけれど

も、議員ご指摘のとおり、地方の衰退の原因につ

きましては地場産業の衰退が大きな原因というこ

ともあろうかと思っております。地域で安心して

生活を営む上では、安定的な収入の確保が重要で

ありまして、経済的な基礎基盤を整えることが非

常に重要になっておるというふうな認識をしてお

るところでございます。 

 西予市では、地域がみずから考え、みずから行

う事業により地域内分権を進め、地域活性化を目

指しておりまして、平成２３年度からは地域づく

り交付金事業を実施してまいりました。その中で

職員を推進員として地域づくり組織へ配置もして

おります。また、地域おこし協力隊や各支所への

地域担当職員の配置など、地域産業の掘り起こし

や新たな分野に挑戦していく仕組みづくりも取り

組んでおるところでございます。それぞれの地域

でそれぞれが考え、工夫を凝らした事業が少しず

つではありますけれども動き出しているんではな

いかというふうな感じをしておるところでござい

ます。 

 また、これらの活動の中心的な役割を各地区の

公民館が果たしているケースも多く見られており

ます。従来の公民館の役割に加えまして、地域活

性化の重要拠点としての位置づけ、地域振興に努

めてまいりたいというふうに考えております。平

成２７年度におきましては、モデル的なケースで

ございますけれども、地区の公民館に再任用職員

を配置をしまして地域づくり組織に対する支援、

あるいは新たな地域振興、産業振興を図るための

取り組みもしていきたいというようなことを考え

ているところです。 

 それぞれの地域では、地域の特徴を生かした独

自の取り組みがございます。その分野、あるいは

方向性も異なっておりますので、地域の中で地域

の振興に何が必要なかを十分協議をしていただい

て、方向性を見きわめていきたいというふうに考

えております。 

以上、答弁といたします。 

○議長 １２番元親孝志君。

○１２番元親孝志君 今部長の説明では２７年度

から再任制度を利用して派遣をするという回答で

あったと思いますが、それ大変ありがたいと思っ

ております。ただ一つ、こちらから要望するとす

れば、その職員の方が行政の意思決定で動くとい

うだけでなく、住民の意思決定もなすことができ

る、住民と一緒に知恵を出せることができるよう

な環境に置いていただきたいなというふうに思っ

ております。その辺いかがでしょうか。 

○議長 三好市長。

○三好市長 今の元親議員の今の問題の再質問に

ついて非常にいいご指摘のところがあるんですけ

れども、実は私も、今回モデルケースとしてある

地区の公民館のところに再任用職員を配置すると

いうことを今部長が申しましたけれども、これは

第一歩だと思っております。といいますのは、地

域づくり交付金制度を利用した地域づくり組織を

今つくって動いておりますが、今先駆的な事例が

島根県の雲南市にあります。ここはどういう組織

をしておるかといいますと、公民館を廃止しまし

て、これは公民館は必置義務ではないです、だか

ら公民館を廃止して自治センターという形で地域

が動いている。いわゆる地域づくりの組織、うち

らがつくっている地域づくり交付金制度の組織が

自治センター機能を持っておるということであり

ます。地域の産業等々も含めた全てのことを地域

の住民がやっておると。 

 あわせまして、今私たちが一緒に全国の連携の

協議会をつくりましたけれども、その中でも動き

を今からしようとしておるのが、地方自治法の中

における法人化。今例えば集落組織が法人化をす

る場合に、地縁団体というので法人化ができると

ころがありますけれども、それを一つ越えた法人

化の組織をもってやっていこうという発想です。

この発想を今国に要望することによって流れが変

わってくる可能性があります。私も本来目指して

おるのはそこであります。したがって、平成の大

合併の前、もう一つ前の昭和の大合併の前、ここ

にあった村には役場があったんですから、そうい

う組織体として物事を考えていくところを西予市

がつくっていったら地域づくりは本当にできる

と、このように思っております。 

以上、答弁とします。 

○議長 １２番元親孝志君。

○１２番元親孝志君 市長から力強い回答をいた

だきまして、本日一般質問した意義があったのか

なということを今実感しておるところでございま

す。 

それでは、最後の質問をさせていただきたいと
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思いますが、私は今回の地方創生に関して自分な

りにいろいろ考えをめぐらせてみました。その中

で一つ思ったことは、今西予市は地方創生の中で

西予市の課題をいかに解決して将来につなげてい

くのかという取り組みを今からされるわけです

が、西予市の課題っていうのは一体何かというこ

とを考えたら、これは西予市内のそれぞれの集落

の課題、あるいは地域の課題、その総和が西予市

の課題ではないかなというふうに私は考えまし

た。 

 そこで、西予市がこれから地方創生を進めてい

かれる上で、それぞれの集落、地域の課題がわか

ってないと西予市の課題解決につながらないんじ

ゃないかということを考えまして、私は昨年の暮

れに私の地域の区長さんの協力をいただきまし

て、自分の地域の課題を一回拾い出してみよう

と。現状を分析してそして問題点を出して、そし

てそれをどうしたら解決できるかを考えていった

らどうかと。西予市にお願いして、西予市ででき

ないものは西予市が国や県にお願いをして解決し

ていただく、そういうものを先につくってないと

当然今回の地方創生の中で我々の地域は対象外に

なるんじゃないかなという一つの懸念を抱きまし

て、私は自分でこの横林地域、横林を洗濯し候と

いう冊子、これは非常に拙速な幼稚なもんでござ

いますけれども、これも二、三年これを改良して

いけば私は立派な地域の資料になるんであろうと

自負しておるところでございますが。 

 これをつくった上で、それぞれのアンケートを

見ておりまして非常に残念なことが幾つかありま

した。それは、アンケートの中で将来の夢ってい

うのが何かあれば書いてくださいという質問、設

問をしたんですけれども、当然何の回答もありま

せん。将来の夢がもうないんですよ。夢がないっ

ていうのは二つの解釈の仕方があって、今に満足

してるからこれ以上の将来の夢はないという解釈

と、将来を諦めてるから夢がないと、二つの夢が

ない解釈があるようですけれども、私は単純にし

てこの地域では将来に対して諦めがあるんじゃな

いかなと。 

 これは非常に危機的なことでございまして、皆

さんに夢がないんならじゃあ私が夢を提供しまし

ょうということできょう質問をさせていただくわ

けですけれども、この横林地域も何の変哲もない

取り柄もないところですが、それでもいろいろ探

してみますとやっぱりあるんですよ、それぞれに

宝というか財産が。 

 この横林地域は、西予ジオパークでもジオのポ

イントに指定をしていただいておりますが、河成

段丘、Ｖ字谷渓谷という形で一つのジオのポイン

トになっております。これは恐らく数百年前、河

床の掘削によって今の地形ができておるわけです

が、これは非常にすばらしい形をいたしておりま

す。大野ケ原から舟戸川が流れ込み、そして城川

町からは黒瀬川が流れ込む、そして宇和町からは

宇和川が流れ込んで３つの川が一カ所に合流して

いるわけでございます。恐らく数百年前ここは非

常に豊かな扇状地であったということが今でもわ

かるんですが、私の周りの畑を掘り起こしますと

当時の石がごろごろ出てきます。ここが昔の扇状

地、平野であった、それが数百万年の間に百数十

メートル削られて今の地形ができたという一つの

考古学的なロマンがあるわけですが、この地形を

生かして何か観光振興ができないのかなというこ

とを考えたときに、私の地域に、ここにもつけて

おりますけれども、７つの橋があります。国道

橋、市道橋、県道橋、これ立派な橋でございまし

て、これをもう一つ我々の集落と集落、二百数年

前の地形の集落と集落を日本一のつり橋でつない

でみてはどうかなという考え方であります。 

 これは大分県の九重町が“夢”大吊橋というの

を、これ日本一長い、日本一高い橋であります

が、ここの事業費２０億円かかっておりますが、

既に７年間で８００万人の入場者を超えたという

ことで、１人当たり５００円ですからざっと計算

しても４０億円近いお金が入っているわけです。

２０億円投資をして４０億円の収入、これを７年

で達成できる事業なんてそうないと私は思うんで

すが、この私の地域もここは長さが３９０メート

ルで日本一ですから、４００メートルの橋をかけ

れば日本一になるわけですが、日本一の大つり

橋、夢のつり橋をかけていただいて地域振興の一

助としたいと思いますが、理事者の考えをお伺い

したいと思います。 

○議長 大平企画財務部長。

○大平企画財務部長 元親議員にお答え申し上げ

ます。 

 ご提案ありがとうございます。大つり橋につき

ましては今ご紹介のありました大分県九重町にあ

る九重“夢”大吊橋、これが日本一なわけでござ
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いますが、２番目としまして茨城県常陸太田市の

竜神峡が有名なわけでございます。 

 今もご紹介がありましたけれども、私もインタ

ーネット等で調べてみますと、先ほどの“夢”大

吊橋につきましては平成１８年に建設され、建設

費が２０億円、年間５０万人程度が訪れまして入

場収入は恐らく先ほどもお話がありましたが、単

純計算で４０億円という程度になっておるものと

思われます。 

 一方、竜神峡でございますけれども、これは平

成６年に建設されまして、建設費３３億円、年間

２０万人程度が訪れまして、入場料収入は恐らく

これまでの累計で７０億円程度になっているので

はないのかなというふうに思われます。 

 いずれも人件費や修繕維持費といったものがか

かっていると推察されますので、その分の費用を

差し引いた正味の利益というのはどの程度か正直

わかりませんが、入場者数も非常に頭打ちで減少

傾向にどうもあるようでございます。また、この

つり橋の耐用年数等々も考えますと、耐用年数過

ぎた後にこの橋はどうなってしまうのかというと

ころも含めて考えると、多分自治体のほうでは頭

を悩ませているのではないのかなというふうに思

っている次第でございます。 

 さらに、現在箱根においてさらに長い橋、４０

０メートルぐらいある橋だそうですが、三島大橋

というのが建設中でございまして、２０１５年１

２月に何かこちら完成するそうですが、３０億円

程度で大体年間１８０万人来場者数を見込んでい

るということだそうですけども、このいずれの橋

のそれぞれも近くに大きな観光地がある、そのつ

いでに来ているというようなところもあるようで

ございます。 

 恐らく元親議員も何か目玉はないのかというこ

とでのご提案だと思いますけれども、私どもとい

たしましては、少しお考えが違うかもしれません

けれども、ジオパークという自然や文化、こうい

った価値になるべく手を加えず今ある状態、特徴

を生かしながら、市民とともに知恵を出して特色

がある、ほかの地域とは違うところを生かして、

人々が訪れる、集う西予市にしていきたいと、こ

のように考えております。 

○議長 １２番元親孝志君。 

○１２番元親孝志君 ありがとうございました。 

 国は地方から知恵を出せ知恵を出せと言われま

すが、我々が出せる知恵というのはたかだかこう

いうものでございまして、本当にいい知恵があれ

ば行政の方に教えていただきたいというのが本音

でございます。莫大な金をかけなくてもそりゃい

ろんなやり方があると思いますが、一つだけ私も

ここは陳情の場ではありませんから政策提言をし

たいと思いますが。 

 私の地域は、かつては交通の要衝で非常に多く

の旅館がありました。７つも８つも当時あった時

代があるんですが、やはり車社会になってこれが

疲弊して、今はほとんどが営業をされていないと

いう状況ですけれども、ここには立派な施設がま

だ今残っております。こういった施設を行政が活

用していただいて、ここから大野ケ原あるいは城

川の一つの拠点として何か活用できないかという

思いもあるわけでございます。大きな橋が無理で

あれば地についた話として地上に建っておる建物

を利用して何か地域創生、地域再生はできない

か、ここをあわせてお考えいただければと思って

おります。 

 時間がありませんので答弁要りませんが、政策

提言として提案をさせていただきます。 

 以上で質問を終わります。 

○議長 暫時休憩といたします。（休憩 午前１

０時０７分） 

○副議長 再開いたします。（再開 午前１０時

２０分） 

 次に、４番田中徳博君。 

○４番田中徳博君 議席番号４番田中です。ただ

いま議長より許可をいただきましたので、通告書

に従い分割方式で質問したいと思います。 

 さて、世界ではパンドラの箱をあけたごとく各

地で紛争が勃発し、日本の政治においても特定秘

密保護法とか法改正とかの動きで戦争放棄も遠く

かすみ始め、まるで日本国民に目隠しをし、地雷

原へつながる道へ誘導しているとしか思えないあ

りさまです。 

 大地においても、地球温暖化の影響で潮の流れ

が変わり観測史上まれな気象状況をつくり出し、

集中豪雨、大豪雪など、大災害が発生、また地殻

の変動に起因にする火山噴火や地震が多発してい

ます。 

 人においても、都会では子供同士の悲惨な事件

が先日も発生しておりました。都会で教師を目指

した若者がモンスターと呼ばれる人たちを目の当
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たりにし、教師の道を諦めたとも聞いておりま

す。 

 そういった中、我が西予市も少子・高齢化は免

れず、城川の昨年の出生がわずか３人と聞いて驚

き、西予市の人口も年度末の移動があるとはいえ

４万１，０００人を切ってしまいました。 

 暗い話が多い中、我々として西予市の近未来の

ため何をなすべきか。これからも続くであろう混

沌とした世を生き残り、危険から遠ざかる知恵と

体を次の世代に残すことだと思います。 

 知、徳、体と言われる教育、これしかありませ

ん。 

 特に徳育。学校の統合により子供たちに新たな

出会いが始まっており、社会人として身につけて

おくべき人としてのあり方を学んでほしいと思い

ます。周囲の我々としては、気配りをし温かく見

守ることだと思います。 

以上の意味合いを含め教育関係の質問を１つ。 

 次に、利用客の少ない福祉バス等を見るにつ

け、なぜだろう、運行目的を考え直す必要を感

じ、２番目の福祉関連の質問をいたします。 

最後に、地域おこしの起爆剤となっている貴重

な人材の流出を恐れ、雇用関連の質問をいたしま

す。 

 それでは、質問の１番目として次の質問をいた

します。 

 教育関連として、１、学校統廃合のメリット、

デメリットにかかわる現場での対応について。 

 （１）徳育について、（２）知育について、

（３）体育について、（４）規模の大きい学校の

長所である大人数による切磋琢磨について、

（５） 

環境の変化についていけない児童への対応につい

て。この詳細として、１番から３番については学

校が統合されたことによりどういった問題が浮上

しているのか、また長所を伸ばし、短所を補う方

法はどういった方法をとられているか、４番目と

して統廃合のデメリットが取り沙汰されることが

多い中、児童数の多い、例えば宇和小学校で切磋

琢磨の結果、ロープジャンプのほかにも陸上の県

大会等で優秀な成績をおさめられたように、統廃

合により能力のさらなる向上が期待できるのでは

ないかと思っております。（５）として新年度を

間近に迎え新しい環境、特に人間関係、自分とは

違う環境で育ってきた同級生、上級生、下級生と

どう人間関係を築くか、学校として求められてい

る役割と現状及びこれからについて、いじめ、登

校拒否に対する予防措置はとられているか。 

 ２番目として、廃校となる学校施設の利用につ

いてお伺いしたいと思います。 

 校舎、体育館、グラウンド、プール、トイレ等

の管理、取り扱いについて、有効利用のネックと

よく言われる補助残とか、目的外使用とか、そう

いった方法を何かクリアする方法はないものかお

尋ねします。 

○副議長 宇都宮教育長。

○宇都宮教育長 学校統廃合のメリット、デメリ

ットの問題、それから廃校による学校施設の利用

の問題、大きく２つ、さらには細分化した分で６

問ほどご質問いただいたと思います。 

 私のほうからは、統廃合の関係で徳育、知育、

体育について、統合後にどんな問題があったかと

いう質問についてお答えいたしたいと思います。 

 統合の問題ということで、現実的には三瓶小学

校１校しか例はございませんけれども、三瓶小学

校は４校の統合によりまして児童数は現在２７２

人、学級数は１２の小学校になり、子供たちは現

在スクールバス等を利用しながら元気で通学いた

しております。 

 実は２６年７月に４年生から６年生までの児童

１３５人を対象にアンケートを実施いたしまし

た。その結果、９４．８％、非常に高い数字です

が、学校に行くのが楽しいと、楽しみであるとい

う回答を得ることができました。その最大の理由

は、友達がふえた、友達がふえてうれしいという

意見でございました。現在のところ再編によって

環境が変化したことによるいじめや差別、さらに

は体力的なものを要因とする問題が生じていると

いう事例は把握しておりませんので、特に合併に

より問題が生じたということはないように考えて

はおります。 

 ご質問の徳育についてでございますが、これは

道徳の時間を中心とした小学校の全教育活動にお

いて心を育てる教育を推進いたしております。こ

れまでより人数がふえたことで、より多様な意見

に触れ自分の考えを深めることができると考えて

おります。成長過程ごとに適した教育を継続して

進めているところであります。 

 知育でございますが、学級の人数がふえたこと

で可能となりました学習形態もございますし、学
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習内容に応じた多様な形態、学習が可能となって

おります。 

 体育につきましても、複式学級が解消されたこ

とによる、適正規模の中での体育活動が実施でき

ておりますので、運動に関しては特に環境が整っ

てきたというふうに考えております。運動会や課

外授業においても、同年代の仲間たちに競争意識

を持ってよい意味での切磋琢磨もできております

ので、結果的に体力や技術力の向上につながって

いる事例もございます。 

 小規模校、大規模校と児童数の差異はございま

すけれども、学校教育は個人個人の長所をどのよ

うにして伸ばし、短所があればそれをどのように

補うのか、教員が考え判断してそれぞれ個別に判

断いたします。きめ細かい指導とは児童一人一人

の問題を的確に把握して個に応じた指導を行うこ

とでございますので、人数が少なければできる、

人数が多いからできると、そういうものではない

という考えで頑張っておるところでございます。 

 以上、３問についての答弁とさせていただきま

す。 

○副議長 増田教育部長。

○増田教育部長 それでは、ご質問の中の大規模

校の長所である大人数による切磋琢磨について、

それからもう一点、環境の変化についていけない

児童の対応について、それから廃校となる学校施

設の利用等、法的なネック、そういったものにつ

いてお話をさせていただきたいと思います。 

 大規模校の長所である大人数による切磋琢磨に

ついてでありますけれども、西予市内では三瓶小

学校、宇和町小学校、それから野村小学校など比

較的児童の多い小学校がございます。数多くの同

級生の仲間たちに囲まれまして切磋琢磨できる環

境では、特に集団で行うことのできる活動、それ

から多くの機会、そういったものが体力や技術の

向上に寄与しているということは少なくないと考

えます。 

 田中議員のご指摘にございましたようにロープ

ジャンプでございますけれども、宇和町小学校全

国２連覇という偉業を達成してくれました。この

競技、１チーム１３名から２０名までの選手が入

れかわって飛び続ける、個人の技術もさることな

がら、その入れかわるあうんの呼吸で入れかわっ

ていくというチームワークの必要がある非常に激

しいスポーツです。指導もさることながら、子供

たちの毎日の練習、努力がなければ達成できなか

ったことだろうと思います。ついこの間、先般乙

亥会館で四国大会がございまして、さすが日本チ

ャンピオンでございますが、僅差ではございまし

たけれども宇和町小学校が優勝いたしました。子

供たちのひたむきなその演技、競技、観衆を魅了

して多くの人たちを感動させてくれました。 

 そのほかにも、団体で行う綱引き、そういった

ものも全国大会への出場が決まっております。個

人につきましても、陸上、水泳、バドミントン、

文化面でも目覚ましく活躍をしてくれておりま

す。 

 こういった互いに切磋琢磨することを通して、

協調性やたくましさ、そして相手を思いやる心や

社会性、そういったものが育まれていくことだろ

うと思います。 

 その一方で、小規模校においては集団で行う学

習や運動の機会は大規模校のようにはまいりませ

んけれども、個人でいいますと、例えば大野ケ原

小学校の有間さんとか河成小学校の入船さんなん

かは県での幅跳びとか高跳びで大活躍をしてくれ

ております。同様に実情に応じた個々のきめ細か

な教育指導を進めておりまして、児童の多い学校

と比較して体力や技術力等に大きな差が出ている

ということではございません。先生方は一生懸命

教育条件に応じた指導をしていただいておりま

す。 

 次に、環境の変化についていけない児童への対

応でございますけれども、学校の統合から見ます

と、児童数がふえていることで幅広い友人関係が

築きやすく、その中でもまれまして精神的に成長

することや他地区の友人がふえることで横のつな

がり、あるいは縦のつながりが広がっていく、人

間関係が広くなっていくと、大勢の中だと他人に

任せようという考えが出てくる可能性がございま

すけれども、逆に自分の役割を考えて自分なりの

考えで行動していこうということ、それから同級

生の多様な考え方に触れることができるグループ

学習によって、よりよい人間関係が構築できるも

のと考えております。しかしながら、全ての児童

がそういうなるかといいますと、それは個人個人

の感受性の相違もあり難しいと考えますので、こ

のような環境の変化に対応しづらい児童がいれば

一人一人の状況を教員が的確に把握し、個人に応

じたきめ細かな支援、指導を行うことを対応して
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おります。また、学校再編によって自分とは違っ

た環境、場所で学んできた仲間たちと新しい教育

環境に早くなれ、順応できるよう、計画的に、か

つ機会を捉えながら心の教育を進めてまいる所存

でございます。 

 それから、校舎、体育館、グラウンド、プー

ル、トイレの管理、取り扱いについてでございま

すけれども、学校再編が進んでおりますので、ご

存じのとおり三瓶小学校が統合し、来年度、来月

明浜、野村がそれぞれ統合すること、現在各地域

において閉校及び開校に伴う準備を進めていると

ころでございます。 

 ご質問の閉校となります学校施設のご利用でご

ざいますけども、運動場、体育館につきましては

社会体育施設に転用いたしまして、今まで同様に

地域のコミュニティー拠点としてのご利用をいた

だきたいと考えております。運動場、学校施設、

それから屋外トイレ、そういった施設につきまし

ては、当然社会体育に、施設に付随するものでご

ざいますので、市のほうで管理をしてまいりたい

と思います。地域に愛着のある身近な施設でござ

いますので、地域との協議が必要かとはございま

すけれども、地域が管理をしている場合ならお願

いをしたいと考えております。 

 プール施設でございますけれども、学校プール

としての役割のほか、災害時における防火水利と

して指定しておりますので、消火活動の際には重

要な役割を果たしてまいります。このことから、

消防本部や地元消防団、関係機関と協議をしまし

て、代替の水利が確保できるものであるとすれ

ば、衛生面とか危険性とかそういうのを鑑みまし

て水を抜いた状態で管理をしてまいりたい、ある

いは将来的には取り壊しも視野に入れていきたい

と思います。 

 それから、法的なネックでございますけれど

も、学校施設というのは多額の国庫補助を財源で

受けて整備をされたものでございます。具体的に

申しますと、公立学校財産処分手続の弾力化とし

て、国庫補助完了後１０年以上経過した建物は無

償により転用あるいは貸与、譲渡、取り壊しをす

る場合は文部科学大臣へ報告により国庫補助金納

付金が返納免除となります。１０年未満の建物に

ついても文科省への承認申請をすれば国庫納付金

が免除になるということでございます。 

西予市内では１０年以上を経過しておりますの

で、報告によって、魚成小学校がまだなっており

ませんけれども、統合校でございますので転用と

かはございませんので報告することによって免除

となります。ただ、耐震化をしておりますので、

まだ１０年たっておりません。このことについて

は、今承認申請をしておりますので、承認が受け

れるものと思います。 

 それから、閉校しました校舎については、建築

基準法によって学校として建築確認を受けており

ますので、学校以外の建物に、例えば簡易宿泊所

にする場合であればそういった宿泊施設に適応し

た建築基準法に、あるいは関係法令に沿って改修

をする必要がございます。 

以上、答弁といたします。 

○副議長 ４番田中徳博君。

○４番田中徳博君 今ほどの答弁でうれしい内容

ばかりなので、一抹の不安を覚えておりますが。

統廃合ぜひ進めていきたいと、進めていってほし

いと、子供たちが主役やという観点でできるだけ

地元の協力なり、理解を深めて進めていってほし

いと思っております。 

 続きまして２番目として、福祉関連で、西予市

交通バスの現状についてということで、時々見か

けるバスの利用者が少ないということで、何かど

っかがボタンのかけ違いがあるんじゃなかろうか

と、そういったことを見直す必要があるんじゃな

かろうかと。バスの利用者が少なく費用対効果も

上がっていないように思える。利用者をふやす手

だてを考えてほしい。 

 また、乗り合いタクシーについても何か手だて

はないのかと。交通バスや乗り合いタクシーにつ

いては、利用者の声を聞き、老人クラブ等へ出向

いて説明する、また手を引っ張って乗せてあげ

る、そこまでしないと普及しないのではなかろう

かと思っております。その辺の行政のサービスに

ついてお考えをお聞きしたいと思います。お願い

します。 

○副議長 大平企画財務部長。

○大平企画財務部長 田中議員にお答えいたしま

す。 

 福祉関連ということでございますが、地域交通

のお話でございますので、私のほうからご答弁申

し上げたいと思います。 

 まず、生活交通バスのほうからお答えいたしま

すけれども、運行開始から１月末まで西予市生活
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交通バスの利用状況につきましては、西予市民病

院游の里板ケ谷線におきましては１，３９５人と

なっております。西予市民病院游の里線では１，

１４７名、田野中伊賀上西予市民病院線では４３

８人ということになってございます。 

 西予市民病院の開業に合わせまして路線変更を

しておりますけれども、平成２３年度の同時期の

比較でございますけれども、３路線とも約２割減

少しているといったところでございます。全路線

を西予市民病院と結んでいるため、田野中及び伊

賀上方面の利用者が游の里へ行く場合でも西予市

民病院を経由するといったことになりまして、今

までより時間がかかってしまうことが利用者の減

少となった原因の一つかもしれません。現状この

ような状況でございますけれども、先ほどご指摘

もございましたように老人クラブ等への説明会の

実施や利用者の意向を反映した運行内容について

宇和各地の新交通システム構築協議会において議

論いたしまして、利用者が使いやすい時間帯での

運行へと改善してまいりたいと、このように考え

ております。 

 もう一つ、デマンドタクシーのお話がございま

したけれども、こちらも運行開始から１月末まで

の宇和地区デマンド乗り合いタクシーの状況でご

ざいますが、１，２５１名ということになってご

ざいます。これも平成２３年の同時期と比較いた

しますと、利用者はおよそ半減しているといった

ような状況でございます。減少の主な理由といた

しましては、利用するためには運行事業者へ電話

予約する必要がございまして、そのようなことが

煩わしいとか、後は利用方法がよくわからない、

また病院から帰りの時間や時刻表が合わないとい

ったようなことになっているのではないのかなと

いうふうに思います。または、身近なところにお

願いすれば連れてってくれるのではないかといっ

たようなところも、面倒くさいことよりも身近な

人というところもあろうかと思います。利用者は

ご高齢の方が多いわけでございますけれども、乗

り合いタクシーの利用法についていろいろな機会

を通じて説明をしていかなければいけないと、こ

のように認識しているところでございます。 

 今後は、利用者ですよね。利用していない方々

からいろいろなご意見をいただきますけれども、

やはり利用者のヒアリング等を通じまして意向を

反映していきたいなと、このように考えていると

ころでございます。 

○副議長 ４番田中徳博君。

○４番田中徳博君 部長から説明をいただきまし

た。各こういうパンフレットがあります。冷蔵庫

へ張っておいても、正直な話、よくわかりませ

ん。実際この中におられる方で何人の方が試しに

乗られたかなと、自分を含め乗ったらいいなと思

いつつ乗っておりません。ということで、目線を

年配の方というか、高齢者の方、利用される方の

立場に立って、実際やってみてそこでふぐあいが

ないかと、改善点はないかと、そういったスタン

スでやってほしいし、自分個人としても１度や２

度は乗ってみるべきだなと思っております。 

 それでは、続きまして雇用関連ということで気

になっていることがありましたので、質問をしま

す。 

地域おこし協力隊の現状について。 

 １、任期満了後についてということで、若い人

たちの力はすばらしく、地域の活性化には欠かせ

ないものである。任期満了により即戦力である貴

重な人材を手放すことなく、地域の宝にしてほし

いと思います。つなぎとめるのではなく、お互い

を生かす場づくりをしてほしいと思っておりま

す。こういった人材確保についての考えをお聞か

せ願いたいと思います。 

○副議長 大平企画財務部長。

○大平企画財務部長 田中議員にお答えいたしま

す。 

 今お話し、ご指摘のあった点については全くも

って同感するところでございまして、地域におい

て協力隊の皆様方がそれぞれ定住していくなり、

そういったところに力を注いでいかなければいけ

ないなと、このように考えておりますが、テレビ

を見られている方でわからない方もいらっしゃる

と思いますので、若干概要等々をご説明させてい

ただきたいなというふうに思います。 

 地域おこし協力隊でございますが、これは総務

省の事業でございまして、平成２１年から施行さ

れているわけでございます。内容といたしまして

は、都市部から過疎地域等への条件不利地域に住

民票を移しまして、自治体が協力隊として委嘱す

るというような内容になっております。隊員は、

与えられた地域協力活動を行いながら定住、定着

を図るというような取り組みでございます。３年

間ではございますけれども、隊員１名当たり年間
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４００万円の特別交付税が措置されるということ

でございます。平成２５年度において、全国では

９７８名、愛媛県では現在３９名、うち西予市が

８名ということになってございます。配属に関し

ましては、本庁ジオパーク推進室に１名おりま

す。明浜、野村、三瓶のそれぞれの支所の総務課

に２名と、城川支所に１名ということになってご

ざいます。活動内容といたしましては、配属地域

や各隊員の自立計画によりさまざまなわけでござ

いますけども、例えば三瓶の協力隊員は、かんき

つ農家の後継者としての自立を考えているという

ところでございます。農業面において、自立に関

しましては農地、倉庫、車、各種機械だとかとい

ったような課題がございますけれども、これまで

の協力活動の姿勢や定住への意欲、地域住民との

つながりなどが評価されまして農家から貸与いた

だいているというような話まで進展して、自立の

道が描けているのではないかというふうに考えて

おります。 

 このように、協力隊の自立、定住に関しまして

は、本人の意欲や能力のみならず地域との良好な

関係性を築くといったことが非常に大切ではない

のかなというふうに思います。これこそまさに非

常に大事なことでございまして、地域の方々がや

はり理解をしてそれを受け入れていくといったよ

うなことが求められていくのではないのかなとい

うふうに考えております。 

 いずれにしましても、以前も、これは平成２１

年から継続してる事業でございますが、こちらに

残られた方々もおりますし、今後も残っていただ

ける方もおると思いますので、そういった意味で

地域で支えていかなければいけないなと、このよ

うに考えている次第でございます。 

○副議長 ４番田中徳博君。

○４番田中徳博君 今部長の答弁の中で地域で支

えていくという言葉がありましたが、実際こちら

に生活の根拠地を持っていただき、あわよくば家

庭を持っていただき、西予市の人口増につなげて

ほしいといった思いがあります。 

 私の心に刺さっている言葉がありまして、その

中の一つに人間は人間の愚かさによって殺される

という言葉がありまして、その言葉を耳にした途

端、どちらの立場にも立ちたくないし、今世界を

見たときにまさにこれだなという感じがしまし

た。できるだけそういった立場に立ちたくない、

遠ざかっていたいというのがありました。 

 また、２つ目に一つありますのは、高校のとき

大学の教授の授業を受けるチャンスがありまし

て、その中で健康についてという分がありまし

た。ＷＨＯ、世界保健機関で定義されている健康

についてということで講義をいただきました。健

康とは、ただ単に病気でないというだけでなく、

周囲の人に融和して自分自身も生きていけるとい

うことを含めて健康だということがありました。

まさにそのとおりだと思っております。そういっ

た意味で、次の世代を育てる子供たち、またそう

いった環境づくりを我々周囲の人間が頑張ってい

かないといけないなと思っております。 

以上で一般質問を終わります。 

○副議長 次に、６番二宮一朗君。

○６番二宮一朗君 公明クラブの二宮一朗でござ

います。 

 ただいま議長より発言の許可をいただきました

ので、今定例会最後の一般質問を担当させていた

だきます。 

 最後というのが３人というのがちょっと寂しい

なと私なりには思うんですけれども、けさ冒頭議

長のほうからもありました、松島議員がお亡くな

りになったと。本当に西予市を愛する彼がお亡く

なりになったことは残念ですけども、その思いも

含めて今回の質問にぶつけさせていただきたいと

思っておりますんで、よろしくお願いします。 

 大きく３項目今回質問させていただきますけれ

ども、今定例会、話がたくさん出てきております

地方創生、私もこの地方創生について、まず質問

をさせていただきます。 

 まず、地方創生、いろいろ言われて、先ほど市

長もこれは行政的なことでというご答弁もありま

したけれども、この地方創生、国が目指そうとし

ているものでこの西予市はどういう姿が見れるの

かなということをちょっとお聞きしたいなと。 

 そういう中で、まず西予市版総合戦略というの

をつくられると思うんですけれども、何をポイン

トにしてつくられるのかということを、きのうも

代表質問の答弁の中にもあったと思うんですけど

も、重ねてになりますけれども、このポイントを

お教えいただきたいと思います。 

○副議長 大平企画財務部長。

○大平企画財務部長 二宮議員にお答え申し上げ

ます。 
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 地方版総合戦略におきましては、平成２６年１

１月に公布されましたまち・ひと・しごと創生法

第９条に基づきまして、全国自治体において平成

２７年度中に策定することが努力義務となってお

ります。つまり、つくらなくてもいいということ

でございますが、つくらなかったらお金が来ない

という関係でございまして、半分半ば強制でござ

います。そのため当市でも鋭意検討しているとこ

ろでございますけれども、先ほど元親議員からも

お話がありましたが、養父市が非常に特異なこと

をやっていていろいろな方々が視察に来ていると

いうような話でございます。これは分析します

と、どういうことかというと、他の地域でやって

ないことをやってるからにほかなりません。だか

ら、変わったことをやらなければ意味がございま

せん。 

 私どもはそういう視点に立ちまして、ジオパー

クが我々の特徴でございますから、こういったも

のなどを活用しまして他市と異なる貴重な地域の

宝を生かした政策を考えて実行していくことが、

西予市のブランドを確立していくことがこの地方

創生について非常に重要な考えではないのかなと

いうふうに考えてございます。 

 そのためには体制が必要なわけでございますけ

れども、これももうありきたりな話でございます

が、今まで官は官ばかりでやってきているところ

がございますけれども、今後はより一層産官学

民、金融業界等々の各界の方々からの意見を反映

できるような組織体制をつくっていく、これがポ

イントではないのかなと、このように考えている

ところでございます。 

○副議長 ６番二宮一朗君。

○６番二宮一朗君 最初に、今年度中に作成をす

るというところの答弁をいただきました。 

 今年度中といいますと、本当にあっという間に

１年というのは過ぎるわけですけども、今から大

事な将来に向けての戦略をつくるに当たって、地

域住民、市民の意見というのがどれほど反映され

るのかと。今言われた産官学金、あと民、そうい

う中に本当に市民の思いがどれだけ入ることがで

きるのかと、そういう仕組みというのはどのよう

に考えておられるのかなと心配するわけですけど

も、そういう点を１点お伺いしたいと思います。 

○副議長 大平企画財務部長。

○大平企画財務部長 二宮議員にお答え申し上げ

ます。 

 ご指摘のとおり、市民の皆さんとともに知恵を

出して、協力し合いながら、支えながら地域を盛

り上げていかなければならないと、このように考

えているわけでございますが、どのような体制で

というところでございますけれども、当然いろい

ろな方々から意見を聞いていこうと、このように

考えている次第でございますが、市民の皆さんの

みならずやはり黒船が必要ではないかなと、この

ように考えております。黒船とは何かというと、

外国船がやってきてそれを打ち払えとかそういう

ことを言っているわけではございませんで、そう

いう外部の視点も非常に大事ではないのかなとい

うふうに考えているところでございます。ここで

は、やはり先ほど出てきました地域おこし協力隊

と。こういった方々、やはり外部の視点で町を見

てそれぞれで思いをはせていらっしゃると思いま

すので、こういった方々の協力もまた大事になっ

てくるのではないのかなというふうに考えており

ます。 

 先ほど申し上げた産官学金といったところに、

さらにこの地域おこし協力隊の皆様のご意見、元

地域おこし協力隊の方々でも構いませんけれど

も、こういった方々のご意見とまた住民のご意見

を含めて考えていきたいなというふうに考えてお

りますが、ご指摘のとおり１年というのはあっと

いう間に過ぎてしまいますので、どこでどういう

タイミングで何を聞いていくのかっていうのを考

えながら今後進めていきたいというふうに考えて

おります。 

○副議長 ６番二宮一朗君。

○６番二宮一朗君 ぜひご期待をしたいんですけ

れども、外部の知恵といいますか、そういうのを

考えたときに、今「はちのじ」のほうの検討委員

会等も先日まで行われまして、私自身もそこの中

に加えさせていただきました。あと、外部から有

識者等でワークショップとかそういうのをしてみ

たり、今までにない視点で取り組みを進めてるん

ですけども、終わってみたらやっぱり行政主導か

な的なところがちょっと否めないなというのが、

今終わった自分自身の感想なんです。ぜひそうい

うことにならないような今回の総合戦略をつくっ

ていただきたいという、それは私の希望ですけど

も、申し添えておきたいと思います。 

２番目として、今回の地域創生、一番重要なこ
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とは、一極集中の都市圏から地方に人口を還流を

させていくというのが目的で、その中で地方を何

とか再生していこうというのが原点じゃないかな

と思うんですが、そういうふうな流れになったと

きに、本当に今の西予市でそういう受け入れる力

とか産業とか、そういうものがあるのかなと思う

んですけども、そういうふうな方向への取り組み

はどのように考えておられるのかをお伺いをいた

します。 

○副議長 大平企画財務部長。

○大平企画財務部長 お答え申し上げます。

都会から地方への人口の流れを受け入れるため

の仕組みといったところはどういうことかってい

うお話であったと思いますけれども、私ども西予

市の特徴といたしまして、高速ブロードバンドに

よるインターネット網が張りめぐらされていると

いったような特徴がございます。もう一つは、こ

れは宇和町に関してでございますけれども、松山

空港から車で１時間というような距離にあるわけ

でございます。その松山空港もハブ空港として国

際便が飛んでおりまして、都市部への行き来につ

いては過疎地域の中でも優位な地位にあるのでは

ないのかなと、このように考えているところでご

ざいます。 

 そこで、都会から人を呼ぶためにはということ

でございますが、１つはテレワーク、もう一つは

どこでも仕事ができる、つまり場所を問わない仕

事に着目する必要があるのではないのかなという

ふうに思います。どこでも仕事ができる時代にな

ったわけでございます。何も東京でやっている必

要はありません。こういった方々は、時折、例え

ば田舎のほうで仕事をしておっても都市部への直

接な交流が必ず必要になってきますので、先ほど

空港から１時間といったような距離というのは、

こういった特性も含めれば、こういうような方々

がお越しになるという可能性はゼロではないと思

っております。これらの仕事を持った方々に来て

もらうようにしなければいけないなと、このよう

に考えておりますが、そのためには西予市が持っ

ている宝をどういうふうに活用できるのかという

ところにかかってくるのかなというふうに思って

いるところでございます。 

 まだまだ検討中の段階でございますけれども、

例えば米博物館でございますけれども、非常に使

われていない空きスペースがございますけれど

も、あのように非常に風情のある場所をリノベー

ションしていく、このような方々が働ける場所に

していくといったようなことが考えられるんでは

ないのかなというふうに思います。元親議員から

もご指摘がありましたインキュベーションという

ような考え方なわけでございますけれども、そう

いった施設への衣がえというようなことも場合に

よっては考えられるんではないのかなというふう

に考えております。 

 もう一つは、創業起業支援、これに取り組まな

ければいけないというふうに考えているところで

ございます。といいますのも、直近の年度におい

て就業人口というのは約１万９，０００人なわけ

でございますけれども、事業者数が７５０程度、

３３件の新設、設置、１６件の閉鎖、解散という

ふうになってございます。こうすると、これは単

純計算でございますけれども、開業率が４％とい

うことになります。これは全国平均と比べます

と、全国平均が４．７５％でございますので、こ

れと比べましても起業してる人がいません。仕事

がない、仕事がないというふうに皆さんこちらに

来ていろいろおっしゃるんですが、仕事がないの

ではなくて仕事を起こす人がいないと、そういう

ことでございます。これはデータの結果から明ら

かでございます。このため、平成２７年度の当初

予算に、起業創業支援を行うためのモデル的事業

でございますが、経済振興資金供給モデル事業を

経費として計上してるところでございます。これ

まで起業できなかったアイデアマン、バイタリテ

ィーのある方々に起業の機会を与える取り組みを

モデル的に実施していきたいと、このように考え

ているところでございます。 

○副議長 ６番二宮一朗君。

○６番二宮一朗君 今言っていただいた今定例会

に出てきてる分については私も期待をしてるとこ

ろですけども、今回質問するに当たり、ほかに国

の独立行政法人とかからの補助金とかというもの

は何かないんかなと思ってちょっときのう調べて

みたんですけども、部長の出身ですからおわかり

と思うんですけど、総務省の中小企業庁のほうで

創業支援事業計画と地域の元気創造プラン、そう

いう中でいろんな取り組みをされてて、余り愛媛

県は活用されてないなというのが実感やったんで

すけども、去年からスタートして今までで２１３

件が申請、登録されてて、愛媛県では松山市と西
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条と今治と、この３地域しかやってなかったんで

すけども、これが今部長が言われたやられてるの

と何か似てるなという思いはしたんですけども、

そういうのも今後ご活用していかれるような予定

というか、できるかどうかというのはわかるかど

うか、１点お伺いしたいと思います。 

○副議長 大平企画財務部長。 

○大平企画財務部長 なかなか鋭いご指摘かなと

いうふうに思っています。まさに創業支援事業計

画というものを法律上つくると、いろいろお金が

降ってくるという言い方は失礼ですけれども、助

成があるというようなことでございます。 

 実際、私どもとしまして、これをつくっていか

なければいけないなというふうに考えてる。確か

に、県内は３市しか登録しておりません。やっぱ

りこういうところを求めていかなければいけない

ということで、今私ども市の中で、まだ市長とも

相談しておりませんけれども、チームをつくらせ

ていただきまして、これに向けた動きを加速させ

てまいりたいと、このように考えております。 

○副議長 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 ぜひ進めていただきたいなと

思うんですが、市主導でそういうふうないいプラ

ンをつくっていただくのはもちろん大切なんです

けども、西予市には２７の広いたくさんの地域が

あって、先ほど市長のほうからご答弁あったよう

に、それを自治センター的にというふうな話で僕

もわくわくして今その答弁を聞きよったんですけ

ども、ぜひそういうふうに進めていただきたいん

ですが、そのためには地域、地域にやっぱり人が

要るわけです。その人づくりを、最初はやっぱり

行政が何らかの手助けをしてあげないと、地域の

人というのを、昔やったら自分の財産を放り投げ

てでも何かやるぞみたいな人が政治家とかという

のにあったというふうには聞いとりますけども、

今の政治家や議員はなかなかそこまでできません

ので、いつも言ってるように、本当に今の団塊の

社会で荒波を乗り越えられてきた、ご定年を迎え

られたような地域の人材がたくさんおるわけです

けども、そういうふうな方をそういうふうな場に

引き出すような行政の力というのが欲しいなと私

自身は思っとるんですけども、そういうふうな人

をつくるための施策というか、お考えがあるかど

うかお伺いをいたします。 

○副議長 大平企画財務部長。 

○大平企画財務部長 議員にお答えいたします。 

 この地方創生は、まち・ひと・しごと創生とい

うことで、人に着目しているわけでございます。

人が仕事をつくる、そのためには町が前提として

あるということでございます。したがって、私ど

ももこの人に着目していかなければならないと、

このように考えているわけでございますが、西予

市は、開明学校を初め、幕末、明治の時代には学

びの場として非常に恵まれた環境にございまし

た。当時は視察も非常に多かったと、このように

聞いております。このような過去の財産を人づく

りにうまく活用しない手はないと、このように考

えているところでございます。 

 地域人材育成のために、愛媛大学の今度招聘い

たします坂本教授でございますが、ぜひこの地域

づくりのために人づくりを自分が率先してやって

みたいというような力強いお答えがあって、その

実現に向けて今国に対してもお金を要求したりい

ろいろしているところでございまして、まさにそ

の地域において地域を愛し行動していく人や、産

業においては創業、起業、事業拡大といったよう

なことを目指している人たち、またやっぱり次世

代を担う子供たちのことも考えなければいけませ

ん。子供たちによりよい教育ができるような学び

の場をやっぱりつくり出していかなければならな

いと、このように考えているところで、議員のご

指摘は非常に鋭いわけでございますが、私どもと

してはチャレンジしていきたいなと、このように

考えています。 

○副議長 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 ぜひお願いをいたします。 

 続いて（３）のほうですけども、人口がふえる

ためにはやっぱり若い人っていうのが一番大事

で、先ほども質問がありましたけども、その中で

も、特に若者や子育て世代の人らが安心して定住

をしていただく、西予市に住もうかなと思ってい

ただくということがやっぱり一番大切じゃないか

なと思うんですが、そういうふうな点のポイント

というのは何かイメージをされているのかどうか

最後にお聞きしたいと思います。 

○副議長 大平企画財務部長。 

○大平企画財務部長 議員にお答えいたします。 

 先ほど、子供づくり、よりよい教育という話が

ございましたけれども、子育てに必要なこととい

うのは、保育園や幼稚園の定員にあきがあるとか
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近くに学校があるといったこと以上に、よりよい

教育が受けられる環境づくりが非常に重要になっ

てくるだろうなというふうに思っているところで

ございます。これは、親の通勤とは違いまして、

子供を遠くまで通わせるといったことはあらゆる

面で負担を強いられるわけでございます。よりよ

い教育を求め、それが受けられる場所、特に教育

が充実している都市部へ流出している可能性とい

うのは当然あるわけでございますので、こういっ

たところに対策を立てていかなければならない

と。 

 また、将来的に当市で地域社会を担う個性豊か

で優秀な人材を確保するためにも、教育による人

材育成が必要となってくるわけでございます。こ

れは、先ほどのお答えにも重複いたしますけれど

も、学びの場をやっぱりつくり出していかなけれ

ばいけないということで、長期的に見ても、ま

ち・ひと・しごと創生について最も取り組んでい

かなければならない施策だと、このように考えて

いるところでございます。 

○副議長 ６番二宮一朗君。

○６番二宮一朗君 よろしく推進をお願いしたい

と思っております。 

それでは、質問項目の３点目。 

 地方創生の中でも産業の活性化というのが一番

大事なんですけども、西予市の産業といいますと

一番は第１次産業、その中でも、私自身は宇和町

に住まいを持っておりますので農業というのが気

になるわけですけども、一昨年の秋やったか、暮

れやったですか、国が人・農地プランというのを

発表いたしました。たまたま東京へ行く機会があ

りまして、東京で農林水産省の官僚の方にレクチ

ャーを受ける機会がありました。人・農地プラン

のパンフレットを見た感じではすばらしいし、西

予市でもぜひ今後必要な取り組みやなと私自身は

感じて、どのように推進するんですかというふう

なことをお聞きをいたしました。そしたら、また

ちょうどそんとき四国へ説明に行ってるところぐ

らいですみたいな話やったんで、いつ来るんかな

と思って自分自身はずっと待ちよったんですけど

も、なかなか実際的に、昔の水土里ネット的なの

は進んでますけども、本当に今から僕は必要かな

と思う農地中間管理機構、要するにつくりたい人

が本当につくれる、つくってほしい人が預けれる

ような組織、集落営農といいますか、そういうふ

うなのが、特に西予市の私の周りには進んでるよ

うに見えてないというのが今現状でありまして、

ここのところの西予市の進みぐあいをまずお伺い

したいのと、農協が中心やと思うんですけども、

役所としてどういうふうなかかわりを持っている

のかということ、この２点をまずお伺いしたいと

思います。 

○副議長 二宮産業建設部長。

○二宮産業建設部長 二宮議員からご質問いただ

きました農地中間管理機構の役割と進捗状況でご

ざいますけれども、愛媛県では、農地中間管理機

構として公益財団法人えひめ農林漁業振興機構が

その役割を担っております。この組織は、農用地

等を貸したいという農家、いわゆる出し手から、

農用地等の有効利用や農業経営の効率化を進める

担い手、いわゆる受け手のほうです、そちらに向

けて農地の利用集積、集約化を円滑に進めるため

の中間的受け皿となる機構ということでございま

す。 

 この機構が出し手から農地を借り受け規模を拡

大される受け手に貸し付けを行っているわけです

けれども、当市の現状を申し上げますと、借り受

け側からの要望が３件ございましたけれども、今

のところ機構が農地を取得して貸し付けたという

実績はございません。機構全体で見ましても、２

４７件、３９１ヘクタールの借り受け希望に対し

まして、実際に機構が取得をして希望者に貸し付

けた件数は、３月１日現在でございますけれど

も、１８件、２４ヘクタールにとどまっておりま

す。つまり、受け手に対して出し手の割合が非常

に少ない状況となっておりまして、議員ご指摘の

とおり、この機構の今の状況としましては十分に

活用できているというような状況ではございませ

ん。 

○副議長 ６番二宮一朗君。

○６番二宮一朗君 そのとおりだと思います。機

構のホームページを見てもそれしか載ってない

し、西予市では実際にゼロというふうに記録をさ

れておるんですけども、私が言いたいのは、その

どこがやってるかということなんです、西予市で

は。私の集落にはそういう案内も全く来てませ

ん。農地を貸したい人おりませんか、つくりたい

人おりませんか。 

 きのう農業水産課とか農業委員会のホームペー

ジを見てみました。そういうところに載ってるん
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かなと、自分が見てないだけなんかなと思いまし

た。載ってません、農地中間管理機構の言葉が載

ってません。どこへ言うていったらいいんだろう

なと。ほかの農家の人は多分そこまでまだ調べて

ないから文句も出ないと思うんですけど、私は２

年前からそれを待ちよる立場からすると、いつ来

るんかなという思いで今回質問させていただいて

おりますが、どこで西予市はやっとんでしょう

か。 

○副議長 二宮産業建設部長。

○二宮産業建設部長 今のご意見は、農家の意見

集約といいますか、そちらのかかわりと捉えてよ

ろしいんでしょうか。 

  （６番二宮一朗君「その前です」と呼ぶ） 

 先ほどご質問にございましたように、平成２４

年度から人・農地プランというのが始まっており

ます。そこの中では、当然農家でのさまざまな意

見を集約してというようなことで取り組みを進め

ておりますので、そういった場での取り組み、意

見集約を行わさせていただいておりますのと、あ

とは、ご存じかと思いますけれども、中山間地域

直接支払制度あるいは環境保全向上支援制度など

の制度で取り組みをしていただいている組織がた

くさんございます。そういった場でご紹介を申し

上げているというような現状でございます。 

 まず、なぜこの利用が進まないのかという部分

は、私どもも分析をさせていただいてるところで

すけれども、当市の現状では、農地の貸し借りに

関しましてはこれまで個人間のやりとりが主流と

なっております。既に利用権設定をされて耕作者

となっておられます受け手の農家が、わざわざ現

状でその契約を解除いたしまして機構に貸し出す

ようなメリットがないのも一つだというふうに思

っております。平成２５年までに実施されており

ました農地利用集積円滑化事業では、農地の受け

手のほうの農家に規模拡大の加算、１０アール当

たり２万円がありましたけれども、中間管理機構

には出し手に対する支援が重きになっておりまし

て、受け手の側の農家が積極的に働きかけるよう

なメリットがないのも一つだと思っております。

また、地代のほうを米等で物納することが中間管

理機構を通じた場合はできません。お金で機構へ

の支払いということになります。そういった部分

も、米価低迷の折、耕作者としては現状の利用権

設定を継続するほうが無難だというふうに捉えら

れている部分もあろうかというふうに認識をして

いるところでございます。 

以上でございます。 

○副議長 ６番二宮一朗君。

○６番二宮一朗君 今の現状は、多分部長が言わ

れたとおりやと思います。そういう中で、今現在

は、多分そういう個人的な貸し借りというのが楽

ですし、それで済んでるんだろうと思うんです

よ。私が大事やと思うのは、今後１０年先に西予

市の農地がどうなってるかという心配の中でこれ

が必ず必要になってくるんじゃないかという思い

で、早く集落、集落で話し合いをする場が欲しい

わけですよ。 

 私個人が何ぼ言うたってなかなか進まないって

いうのが現状なんで、今ちょうど我々の地域の一

番の担い手になっていただいてる人らはもう７５

過ぎた人らがたくさんふえとんです。それでまだ

トラクターに乗ったり田植え機に乗ったり、家族

も心配しながらというのが多くて、これが１０年

先になったらこの人らの分はどこに行くんかなと

いうことと、これは今認定農家等でそういう専業

的な農家を育成されてる、新規就農者を育成され

てるというのはよくわかるんですけども、それだ

けでは絶対に賄えないし、この美しい宇和盆地を

守れないと私自身は思っております。 

 今専業、兼業というのが、割合というのが僕自

身はどれぐらいあるかわかりませんが、西予市で

どのぐらい把握されてるかわかりますか。専業農

家と兼業農家の割合というか、件数、わかりまし

たらお答えいただきたいと思います。 

○副議長 二宮産業建設部長。

○二宮産業建設部長 ２０１０年に農林業センサ

スが実施されておりまして、そのときの数字にな

りますけれども、専業農家が１，２０８件、第１

種兼業農家、農業のほうを主にやられている農家

が２８８件、それから第２種兼業農家、勤めなど

をされておられながら農家もやられてるという方

ですけれども、１，２８５件、全体は４，０９３

件農家戸数という登録になっておりますので、そ

のほかの１，３１２件につきましては自給的農家

といいますか、大々的に収入を得られている農家

とは違うというふうに判断しております。割合で

言いますと、専業農家が２９．５％ですから、全

体の約３０％程度になろうと思います。あと、面

積ですけれども、田んぼのほうが１，７００ヘク
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タール、畑のほうが５６４ヘクタール、樹園地に

つきましては１，０６２ヘクタールとなっており

ます。また、２０１０年のときの従業者の年齢で

すけれども、男性が５９．７歳、女性が６２．２

歳、平均しまして６０．９５歳、６０歳を超えて

いる状況になっております。 

 なお、農林業センサスにつきましては、２０１

５年、今調査中ということですので、数字として

はちょっと古い数字になってしまいますけれど

も、そのような状況でございます。 

○副議長 ６番二宮一朗君。

○６番二宮一朗君 約３分の１が専業農家と言わ

れましたけれども、その中で多分年を重ねてます

んで大分減ってるんじゃないかなという想像はつ

くわけですけども、面積が例えば単純に多分３分

の１が専業農家ではないと思うんですよ、面積で

いうと。兼業農家は、宇和町でいえばそこそこの

面積も持っとる兼業農家が多いというふうなこと

で、要するに専業農家ができなくなったときにそ

の農地は誰が守るんぞということを私は心配して

るというふうなことで、先ほど言われた、中山間

の中でいろいろ話が出てるとかありましたけども

もう一回調べていただいて、ほかの町、野村、城

川のほうの農業者のほうは私はよくわからないん

ですけど、宇和町の中でどこが主になってそうい

う話を持っていってる、１回ぐらいは行ってるの

かどうか。私は自分んところの集落の中で農業委

員さんからも一回もそんな話は聞きませんし、農

地中間管理機構の名前が一言も出てこないという

のが問題じゃないかなと。上のほうだけで、農協

の一部の人とか専業農家の一部の人とかだけで話

が決まっとんじゃないかという心配をしとるわけ

ですよ。だから、それを早く問題提起を各集落に

できるようにお願いしたいなと思っておりますん

で、ぜひよろしくお願いします。 

 それで、今のが１番、２番で終わりましたん

で、今国としては、先ほど言ったように、専業農

家を中心に多分農業を進めようと思われてるんだ

ろうと思うんですけども、西予市も同じように、

今も専業、兼業ありましたけども、専業を中心に

農業をやったらいいというふうなお考えなのかど

うかを最後にちょっとお伺いしたいと思っており

ます。 

○副議長 二宮産業建設部長。

○二宮産業建設部長 当市の場合は、海から山ま

での多彩な農業環境を備えております。そういっ

た状況の中ではさまざまな農産物をつくることが

可能ではございます。 

 しかしながら、年々、ご指摘いただきましたよ

うに、農家の高齢化や担い手不足が深刻化してお

りまして、生産量自体が減少している状況にござ

います。また、主力の農作物であります水稲につ

きましては、先ほども申し上げましたとおり米価

低迷ということでございまして、現在は主食用米

から飼料用米への転換が加速している状況でござ

います。 

 今後もＴＰＰ問題などの影響も懸念されており

まして、先行きとしては、ご指摘いただいたよう

に非常に不安な状況が続くのではないかというふ

うに考えております。 

 そのような状況の中で、市では、農業の基盤を

強化するためには集落営農を推進していくことが

非常に重要だと思っております。それを法人化し

ていくことを検討しておりまして、当市の一部で

は集落営農を既に法人化し優良な経営を行われて

いる経営体がございます。個人で耕作から農機具

の整備、経理まで営農全般を行うということより

も、効率的で計画的に事業が行われております。

法人であれば、さきの質問にも出ましたけれど

も、若い方を雇用して作業員やオペレーターとし

て育成していくことも可能になりますし、後継者

にすることも可能でございます。農産物の生産だ

けでなく、販売、加工、６次産業化にも事業を拡

大していくことも可能になってこようかと思いま

す。また、地域の高齢者や女性の方々にもそれぞ

れに役割を計画的に創出することで地域全体が活

力を取り戻すことにもつながっていくのではない

かというふうに考えております。 

以上でございます。 

○副議長 ６番二宮一朗君。

○６番二宮一朗君 今の現在の取り組みの中でそ

ういう飼料米とかがだんだんふえてきてると。先

ほど元親議員が、この宇和町は江戸時代、明治、

ずっと続いてお米が市の立派な産業やったという

ふうなことを言っていただきましたけども、特に

愛媛県内でも宇和米というのは名前が知れとるわ

けですけども、宇和米がとれる土地で飼料用がふ

えていくというのはちょっと見るに忍びないなと

いうのが私自身の思いでして、できたら本当に今

言われたような集落営農を早くしたいというの
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が、早く実際に各農業をされてる方が考えていた

だける場所というかそういうのをつくっていただ

きたいと思うのが私の一番の今の願いでして、そ

の中でそういう専業的な何とか米、何とか米とい

うのをもっともっと売りに出せるんやないかなと

いうふうに思ってますんで、ぜひそこを進めてい

ただきたいなと思っております。 

 先ほど言った、私んところには見えないと、ほ

かの人には見えとんかもしれませんけども、私ん

ところに早く見えるような集落営農への取り組み

とか農地中間管理機構の取り組みをぜひお願いし

たいと思っております。 

 それでは、続きまして大きな２番、西予市の社

会保障についてちょっとお伺いをしたいと思いま

す。 

 介護保険制度の見直しというのを第１番に上げ

とるんですけども、今回第６次の介護保険計画を

策定されたりとか、また国においては介護報酬の

改定、全体的に２．２７やったですか、引き下げ

るというふうなことも言われてますけども、それ

が今の実際の西予市にどういう影響があるんかな

ということで、まずどのぐらい介護認定をされて

るのか、そして今後ふえるであろうそういう認定

者をどのように想定をされてるのかをお伺いをし

たいと思います。 

○副議長 横山生活福祉部長。

○横山生活福祉部長 ただいまのご質問の要介護

の認定状況でございますが、昨年の１０月末時点

でございます。要介護、要支援認定者は３，３４

０人であります。内訳としましては、要介護１か

ら５までの方が２，４０８人、要支援１と２の方

は９３２人となっております。認定者の割合なん

ですけれど、６５歳以上の高齢者人口の約２割の

方が認定を受けられておりまして、およそ５人に

１人がサービスを利用されております。 

 この第６期介護保険事業計画の期間、つまり向

こう３カ年の推計では、本市における６５歳以上

の高齢者人口でございますが、この期間中にピー

クを迎えると推計されております。また、それか

ら徐々に減少すると見込んでおります。 

 しかし、介護認定率でございますが、年間４％

から５％の増加を見込んでおりまして、平成２９

年度には約４，０００人弱と推計をしておるとこ

ろでございます。 

以上でございます。 

○副議長 ６番二宮一朗君。

○６番二宮一朗君 だんだんふえてくるというこ

とで、以前も質問させていただきました地域包括

ケアシステムですけども、私が質問させてもらっ

たときはまだ皆さんがその言葉自体を余り聞いた

ことがなかったんじゃないかなと思うんですけど

も、何かその質問した後ぐらいから本当にテレ

ビ、新聞等で地域包括ケアシステムを早うつくら

なあかんとかというふうなことが日々出ておりま

して、今部長のご答弁で、僕は地域包括ケアシス

テムが１０年先のことを考えてお話ししたんです

けども、もう１０年どころではない、本当に２

年、３年、４年先に何とかせないかんのという状

況が多分今の結果でわかるんではないかなという

ふうに思うんですが、部長も認識はされておった

んですけども当時、その後どういうふうな地域包

括ケアシステムに向けて取り組みをされているの

かお伺いをいたします。 

○副議長 横山生活福祉部長。

○横山生活福祉部長 ご質問の地域包括ケアシス

テムの構築に向けた推進状況でございますが、４

月から介護保険の新たな計画期間がスタートしま

す。まさに制度の大転換でありまして、地域包括

ケア計画と位置づけられる重要な取り組みが始ま

るところでございます。 

 地域包括ケアシステムという仕組みでございま

すが、住みなれた地域で自分らしい暮らしを人生

の最期まで続けられるよう医療や介護、予防、住

まい、生活支援サービスが切れ目なく一体的に提

供されるもので、ひとり暮らしの高齢者の方や高

齢者のみの世帯が増加する中で、従来の介護サー

ビスだけで対応できないさまざまな問題に住民の

皆様が参加して地域の総合力で立ち向かおうとい

うものでございます。その核となるのが地域ケア

会議でございまして、高齢者の支援という個別事

業にとどまらず、地域課題の発見や地域資源の開

発など多数の専門職が連携しながら進めていると

ころでもございます。 

 今後は、その課題やアイデアが市の政策形成に

つながっていくような取り組みが必要だとも考え

ております。ほかにも、在宅医療と看護の連携、

認知症対策の推進、そして生活支援サービスの充

実が必要になってまいるだろうと考えておりま

す。これら全てにおいて、介護だけではなく医療

や保健、地域づくり組織との協働など多種多様な

78



連携が必要となってまいりますので、行政内部に

おいても組織横断的な連絡調整を積極的に進めて

いるところでもございます。さらに、官民枠を超

えた取り組みも重要であり、商店や事業所などへ

も働きかけ、見守りなど事業推進にも取り組んで

まいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 ケア会議等で多少は進んでる

のかなと思うんですけども、先ほど言ったよう

に、全てが、いいですよというふうな形ができ

て、はい、どうぞというふうになるには相当時間

がかかるんじゃないかなというふうに今のお話を

聞いてちょっと思いました。 

 その中で、特にやっぱり急がなければならない

項目ですよね、西予市の中において。優先項目

と、それを早くするための西予市としての課題が

もしわかってたら教えていただきたいと思いま

す。 

○副議長 横山生活福祉部長。 

○横山生活福祉部長 ご質問の取り組みへの最優

先項目と乗り越えるための課題についてでござい

ますが、地域の中で生活支援を必要とされる高齢

者の方、とても多いと思われます。その一方で、

サービスの担い手として期待される元気な高齢者

の社会参加が重要な役割を果たすものと考えてお

ります。まさに住民による地域での支え合い活

動、これを高齢者の生きがいづくりや介護予防に

つなげていこうとする取り組みも大切だとも思っ

ております。 

 現在の介護度が要支援１と２の方の介護プラン

を分析してみますと、交流の場としてのデイサー

ビスの利用や日常生活での掃除、洗濯、買い物な

ど、簡単な支援があれば十分に自立した生活を送

れる方が多いというような結果も出ております。

このような支援の仕組みを地域の力で実現できる

ように、例えばモデル地区を選定して実践的な取

り組みを考えていこうというのが目下の最優先課

題でもございます。 

○副議長 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 まさに認識は同じでありま

す。今言われたモデル地区を本当に早く、我々の

地域でもそういう組織ができて皆が支え合う一人

一人になれればいいなと思うんですけれども、モ

デル地区をつくられるという詳しい状況がもしわ

かりましたら教えていただきたいと思います、ど

ういう状況でされるのか。 

○副議長 横山生活福祉部長。 

○横山生活福祉部長 ただいまのモデル事業でご

ざいますが、私たち担当者のほうで考えているこ

とは、来年度から高齢者の活動支援としてまずこ

れに係る経費を今回予算に計上させていただいて

おります。 

 現在、集会所などを利用しましてサロン活動を

行っておりますが、集いの場としての機能の上に

支援が必要な高齢者に対する買い物や掃除と言っ

た簡単な生活支援の機能を追加していけないかな

ということでございます。 

 モデル地区を選定して地区内の高齢者の困り事

の把握を行いまして、調査結果をもとにサロンの

支援者と活動をすり合わせていきたいと考えてお

るところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 先ほども部長言われましたけ

ども、本当に今買い物代行とか外出の支援とか、

中には電球がちょっと切れたんやけど背が届かん

けんかえれんのよとかそういうふうなちょこっと

した生活支援が、本当にそれでお困りの人がたく

さんおられるし、それさえクリアできたら本当に

家で暮らし続けることができるというのが、そう

いう方がふえてるのは現状だと思います。本当に

先ほど言ったそれこそが地域包括ケアシステムの

根本なんですけども、今まで私も、先ほど言われ

た元気な高齢者によるボランティアポイント制度

とかというふうなことも提案してきましたけど

も、今有償のボランティアとか、視察とか行かせ

てもらったら、例えば買い物へ連れて行ったら２

００円でとか電球をかえるんやったら１００円で

かえるよとか、地域の近所の人がそういうお手伝

いをしてくれる、お金が要ることで頼む人も頼み

やすいというふうなことが今ふえてます。それを

本当に早くしたいんですけども、先ほど市長が住

民自治の話の中で自治センターとかという話をさ

れたんですけども、そういうのが住民自治の話の

中に、今みたいな形が早く入っていただければ僕

は進むんじゃないかなと思うんですけども、そう

いう点はいかがでしょうか、そういうところにお

話を持っていくということは。 

○副議長 三好市長。 
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○三好市長 それでは、今のご質問についてお答

えいたしますが、私も先ほど自治センターの問題

を言いましたけれども、これは理想の追求です。 

 現的に、雲南もそういうことをされとる自治セ

ンターの地域があります。それとか、例えば香川

県の三豊なんかも運営の仕方としてそういうこと

をされてるところがあるんです。私たちもそうい

う先進的な事例は、いい事例は検討して、今のよ

うなことを早くやればいいのかなという気がしま

す。そういうことを含めまして、これも、うちも

地域づくり交付金制度の見直しをことし１年間か

けてやって来年度から新しく地域づくり交付金制

度のあり方を検討しますので、その段階でそうい

う移行制ができるかどうか等を含めて勉強してい

きたいと、このように思っております。 

○副議長 ６番二宮一朗君。

○６番二宮一朗君 先日行われた地域づくり交付

金の、先ほど言われた島根県のケーブルテレビで

私も拝見しよって、そこで部長や市長が最後言わ

れよった言葉で住民自治が進むかなと思って自分

の中では期待をしとるんですけども、本当に今、

先ほど言ったように、２７の西予市では広い校区

というか地域がありますんで、そこの人らが自分

らが考えるということが一番大事なことやないか

なと、地域、地域でやっぱり実情は違うと思いま

す。だから、そこはやっぱり自分らのこととして

捉えていくということが大事やと思いますんで、

ぜひそういうところに加えていただけるように、

５年目ですか、地域づくり交付金の事業、取り組

みをお願いしたいなと思っております。 

 それでは、その次の認知症対策なんですけど

も、今認知症のほうが、特に我々の地域でも徘回

で行方不明になられたりとかということで、目に

見えて認知症の対策というのは必要になってきて

る現状じゃないかなと思うんですが、そういう中

で国が今回オレンジプランというのを示してきま

したけども、市としてはそのオレンジプランをど

のように捉えられとるのか、簡単にお願いをした

いと思います。 

○副議長 横山生活福祉部長。

○横山生活福祉部長 ただいまのご質問の新オレ

ンジプランのポイントについてでございますけれ

ど、高齢化に伴います認知症の増加への対応は今

や世界の共通の課題となっております。平成２４

年に現在のオレンジプランが公表されましたが、

これを改めまして、認知症施策推進総合戦略とし

て新オレンジプランが本年１月に発表されたとこ

ろでございます。団塊の世代が７５歳以上となる

２０２５年、１０年後の平成３７年を目指し、認

知症の方の意思が尊重され、できる限り住みなれ

た地域のいい環境の中でみずから自分らしい暮ら

しを続けることができる社会を実現しようとする

ものでございます。 

 プランでは、具体的な施策として７つの柱を掲

げております。第１に認知症への理解を深めるた

めの普及啓発の推進、第２に認知症の容体に応じ

た適時、適切な医療、介護などの提供、第３に若

年性認知症施策の強化、第４に認知症の方の介護

への支援、第５に認知症の方を含む高齢者に優し

い地域づくりの推進、第６に認知症の予防法や診

断法、リハビリモデルなどの研究開発及びその成

果の普及、最後に認知症の方やその家族の視点の

重視であります。これらによって、認知症高齢者

などに優しい地域の実現を国を挙げて取り組んで

いこうとするものでございます。行政ばかりでな

く、民間企業の活力や地域住民などがそれぞれの

役割を果たしていくことが重要になると考えてお

ります。 

 なお、本市におきましても来年度から認知症地

域支援推進員を配置しまして、認知症についての

相談や本人、家族への支援をより行えるように進

めてまいりたいと考えているところでございま

す。 

以上でございます。 

○副議長 ６番二宮一朗君。

○６番二宮一朗君 認知症、特に周りの人が理解

をする、また地域が理解をするということが大切

というふうに言われております。 

 その中で、市のほうでも認知症サポーターです

か、そういうふうなことをやられとると思います

し、私も先日５０人ぐらいですけども認知症サポ

ーターの講義を受けまして終わったところなんで

すけども、そういうふうな取り組みを進めていく

ことが必要なんかなと思うんですが、この間お聞

きした中で高山のほうで何かやられたというふう

に、模擬訓練やったですかね、言われたと思うん

ですけども、詳しい状況と結果をわかればまた教

えていただきたいと思います。 

○副議長 横山生活福祉部長。

○横山生活福祉部長 先月でありますけれど、明
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浜の高山地区で行いました徘回ＳＯＳネットワー

ク模擬訓練というのを実施しました。地区の住民

の皆さん、スタッフ約１００人が参加し、徘回の

モデル訓練を行いました。市としましては初めて

の取り組みでございましたが、路上を徘回する８

人の徘回役に対し、それぞれのグループが声かけ

や接し方など実際の対応方法を学んだところでご

ざいます。参加者からは、持ち物に名前が書いて

あるのを見逃さないでとか、みんなで周りを取り

囲んでしまわないようになど、アドバイスを受け

ながら声かけのタイミングや話題の探し方、工夫

しながら取り組んでまいりました。後日開催しま

した報告会では、認知症への正しい理解を深める

ため訓練を継続することの必要性や対応訓練の充

実などについても意見が出されたところでござい

ます。 

 地域における継続的な取り組みはもとより、こ

のような訓練を市内全域へと展開していくことも

必要だと考えております。 

以上でございます。 

○副議長 ６番二宮一朗君。

○６番二宮一朗君 今後そういう訓練が市内で広

がっていけばいいかなと思いますし、前回の定例

会でも源議員のほうが徘回の件で九州のほうのあ

る市の取り組みをご紹介されておりましたけど

も、やっぱり我々がふだんから徘回の、この人徘

回なんやなという、認知症なんやなということが

ふだん歩きよって理解できる目印というか、そう

いうものを早く市のほうで示してもろうて進めて

いただくと、そういうことがあるんですというこ

とを住民に周知していくと徘回での行方不明とか

そういうふうなのもなくなるんじゃないかなとい

うふうに思いますんで、そういう点もあわせて進

めてもらえればと思っております。 

 それで、認知症がふえていく中で在宅でほとん

ど見られてるわけですから、途中何が起こるかわ

からないというか、病気として。そういうときに

相談する体制が必要かなと思うんですよ。 

 消防長にお聞きしたいんですけども、例えば夜

中にそういうこの人認知症やなというふうなこと

が、どのぐらい救急として来ているのかという状

況がもしわかれば教えていただきたいと思いま

す。 

○副議長 菊池消防本部消防長。

○菊池消防本部消防長 それでは、二宮議員の質

問についてお答えしたいと思います。 

 けさの報道を見ますと、東京では２３区の通信

指令室が９分間ふぐあいを発生したというような

報道をされておりました。もちろん、皆さんご存

じのとおりとは思いますけど、通信指令業務とい

うのは年間３６５日２４時間体制で業務を行って

おります。その中は、救急、火災、救助等はもち

ろんのことではありますが、今おっしゃられまし

たようないろんな通報がございます。その中で、

あくまでも普通に話されとって、そして現場へ行

ってみるとこの人は認知があるんですというよう

な事例も最近多くなっております。また、通報の

段階で意味不明なことがあったりする通報もあり

まして、通報にはもちろんクレーム的なものもあ

りますしいろんな通報がある中で聞き分けるよう

な、いろんなことでコミュニケーションを持った

中でそれを仕分けをするような状況であります。 

以上です。 

○副議長 ６番二宮一朗君。

○６番二宮一朗君 今救急の状況をお聞きしたの

は、２４時間、夜中にあったときにどこへ連絡し

ていっていいかわからないという状況がやっぱり

起こると思うんですよ。実際に私自身そういうこ

とがありまして最近、救急車しか思い浮かばなん

だもんかから１１９番へ連絡してとりあえず来て

いただいたんですけども、来ていただいて本人と

もいろいろ話をすると結局病院へ行かないとかと

いって帰っていただくような状況になりまして、

救急の方には大変申しわけない、迷惑をかけたん

ですけども、そういうときに、例えばどこへ連絡

したら、こういう場合はこうですよというふうに

対応していただけるような体制というのが市のほ

うであればいいかなと思うんですが、そういうふ

うなことはお考えはどうでしょうか。 

○副議長 横山生活福祉部長。

○横山生活福祉部長 ご質問の２４時間相談でき

る体制についてでございますけれど、高齢者の総

合相談窓口であります地域包括支援センターでは

２４時間電話対応ができるような体制をとってお

ります。ただ、深夜などには相談を受けても連絡

する機関などへ引き継ぐことができない状況もご

ざいます。しかし、そのような場合も家族の悩み

や相談に寄り添い助言を行うほか、緊急性を判断

して救急や警察への連絡対応などをとれる体制を

整えているところでもございます。 

81



 ２４時間体制につきましては、市と地域包括支

援センター、警察、消防がそれぞれの対応を円滑

に図る中で必要な連携をとっていくことが重要で

あると考えております。 

以上でございます。 

○副議長 残り時間わずかでございます。手短に

発言をお願いいたします。 

６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 私も時間を見ながら質問させ

ていただいておりますが、またいつもどおり最後

がちょっと質問できないなと思って、申しわけな

く思っております。 

 今部長のほうがお話しいただきました、地域包

括支援センターで対応してるということで、夜中

もし例えばこうですよと、医療との連携はなかな

かできませんよというふうなことであっても電話

をする場所があるということが家族にとっては安

心だし、聞いていただけるということが物すごく

安心なんですよ。私自身はちょっとそれを知らん

かったんですけども、そういうことを周知をして

いくっていうことも大事だと思うんですよ。そう

いう周知する機会を工夫をしていただければな

と、ありがたいなと思っております。 

 ３番目、学校の跡地利用ということでお聞きし

たかったんですけども、多分準備もしていただい

とると思うんですけれども、議長のほうもご心配

いただいておりますんで、次には入らずにここで

私のきょうの一般質問を終わらせていただきたい

と思います。大変にありがとうございました。 

○副議長 以上で一般質問を終結といたします。

暫時休憩します。（休憩 午前１１時４９分）

○副議長 再開いたします。（再開 午後１時０

０分） 

 ただいまから議案順に質疑を行いますが、質疑

内容については大綱のみに願います。 

  （日程２） 

○副議長 日程第２、議案第１号「西予市指定介

護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介

護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準等を定める条例制定につい

て」から議案第２９号「西予市消防団条例の一部

を改正する条例制定について」までの２９件を一

括議題といたします。 

 まず、議案第１号「西予市指定介護予防支援等

の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関

する基準等を定める条例制定について」に対する

質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長 次に、議案第２号「西予市包括的支援

事業の実施に関する基準を定める条例制定につい

て」に対する質疑を行います。 

質疑はありませんでしょうか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長 次に、議案３号「西予市景観条例制定

について」に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長 次に、議案４号「西予市行政手続条例

の一部を改正する条例制定について」から議案第

２９号「西予市消防団条例の一部を改正する条例

制定について」までの２６件に対する一括質疑を

行います。 

質疑はありませんか。 

２１番梅川光俊君。 

○２１番梅川光俊君 一つだけ質問させていただ

きたいと思います。 

 議案第１２号「西予市教職員宿舎条例の一部を

改正する条例制定について」、合併によって宿舎

をそこから外すということに関しては異議がある

わけじゃないんですが、これに対して関連でござ

いますが、これからどういう運用をされるのかと

いうことだけお聞きしたいと思います。 

○副議長 増田教育部長。

○増田教育部長 学校再編によりまして、教職員

住宅につきましても随分と使用がなくなってくる

だろうと思います。 

 平成２２年に西予市教職員宿舎の再編計画をつ

くっておりますので、再編計画に応じまして転用

あるいは取り壊し等々につきまして運用してまい

りたいと思います。 

以上でございます。 

○副議長 ほかに質疑はありませんか。

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （日程３） 

○副議長 次に、日程第３、議案第３２号「市道

路線の廃止について」から議案第３７号「西予市

営土地改良事業の施行について」までの６件を一

括議題といたします。 

82



 これより本案６件に対する一括質疑を行いま

す。 

質疑はありませんか。 

１０番宇都宮明宏君。 

○１０番宇都宮明宏君 ちょっと暫時休憩をお願

いします。 

○副議長 暫時休憩いたします。（休憩 午後１

時０４分） 

○副議長 再開します。（再開 午後１時０４

分） 

質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （日程４） 

○副議長 次に、日程第４、議案第５０号「平成

２７年度西予市一般会計予算」を議題といたしま

す。 

これより本案に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

３番菊池純一君。 

○３番菊池純一君 予算書の１６６ページの道路

新設改良費というところの分で、以前にもありま

したけど、ＪＲ石城駅の踏切の横の市道が２６年

度から大分計画に向かって動き出したということ

になっておりますが、その後の動きというか進捗

状況、どういうふうになっておりますでしょう

か、ご説明お願いいたします。 

○副議長 二宮産業建設部長。

○二宮産業建設部長 ただいまご質問いただきま

した市道の関係、岩木地区１０１号線改良事業に

伴うものだと思いますけれども、ＪＲとの協議等

は順調に推移をしておりまして、今年度の６００

万円の詳細については私ちょっと今確認をしてお

りませんので後ほど報告させていただきますけれ

ども、事業費として上げて取り組んでいる状況

で、予定どおり進んでいるという状況でございま

す。 

○副議長 ほかにございませんか。

６番二宮一朗君。

○６番二宮一朗君 予算書１５６ページの商工

費、先ほど一般質問でも大平部長のほうからご説

明をいただきました経済振興資金供給モデル事業

１，９４０万円についてでありますけども、本当

に新しい事業で期待が持てるところではあるんで

すが、これをどのようにして起業者というかそう

いう人に知らす方法というか、そういうふうなと

ころがもしわかっておれば教えていただきたいと

思います。 

○副議長 大平企画財務部長。

○大平企画財務部長 お答え申し上げます。

西予市の特徴なのかもしれませんけども、こう

いった取り組みをすると余りアピールしないまま

事業が終わってしまうといったようなことが多々

ございます。私もこちらに来てそういったことは

防がなければいけないと、このように考えており

まして、今国のほうで出てます地方創生先行型の

交付金がございますが、これが６，８００万円ほ

ど来るわけでございますけれども、こちらの中か

ら１００万円ほど使わせていただきまして庁舎の

前に垂直幕とか、そういったところで市内にいろ

いろなアピールをしていこうと、そのように考え

ているところでございます。 

 また、それだけにとどまらずいろいろな場で発

言させていただきたいなというふうに思っており

ますが、具体的なところについてはまだ現在検討

中でございます。 

○副議長 ６番二宮一朗君。

○６番二宮一朗君 ありがとうございます。

先ほど部長も言われましたように、本当に知ら

ん間に終わっとったでは困りますんで、我々も市

民の人にアピールをしていきたいなと思いますん

で、内容が早くわかるように、市も動いてるんだ

よということもわかるようにぜひ進めていただき

たいなと思いますんで、よろしくお願いします。 

○副議長 ほかにございませんか。

１４番森川一義君。

○１４番森川一義君 １２６ページの国工事関係

委託料、測量設計監理委託料１，６７４万円と工

事関係委託料、測量設計監理委託料７７０万円と

ありますが、ちょっと金額が多い感じがしますの

で、説明をお願いいたします。 

○副議長 横山生活福祉部長。

○横山生活福祉部長 ただいまのご質問の汚泥再

生処理施設整備事業費に係ります委託料でござい

ますが、今回この事業費につきましては３カ年を

かけて実施しております。今回平成２７年度分に

つきまして予算を計上させていただいておるとこ

ろでございます。 

 内容につきましては、今回新しく西予市衛生セ

ンターのバキュームカーの搬入路道路等の設計委

託料も含まれておりまして、その辺を予算計上さ
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せていただいておるところでございます。またあ

わせて、先ほど申しましたように、２７年度に係

ります本体工事の設計施工管理委託業務なども計

上しておるところでございます。 

以上でございます。 

○副議長 ８番小野正昭君。

○８番小野正昭君 ページ１６８ページ、６目用

悪水路費、１５節工事請負費２，８６８万４，０

００円、これにつきまして先般舗装工事費という

ふうな説明を受けましたけれども、舗装工事費だ

けなのか、また何カ所、どの地域を予定されとる

のかお伺いをいたします。 

○副議長 二宮産業建設部長。

○二宮産業建設部長 ただいまご質問いただきま

した用悪水路維持管理事業のうちの工事請負費

２，８６８万４，０００円の関係でございますけ

れども、これは砂防工事南蔵貫浦川流水水路の改

修工事に２，７００万円を使用させていただく予

定としております。 

以上でございます。 

○副議長 ほかにございませんか。

１３番沖野健三君。

○１３番沖野健三君 今回の予算編成作業に当た

って、企画財務部長、大平部長なんですけど、初

めての作業編成をされたと。日によっては午前３

時ごろまでかかった日もあるというふうに聞いて

おります。私は近隣の自治体の予算を見ておりま

すと４万１，０００のこの町の予算規模としては

２８３億円というのは非常に大きな金額やと思う

んですけども、部長が見られて、西予市の４万

１，０００の町で財政規模としては妥当な数字っ

ていうんですか、額というものがわかれば教えて

いただきたい。ちなみに、歴代の部長に私も聞い

たことがあるんですけども、大体２００億円前後

じゃないかなというのが歴代部長の考え方です。 

 それともう一点、これは私が市民の方からぜひ

聞いてくれと言われたんですけども、大平部長は

非常に財政が西予市は危機だと、民間的に言えば

もう倒産寸前だというふうに話されると言われる

んです。その点、また市長は市政報告では西予市

の財政は大丈夫だというふうに話されると、どち

らが本当なんだというふうに聞かれる方があるん

ですけども、お答えいただいたらというふうに思

います。 

○副議長 大平企画財務部長。

○大平企画財務部長 沖野議員にお答え申し上げ

ます。 

 非常にいろいろ質問が多岐にわたってちょっと

動揺しておりますけれども、予算規模に関しまし

て、まずお答え申し上げたいと思います。 

 予算規模、確かに近隣市町等人口規模が同じよ

うなところと、面積比でも同じようなところと比

較しますと私どものほうが多い傾向がございま

す。これは確かな状態でございます。では一方、

じゃあ幾らぐらいが妥当なのか、確かにそれはそ

の時々の財政需要に応じて予算編成を組まなけれ

ばいけませんけれども、歴代部長がご答弁してい

るとおり２００億円でいいのかどうかっていうの

は私は正直この場で直感的に申し上げることはで

きないかなというふうに思っています。確かに、

２８０億円というのは多いなとは思います。これ

を絞っていかなければならないと、このようにも

思っている次第でございます。 

 きのうでしょうか、私も答弁させていただきま

したが、借金に当たる地方債残高が、来年度末で

ございますけれども予定といたしまして３６７億

円余りになるわけでございまして、貯金の約３倍

ということでございまして、普通の一般家計から

すればちょっとどうかなっていうような形になっ

ているわけでございます。 

 それで、その次の質問に対してお答えになるわ

けでございますけれども、倒産寸前かどうかとい

う話になれば、民間企業でも当然借入金と預金

と、バランスシート上倒産寸前ではないというこ

とになります。ただ、このままの財政状況のペー

スで行けばこれは将来どうなるかわからないとい

う点において、言葉は悪いかもしれませんが、危

機的な状況に陥ることはかなり確実なところだと

思います。 

以上です。 

○副議長 三好市長。

○三好市長 沖野議員のご質問について、私もち

ょっと言われましたんで一言つけ加えておきたい

と思います。 

 予算規模等々については、まず基準財政需要額

が根底にあって、それを幾らプラスするかという

ことになろうかと思うんです。うちの２８０億円

台っていう数字が多いとは私は決して思っており

ません。といいますのは、地域経済を支えるため

には私たちは努力をして、そこに予算を投入して
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地域経済を支える要素もありますので、その辺の

ところで単純に物事を予算だけで判断する、例え

ば予算の中には積み立てするやつも年間規模の中

で予算として入れるんです。だから膨らんだりす

るんです。だから、あれの数字だけで見て２８０

億円が大きいとか少ないっちゅうのはちょっと判

断しづらいと思うんです。 

 もう一つは、大平部長、国から来ておりますの

で国の目線でうちのあれを見ていただいとるんだ

と思いますけども、うちの西予市の財政の状態っ

ていうのは私自身は悪い状態ではないと思ってま

す。指数から見ていただいてもおわかりのとお

り、悪い指数でもありません。 

 もう一つ、起債が３６７億円という中で、約九

十数億円は臨時財政対策債なんです。本来は市が

交付税としてもらってないといけんのを国が今金

がないのでとりあえず臨時財政対策債として借り

てくれと、いわゆる貯金をしとるんです。この中

の九十数億円は貯金なんです。おわかりですか。

あと、合併特例債あるいは過疎債、辺地債、辺地

債は８０％、過疎債が７０％、いわゆる交付税の

中に措置されるということになっておりますの

で、私どもが以前からお示ししましておるとお

り、約１１０億円から１２０億円の借金の状態に

私たちはあると、このような判断をしておりま

す。ということは、予算の中にもご説明いたしま

したけども、１１７億円は私どもは積み立てをし

とるわけであります。 

 そういうことを考えたときに非常に健全な状態

にある程度にある、私はそのように判断しており

ます。 

以上です。 

○副議長 １３番沖野健三君。

○１３番沖野健三君 市民の方もこれはテレビを

見られて非常に安心されたんじゃないかと思いま

すけども、もう一つ、今市長が基金の１１７億円

のことを言われたんですけども、大体が、だけど

も目的な基金が多いんです。これをずっと目的の

基金のまんま置いていくのか、そのまま、ある程

度の時期が来ればもう一緒にして西予市は一緒に

なったんだから一緒の使う道は何でも使えるとい

うような方向に行くのか、それを一つだけお伺い

したいと思います。 

○副議長 三好市長。

○三好市長 今の沖野議員のご質問は基金のつく

り方だと私は思っております。したがって、目的

基金をいかにしてつくっておくかっちゅうと、や

はり将来へのそういう目的を持って基金をつくっ

ておくと、私は大事だと思ってます。したがっ

て、財政調整基金だけ積み立てるだけでは、確か

に財政調整基金を積み立ててあると出動はしやす

いんですけども、私はこれは財政調整基金は今ほ

どの三十数億円台でいいと思っておるわけです。 

 私の全体の発想として、合併したときに全ての

基金で、５つの町で持ってきていただいたのが５

０億円です。その中で三位一体の改革があって約

４０億円前後ぐらいに陥ってしまいまして、私は

そこから出発やったんです。行財政改革を敢行し

て、私の理想としては合併のときに８０億円持っ

てきていただくということを理想としておりまし

たけれども、皆さんのところにそれだけの持って

きてもらっとる余力がない町がありました。した

がって、５０億円というところに合意を受けて５

０億円にしたんですけども、そういう状態の中で

４０億円ぐらいまで減ってして、私の理想として

は８０億円でありましたんでそれは超えてきたと

いうことでおりますが、目的基金の問題は、目的

基金が終わるといわゆるそこの中で残金は一般会

計にもう一回繰り戻すわけですから何も問題はな

いと、このようにも思っておるところでありま

す。 

以上です。 

○副議長 ほかにありませんか。

１８番酒井宇之吉君。

○１８番酒井宇之吉君 それでは、施政方針にあ

りました平成２７年度の予算案についての説明が

ございましたけれども、その中で本年度の予算に

つきまして、公共施設等総合管理計画策定事業と

いうのがございます。前段にもありますように、

旧５町時代から保有している公共施設等は既にそ

の役割を終え利用が十分とは言いがたいもの、ま

たマンネリ化し活動が先細りしているものや老朽

化が進んでいるものがありますと、これらは全て

維持管理していますと。 

 今後、これらについての、人口が３万人にな

り、そしてまた老朽化した施設も維持管理費が要

るというような中で本年度公共施設等総合管理計

画の事業がなされておりますが、これのシミュレ

ーションとか、そして今後どのようにして考えて

るのか基本をお聞かせ願ったらと思います。 
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○副議長 宗総務部長。

○宗総務部長 ただいまのご質問でありますけれ

ども、たくさん西予市の中では公共施設を抱えて

いるということはもうご存じかと思います。合併

当初から余りその施設については変動がないとい

うふうなことで旧町からの持ち寄りがほとんどで

あって、それに対してそこで維持管理費がかかり

人件費がかかってるという状況でありまして、今

の財政的な状況からして、また人口の減少等々か

ら鑑みましてその見直しというなのは必須である

というふうなことで、今は施設を賢く使ってい

く、長く延命といいますか、長寿命化していくと

いうふうな考え方を持っとりまして、その見直し

を進めていこうというふうな考え方で今回予算も

計上をさせていただいております。 

 基本的には、維持管理で必要な行政財産がござ

います。それにつきましては当然のように維持管

理をしていきますが、目的を達成した施設、そう

いったものにつきましては見直しもしていかない

といけないんではないかというふうな考え方でご

ざいまして、全体的にはそれぞれの施設ごとに目

的そして使用の状況等々を総合的に勘案しました

計画をつくっていきたいというふうなことで今進

めていきたいと考えております。２７年度、そし

てできれば２８年度の早い段階に計画ができれば

いいんではないかというふうな考え方で今おりま

す。 

以上、答弁といたします。 

○副議長 ほかにありませんか。

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （日程５） 

○副議長 次に、日程第５、議案第５１号「平成

２７年度西予市授産場特別会計予算」から議案第

６２号「平成２７年度西予市野村介護老人保健施

設事業会計予算」までの１２件を一括議題といた

します。 

 これより本案１２件に対する一括質疑を行いま

す。 

質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長 以上で質疑を終結といたします。

ただいま議題となっております議案４８件につ

いては、お手元に配付いたしております常任委員

会付託表及び特別委員会付託表のとおり、各委員

会へ付託いたします。 

 各常任委員会及び特別委員会においては、各議

案について十分に審査を行い、本会議最終日に委

員会審査の経過及び結果について、各委員長の報

告を求めることといたします。 

 以上をもって本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

３月１９日は午後２時から会議を開きます。 

本日はこれにて散会いたします。 

  散会 午後１時２７分 
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  平成２７年第１回西予市議会定例会会議録（第４号） 

１．招 集 年 月 日 平成２７年３月１９日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開   議 平成２７年３月１９日 

 午後２時００分 

１．閉   会 平成２７年３月１９日 

午後４時３７分 

１．出 席 議 員 

  １番  源   正 樹 

  ２番  井 関 陽 一 

  ３番  菊 池 純 一 

 ４番  田 中 徳 博 

  ５番  中 村 敬 治 

  ６番  二 宮 一 朗 

  ７番  兵 頭   学 

  ８番  小 野 正 昭 

  ９番  松 山   清 

  １０番  宇都宮 明 宏 

  １１番    欠  員  

  １２番  元 親 孝 志 

  １３番  沖 野 健 三 

  １４番  森 川 一 義 

  １５番  藤 井 朝 廣 

  １６番  浅 野 忠 昭 

  １７番  岡 山 清 秋 

  １８番  酒 井 宇之吉 

  １９番  兵 頭   勇 

  ２０番  山 本 昭 義 

  ２１番  梅 川 光 俊 

１．欠 席 議 員 

 な  し 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

  市   長  三 好 幹 二 

  副  市  長  九 鬼 則 夫 

  教  育  長  宇都宮 又 重 

  公営企業部長  平 野 松 市 

  会 計 管 理 者 奥 野 柳之介 

  総 務 部 長 宗   正 弘 

  企画財務部長 大 平 利 幸 

  産業建設部長  二 宮 紀 夫 

  生活福祉部長  横 山 博 文 

  教 育 部 長  増 田 敬 介 

  明 浜 支 所 長  宇都宮 松 夫 

  野 村 支 所 長  松 川 伸 二 

  城 川 支 所 長  田 村   剛 

  三 瓶 支 所 長  西園寺 良 徳 

  消防本部消防長  菊 池   直 

  総 務 課 長  道 山 升 文 

  財 政 課 長  山 岡 薫 彦 

  監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

  事 務 局 長  井 関 通 夫 

  議 事 係 長  佐 藤 陽一郎 

１．議  事  日  程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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  議  事  日  程 

１ 陳情第 １号 「農業改革」の名による農

業・農協つぶしをやめ、地

域を守る陳情書 

２ 議案第 １号 西予市指定介護予防支援等

の事業の人員及び運営並び

に指定介護予防支援等に係

る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準

等を定める条例制定につい

て 

  議案第 ２号 西予市包括的支援事業の実

施に関する基準を定める条

例制定について 

  議案第 ３号 西予市景観条例制定につい

て 

  議案第 ４号 西予市行政手続条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

  議案第 ５号 西予市総合計画審議会条例

の一部を改正する条例制定

について 

  議案第 ６号 西予市行政改革推進委員会

設置条例の一部を改正する

条例制定について 

  議案第 ７号 西予市情報公開条例等の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  議案第 ８号 西予市職員定数条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

  議案第 ９号 西予市職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

  議案第１０号 西予市職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

  議案第１１号 地方教育行政の組織及び運

営に関する法律の一部を改

正する法律の施行に伴う関

係条例の整理に関する条例

制定について 

  議案第１２号 西予市教職員宿舎条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  議案第１３号 西予市立学校給食センター

及び学校給食調理場条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１４号 西予市立幼稚園における保

育料等徴収条例の一部を改

正する条例制定について 

  議案第１５号 西予市宇和文化の里条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１６号 西予市三瓶文化会館条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１７号 西予市社会体育施設条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１８号 西予市野村町地域青少年健

全育成基金条例を廃止する

条例制定について 

  議案第１９号 西予市保育の実施に関する

条例を廃止する条例制定に

ついて 

  議案第２０号 西予市保育所条例の一部を

改正する条例制定について 

  議案第２１号 西予市隣保館条例の一部を

改正する条例制定について 

  議案第２２号 西予市介護保険条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

  議案第２３号 西予市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準等を定

める条例の一部を改正する

条例制定について 

  議案第２４号 西予市指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指

定地域密着型介護予防サー

ビスに係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関

する基準等を定める条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第２５号 西予市使用料及び手数料条

例の一部を改正する条例制
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定について 

  議案第２６号 西予市獣肉処理加工施設条

例の一部を改正する条例制

定について 

  議案第２７号 西予市営住宅管理条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  議案第２８号 西予市病院事業使用料及び

手数料条例の一部を改正す

る条例制定について 

  議案第２９号 西予市消防団条例の一部を

改正する条例制定について 

議案第３２号 市道路線の廃止について 

  議案第３３号 市道路線の認定について 

  議案第３４号 西予市営土地改良事業の施

行について 

  議案第３５号 西予市営土地改良事業の施

行について 

  議案第３６号 西予市営土地改良事業の施

行について 

  議案第３７号 西予市営土地改良事業の施

行について 

議案第５０号 平成２７年度西予市一般会

計予算 

議案第５１号 平成２７年度西予市授産場

特別会計予算 

  議案第５２号 平成２７年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

予算 

  議案第５３号 平成２７年度西予市育英会

奨学資金貸付特別会計予算 

  議案第５４号 平成２７年度西予市国民健

康保険特別会計予算 

  議案第５５号 平成２７年度西予市後期高

齢者医療特別会計予算 

  議案第５６号 平成２７年度西予市介護保

険特別会計予算 

  議案第５７号 平成２７年度西予市農業集

落排水事業特別会計予算 

  議案第５８号 平成２７年度西予市公共下

水道事業特別会計予算 

  議案第５９号 平成２７年度西予市簡易水

道事業特別会計予算 

  議案第６０号 平成２７年度西予市水道事

業会計予算 

  議案第６１号 平成２７年度西予市病院事

業会計予算 

  議案第６２号 平成２７年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計予

算 

３ 選任第 １号 西予市環境衛生施設建設特

別委員会委員の選任につい

て 

追加 議案第６３号 朝立会館建築工事変更請負

契約について 

  議案第６４号 平成２６年度西予市一般会

計補正予算（第１０号） 

  議案第６５号 平成２６年度西予市農業集

落排水事業特別会計補正予

算（第６号） 

  議案第６６号 平成２６年度西予市病院事

業会計補正予算（第５号） 

  議案第６７号 西予市副市長の選任につい

て 

  議案第６８号 西予市固定資産評価員の選

任について 

  発議第 １号 西予市議会会議規則の一部

を改正する規則制定につい

て 

  発議第 ２号 西予市議会委員会条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  発議第 ３号 西予市創生特別委員会の設

置及び付託について 

  選任第 ２号 西予市創生特別委員会委員

の選任について 

  議員派遣の件について 
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本日の会議に付した事件 

１ 陳情第 １号 「農業改革」の名による農

業・農協つぶしをやめ、地

域を守る陳情書 

２ 議案第 １号 西予市指定介護予防支援等

の事業の人員及び運営並び

に指定介護予防支援等に係

る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準

等を定める条例制定につい

て 

  議案第 ２号 西予市包括的支援事業の実

施に関する基準を定める条

例制定について 

  議案第 ３号 西予市景観条例制定につい

て 

  議案第 ４号 西予市行政手続条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

  議案第 ５号 西予市総合計画審議会条例

の一部を改正する条例制定

について 

  議案第 ６号 西予市行政改革推進委員会

設置条例の一部を改正する

条例制定について 

  議案第 ７号 西予市情報公開条例等の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  議案第 ８号 西予市職員定数条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

  議案第 ９号 西予市職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

  議案第１０号 西予市職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

  議案第１１号 地方教育行政の組織及び運

営に関する法律の一部を改

正する法律の施行に伴う関

係条例の整理に関する条例

制定について 

  議案第１２号 西予市教職員宿舎条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  議案第１３号 西予市立学校給食センター

及び学校給食調理場条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１４号 西予市立幼稚園における保

育料等徴収条例の一部を改

正する条例制定について 

  議案第１５号 西予市宇和文化の里条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１６号 西予市三瓶文化会館条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１７号 西予市社会体育施設条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第１８号 西予市野村町地域青少年健

全育成基金条例を廃止する

条例制定について 

  議案第１９号 西予市保育の実施に関する

条例を廃止する条例制定に

ついて 

  議案第２０号 西予市保育所条例の一部を

改正する条例制定について 

  議案第２１号 西予市隣保館条例の一部を

改正する条例制定について 

  議案第２２号 西予市介護保険条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

  議案第２３号 西予市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準等を定

める条例の一部を改正する

条例制定について 

  議案第２４号 西予市指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指

定地域密着型介護予防サー

ビスに係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関

する基準等を定める条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

  議案第２５号 西予市使用料及び手数料条

例の一部を改正する条例制
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定について 

  議案第２６号 西予市獣肉処理加工施設条

例の一部を改正する条例制

定について 

  議案第２７号 西予市営住宅管理条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  議案第２８号 西予市病院事業使用料及び

手数料条例の一部を改正す

る条例制定について 

  議案第２９号 西予市消防団条例の一部を

改正する条例制定について 

議案第３２号 市道路線の廃止について 

  議案第３３号 市道路線の認定について 

  議案第３４号 西予市営土地改良事業の施

行について 

  議案第３５号 西予市営土地改良事業の施

行について 

  議案第３６号 西予市営土地改良事業の施

行について 

  議案第３７号 西予市営土地改良事業の施

行について 

議案第５０号 平成２７年度西予市一般会

計予算 

議案第５１号 平成２７年度西予市授産場

特別会計予算 

  議案第５２号 平成２７年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

予算 

  議案第５３号 平成２７年度西予市育英会

奨学資金貸付特別会計予算 

  議案第５４号 平成２７年度西予市国民健

康保険特別会計予算 

  議案第５５号 平成２７年度西予市後期高

齢者医療特別会計予算 

  議案第５６号 平成２７年度西予市介護保

険特別会計予算 

  議案第５７号 平成２７年度西予市農業集

落排水事業特別会計予算 

議案第５８号 平成２７年度西予市公共下

水道事業特別会計予算 

  議案第５９号 平成２７年度西予市簡易水

道事業特別会計予算 

  議案第６０号 平成２７年度西予市水道事

業会計予算 

  議案第６１号 平成２７年度西予市病院事

業会計予算 

  議案第６２号 平成２７年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計予

算 

３ 選任第 １号 西予市環境衛生施設建設特

別委員会委員の選任につい

て 

追加 議案第６３号 朝立会館建築工事変更請負

契約について 

  議案第６４号 平成２６年度西予市一般会

計補正予算（第１０号） 

議案第６５号 平成２６年度西予市農業集

落排水事業特別会計補正予

算（第６号） 

  議案第６６号 平成２６年度西予市病院事

業会計補正予算（第５号） 

  議案第６７号 西予市副市長の選任につい

て 

  議案第６８号 西予市固定資産評価員の選

任について 

  発議第 １号 西予市議会会議規則の一部

を改正する規則制定につい

て 

  発議第 ２号 西予市議会委員会条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

  発議第 ３号 西予市創生特別委員会の設

置及び付託について 

  選任第 ２号 西予市創生特別委員会委員

の選任について 

  議員派遣の件について 
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  開議 午後２時００分 

○議長 ただいまの出席議員は２０名でありま

す。これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ

ります。 

  （日程１） 

○議長 日程第１、陳情第１号「「農業改革」の

名による農業・農協つぶしをやめ、地域を守る陳

情書」を議題といたします。 

 井関産業建設常任委員会委員長の報告を求めま

す。 

２番井関陽一君。 

○井関陽一産業建設常任委員長 産業建設常任委

員会審査報告書。 

 陳情第１号「「農業改革」の名による農業・農

協つぶしをやめ、地域を守る陳情書」について

は、お手元に配付のとおり不採択と決定いたしま

した。 

 不採択の理由ですが、本陳情書につきましては

平成２６年第４回定例会において継続審査とな

り、３月１１日の委員会審査において再度審査を

実施いたしました。既に平成２７年２月初旬に全

国農業協同組合中央会（ＪＡ全中）を農協法に基

づく組織から一般社団法人へ転換するとともに、

地域農協への監査、指導権を撤廃することを柱と

する改革案について政府とＪＡ全中との間で合意

が図られています。 

 そうした状況を踏まえた上で委員に対し本陳情

書をどうするか意見を求めたところ、政府とＪＡ

全中との間で政府改革案の合意が行われているた

め本陳情書は不採択とするのが適当との意見が出

ました。陳情の内容は、政府案による農協の組織

改革に反対するという趣旨のものである以上、不

採択とすべきの考えに賛同する委員が多く、採決

の結果、不採択と決定いたしました。 

以上、委員会報告といたします。 

 平成２７年３月１９日、産業建設常任委員会委

員長井関陽一。 

○議長 以上で委員長の報告は終わりました。

これより委員長報告に対する質疑を行います。

質疑はありませんか。

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。

討論の通告がありませんので、討論を終結とい

たします。 

これより採決を行います。 

お諮りいたします。 

陳情第１号「「農業改革」の名による農業・農

協つぶしをやめ、地域を守る陳情書」については

委員長報告のとおり不採択とすることに賛成の議

員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。

起立全員であります。よって、陳情第１号は不

採択とすることに決定いたしました。 

  （日程２） 

○議長 日程第２、議案第１号「西予市指定介護

予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護

予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援

の方法に関する基準等を定める条例制定につい

て」から議案第２９号「西予市消防団条例の一部

を改正する条例制定について」までの２９件及び

議案第３２号「市道路線の廃止について」から議

案第３７号「西予市営土地改良事業の施行につい

て」までの６件並びに議案第５０号「平成２７年

度西予市一般会計予算」から議案第６２号「平成

２７年度西予市野村介護老人保健施設事業会計予

算」までの１３件の計４８件を一括議題といたし

ます。 

 各委員会における審査の経過と結果について各

委員長の報告を求めます。 

 まず、総務常任委員会委員長小野正昭君の報告

を求めます。 

８番小野正昭君。 

○小野正昭総務常任委員長 総務常任委員会審査

報告。 

 去る３月２日の本会議において当委員会に付託

をされました議案１８件について、３月１０日と

１１日に審査を行いましたので報告をいたしま

す。 

 審査の結果は、お手元に配付の委員会報告書と

おりであり、いずれも原案のとおり可決決定をい

たしました。 

 議案審査の中で委員より出された質疑、それに

対する答弁等について概要を抜粋してご報告を申

し上げます。 

 議案第５０号「平成２７年度西予市一般会計予

算」のうち、総務部危機管理課所管では、防災対

策啓発活動並びに防災士の育成研修等の状況につ

いて、各地域に合った防災に対する啓発活動が重
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要と考えており、引き続き地域の各種会合に参加

して啓発に努めたい。また、西予市では自主防災

組織の育成とあわせて平成２３年度から防災士の

育成に努め現在９８名の方が防災士の資格を取得

しており、平成２７年度においてもこれまでどお

り新規防災士の養成を進めるとともに、地域防災

力の向上を図るため防災士を地域の防災リーダー

として養成し、防災士会（仮称）の結成を進めた

いと考え、会議費用や研修会等の参加費用を計上

し、これらの事業の充実を図りたいとの答弁であ

りました。 

 次に、企画財務部企画調整課所管では、地元と

計画的に調整を図りながら進めている大江集会所

整備について、自治総合センターの事業採択を受

けた場合に実施するもので、平成２７年度計画さ

れている事業費２，５００万円のうち、その内訳

は自治総合センターの助成金１，５００万円と市

補助金５００万円、地元負担金５００万円となる

との説明でした。 

 また、合併１０周年記念事業で実際に１７の事

業を実施されたが市民の中には１０周年記念式典

ぐらいしかイメージがないという声があるが、事

業の効果はどうだったのかとの質疑に対し、代表

的なものの一つはせいよ部マネージャー事業であ

り、西予市の情報を若い人の感覚で行いイベント

時にはにぎわったのではなかろうかと感じてい

る。なお、このせいよ部マネージャーの監督はら

くさぶろう氏で、毎週のようにラジオ等で西予市

の話題を取り上げていただいており、情報発信の

効果があったものと考えています。また、西予市

の歌も１０周年記念として作成し、市内の小・中

学生を中心として多くの方に知っていただき、知

名度向上の効果として挙げられるのではないかと

の答弁でした。 

 次に、デマンドタクシー運行事業について、そ

れぞれの路線運行はどのような状況か、また何か

改善することがあるのかとの質疑に対し、西予市

内には遊子川地区、土居地区、惣川地区及び高川

地区のデマンドタクシーが運行しており、３年程

度経過をしている。デマンドを入れることによっ

て自宅のすぐそばまで迎えに来ることから、バス

停まで遠いといった利用者には大きなメリットと

なり、大変喜ばれている。しかし、昨年の１０月

から運行を開始した宇和地区のデマンドタクシー

は利用者がまだまだ少ない状況であり、現在原因

を調べているが、実際に利用される方に対してま

ず意見を聞き、できることから改善したいと考え

ている。利用率の向上についてもＰＲを進めてい

きたいとの答弁でした。 

 また、事業者の経営状態はどのようになってい

るかとの質疑に対し、デマンドが運行されたため

タクシーの売り上げが落ちているという現状があ

り、全体を捉えてタクシー業者が地域からなくな

ることで一番困るのは地域の方々なので、認めら

れている範囲においてある程度必要な経費は出し

ていくとの答弁でした。 

 消防本部消防総務課所管では、インドネシアの

県知事が消防車、救急車が不要になった車を寄附

してほしいという依頼で来られたが、西予市での

状況を知りたいとの質疑に対し、インドネシア、

バンタエン県、ヌルディン・アブドゥラ知事が先

日来県され、救急車及び消防団で使わなくなった

消防自動車を無償で送る事業をトヨタ自動車が主

体となりやっていることから、そのお礼というこ

とで西予市にも来られました。西予市も平成２４

年には救急車１台、ポンプ車を１台、積載車を４

台、軽積載車を１台、平成２５年にも同じく積載

車を４台、平成２６年度も同じく消防車両、消防

団の廃棄車両などを寄贈するとの答弁でした。 

 また、高速道路の緊急時用としてつくられた下

川の緊急進入路の使用状況はどうなっているかと

の質疑に対し、平成２４年１０月から運用し３月

９日現在の集計では２１８件搬送をしている。使

用頻度にすると年間７０件ぐらいで、搬送に関し

ては非常に便利になり宇和島方面には５分ぐらい

の短縮になるので緊急時の対応として大変役立っ

ているとの答弁でした。 

 教育部生涯学習課所管では、成人式開催事業に

おける平成２７年度予算は前年度の約半額であ

り、事業内容を見ると記念品が減額になっている

が、どのような経緯でこのようになったのかの質

疑に対し、従来成人式の記念品は地元特産品を中

心に贈っていたが、今回新成人の方々を交えて検

討した結果、参加者の価値観の多様化などで決め

手に欠け、次回からは品物ではなく記念品は集合

写真とし成人式自体を心に残るような形式にして

ほしいという意見を尊重し、その内容を検討して

いるとの答弁でした。 

 文化体育振興課所管では、昨年末に東京でかま

ぼこ板の絵展覧会、日本一短い手紙とコラボ展を
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１０周年記念として開催をしたが、その状況はど

うだったのかとの質疑に対し、昨年１１月２６日

から１２月７日まで開催をし８８１人の来場者が

あった。来場していただいた方には涙を流しなが

ら鑑賞する人、またもう一度開催してほしいと望

まれる人など多くの感動と称賛のご意見をいただ

き、それらのアンケート等をまとめているところ

である。ただ、開催場所が清閑な場所だったので

もう少し人が集まりやすい場所であればより多く

の方に鑑賞していただけたであろうとの答弁であ

り、今後の課題としての答弁がありました。 

以上、委員会審査報告といたします。 

 平成２７年３月１９日、総務常任委員会委員長

小野正昭。 

○議長 次に、厚生常任委員会委員長源正樹君の

報告を求めます。 

 １番源正樹君。 

○源正樹厚生常任委員長 厚生常任委員会審査報

告。 

 去る３月５日の本会議において当委員会に付託

されました議案について、３月１０日及び１１日

に委員会を開催し審査を行いましたので、その経

過と結果についてご報告を申し上げます。 

 お手元に配付のとおり、議案１９件については

いずれも全会一致で原案可決決定いたしました。 

 議案の審査経過において、委員より出された質

疑並びに部課長の答弁を抜粋して報告いたしま

す。 

 議案第２２号「西予市介護保険条例の一部を改

正する条例制定について」に係る審査では、平成

２７年度からの第６期西予市介護保険事業計画に

基づき、月額基準保険料を４，７００円から５，

６００円にすること、保険料算定基準を６段階か

ら９段階へ細分化すること、また新たな地域支援

事業の実施期限を体制整備が必要なため延長する

ことについて説明がありました。 

 議案第２３号「西予市指定地域密着型サービス

の事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定

める条例の一部を改正する条例制定について」及

び議案第２４号「西予市指定地域密着型介護予防

サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定

地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のた

めの効果的な支援の方法に関する基準等を定める

条例の一部を改正する条例制定について」では、

認知症対策について質疑があり、新規認知症対策

として認知症ケアパスの作成、徘回高齢者等ＳＯ

Ｓ登録事業、高齢者あんしんネットワーク事業に

取り組むとの答弁がありました。 

 次に、議案第５０号「平成２７年度西予市一般

会計予算」のうち、歳入歳出予算に関する当委員

会所管分について以下のような質疑や答弁、説明

がありました。 

 高齢福祉課所管分において、生活福祉バス事業

と路線変更に係る各支所での要望及び実態把握状

況についての質疑では、城川支所で路線変更の要

望が以前に１件あり、デマンドタクシー事業との

関連性、有効性を精査しながら事業を実施してい

るとの答弁がありました。 

 環境衛生課所管分では可燃性ごみ処理の今後に

ついて質疑がありました。野村クリーンセンター

は、施設の老朽化に加え、地元周辺地区との施設

継続使用に係る協定が平成３０年３月末までとな

っています。なお、現在の当該施設に係るごみ処

理単価と八幡浜市へのごみ処理委託単価を比較し

ても大きく変わらないことなどから、予定として

は施設閉鎖後は新規焼却施設を建設するのではな

く、八幡浜市へ委託する方向の考えであるとの答

弁がありました。 

 次に、議案第５４号「平成２７年度西予市国民

健康保険特別会計予算」では、医師退職に伴う狩

江診療所の体制変更について説明がありました。 

 また、周木診療所改築事業の見通しについて質

疑があり、平成２７年度に移転新築し平成２８年

度４月から新診療所にて診療を始める予定との答

弁がありました。 

 そのほか、国保事業広域化についての質疑で

は、平成２７年３月３日に閣議決定され今後の通

常国会で議論されること、また当初の予定であっ

た平成２９年度から平成３０年度へ１年延期され

る見込みとの答弁がありました。 

 議案第５９号「平成２７年度西予市簡易水道事

業特別会計予算」では、簡易水道事業統合に係る

諸課題について多くの質疑がありました。平成２

２年３月に策定された西予市水道ビジョンに基づ

き平成２６年度に上水道事業が統合されました。

国は一自治体一水道事業体を理念とした水道事業

再編を課題としています。統合整備にかかわる国

庫補助制度の期限が平成２９年３月に迫っている

中、委員からは特に城川地区について今後の施設

整備や事業存続の方向性について質疑がありまし
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た。城川地区では施設を管路で連絡するなどのハ

ード統合ではなく会計上のソフト統合を基本と

し、現在市内全域１０２の水道組合などから現状

や課題等について聞き取り調査を行っており、８

割程度調査終了後の意見として今後の維持管理の

問題が多く出ている。水道料金や積立金などが組

合ごとに千差万別であるため、統合については全

ての組合からの聞き取り調査を終えた後、検討、

協議を行いながらなるべく早く方向性を定めたい

との答弁がありました。 

 議案第６１号「平成２７年度西予市病院事業会

計予算」では、新たに設置された婦人科、皮膚科

の現状と医師の常勤化について質疑がありまし

た。現在、愛媛大学医学部から支援を受けている

が医局員不足が慢性化していること、西予市出身

の医師で市に貢献したいとの強い思いで協力をい

ただいていること、特に産婦人科医が不足してい

ること、また県内全域で不足しており、愛媛県全

体での大きな課題であるとの答弁がありました。 

 また、通院への公共交通機関利便性について質

疑があり、アンケート実施の結果ほとんどの患者

の皆さんが自家用車もしくは家族の車で通院して

いる結果ではあったが、帰りの便が不便との意見

があり、充実を検討する必要があるとの答弁があ

りました。 

以上、委員会報告といたします。 

 平成２７年３月１９日、厚生常任委員会委員長

源正樹。 

○議長 次に、産業建設常任委員会委員長井関陽

一君の報告を求めます。 

２番井関陽一君。 

○井関陽一産業建設常任委員長 産業建設常任委

員会審査報告書。 

 付託されました議案１３件は、お手元に配付の

とおり原案可決決定いたしました。 

審査経過及び要望等。 

 議案第２５号「西予市使用料及び手数料条例の

一部を改正する条例制定について」は農業委員会

より説明があり、閲覧手数料１件につき１００

円、記録事項要約書の交付手数料１件につき２０

０円の説明を受けました。他人の農地情報も閲覧

可能なのかとの質疑に対し、個人農業生産法人が

新規参入する際並びに経営拡大の際には情報収集

の一環として閲覧できるとの答弁がありました。 

 議案第２７号「西予市営住宅管理条例の一部を

改正する条例制定について」は建設課より説明が

あり、除却処分となる河内団地２号棟について質

疑がありました。本件については来年度建物を解

体し、土地については普通財産にする予定である

との答弁でした。 

 議案第３２号「市道路線の廃止について」、議

案第３３号「市道路線の認定について」の２議案

では、特号路線とその他路線の認定要件について

質疑がありました。特号路線の認定作業では道路

幅、住宅数、交通量といった内容以外に集落と集

落をつなぐ主要な路線であるか、基幹道路網を形

成することができているかといった環境面につい

ても多角的に考慮して決める必要があるため、格

付委員会を開いて決定しているとの答弁を受けま

した。 

 議案第５０号「平成２７年度西予市一般会計予

算」のうち経済振興課では、西予市経済振興資金

供給モデル事業について説明がありました。 

 金融協会等でつくる西予市経済資金供給協議会

の審査合格者に対し、２，０００万円を上限とし

て出資、３年以内に黒字化すればさらに５００万

円を出資する事業になっているそうです。ほかに

も南予活性化イベント、えひめ南予博覧会などイ

ベント関連事業についても説明があったほか、各

種施設の維持管理費の説明も受けました。経済振

興資金供給モデル事業１，９４０万円で何社の創

業を見込んでいるのかという質疑に対しては、１

社で２，０００万円を想定しているということで

すが、５００万円や１，０００万円の希望の者が

出るかもしれないので、金融機関との協議の中で

今後検討したいということでした。 

 また、乙亥の里管理事業費１，６７３万１，０

００円のうち、カロト温泉分についても質疑があ

りました。カロト温泉委託料は５７０万７，００

０円であり、２５年度の収支は２，４７３万６，

０００円となっているが、利用者の数が年々減少

して収支を圧迫しているとの答弁でした。 

 そのほかにも観光関係各種負担金１，４４５万

２，０００円に対し、えひめ南予博覧会における

西予市の目玉イベントは何か、また県との連携は

どうなっているのかという質疑に対して、既存の

イベントであるかっぱ祭り、乙亥相撲、どろんこ

祭り、れんげ祭り、奥地の海のかーにばるなどの

拡充、強化やジオサイクリングを考えているとの

答弁がありました。県との連携に関しましては、
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県より１名、宇和島市、八幡浜市、大洲市、西予

市の各市より１名ずつ人員を派遣し、南予地方局

に事務局を立ち上げる予定だそうです。えひめ南

予博覧会の総事業費は５億円程度で、南予９市町

村でこれの半分、約２億５，０００万円を負担す

る予定だそうです。そのうち西予市は３，４００

万円程度の負担額になると見込まれています。 

 農業水産課では、地域おこし協力隊を利用した

養蚕業後継者育成事業４３０万円、全国共進会支

援としての家畜個体機能強化支援事業１００万

円、野村子牛育成所新築移転に対する畜産施設整

備事業４，８６９万円、岩本地区農山漁村活性化

プロジェクト支援交付金事業７２３万８，０００

円、高山漁港津波・高潮危機対策事業２，８１５

万円などの新規事業を始め、中山間地直接支払制

度事業費３億５，５６３万７，０００円や、農村

環境保全向上活動支援事業１億５，７３０万８，

０００円などの説明を受けました。 

 その中でシルク博物館運営事業２，９６２万

７，０００円について質疑があり、繭の買い取り

価格は生産意欲を高めるため現行の３，０００円

から４，０００円に変更する予定であるとの回答

がありました。また、シルク館では２，０００キ

ログラム程度の生産量がちょうどよい取扱量にな

るそうですが、昨年は１，３００キログラム程度

しか生産できておらず、生産者の高齢化なども相

まって、増産は容易でない状況にあるとの話もあ

りました。ほかにも養蚕後継者育成事業では協力

隊の募集について質疑があり、２月に応募があり

内定していましたが、相手方の都合により決定に

至らなかったため今後も募集をかけていくとのこ

とでした。 

 獣肉処理加工施設ししの里せいよについては、

獣肉の買い取り制度について質疑がありました。

これについては持ち込み者に対し国のガイドライ

ン資料を渡すなどして廃棄処分が少なくなるよう

な取り組みを行っているとの説明があったほか、

３０キログラム未満のイノシシの買い取りは利活

用が難しいので今後の持ち込みも受け取りを行わ

ない方針を検討中とのことでした。委員からは、

管理者と持ち込み業者、産業建設委員らを交えて

話し合いを行い運用の改善策を模索してはとの意

見が出されました。 

 林業課では、市産材木造住宅建設促進事業１，

０００万円や、林道開設・舗装事業等３億２，０

９９万２，０００円などについて説明を受けまし

た。その中で森林蘇生緊急対策事業９４５万円に

ついて事業内容の説明を求める質疑がありまし

た。本件については法人格の林業従事者が高性能

機械を購入することに対する２分の１の助成事業

であるとの説明がありました。 

 また、県営林道田之筋渓筋線開設負担事業３５

０万円については、図面による説明がありました

が、委員よりまだまだ流動的要素が多いのではな

いかとの意見が出ました。詳しい説明を求めたと

ころ、本事業は測量、全体設計、詳細設計を経て

全体の金額を決定していく段階にあり、現時点で

はメーター当たり２０万円程度の試算により負担

額を計上しているとの答弁がありました。 

 建設課では、危険空き家除却事業４００万円に

ついて内容の説明を求める質疑がありました。昨

年の調査では西予市における空き家戸数は２，０

８２戸であり、そのうち解体の必要なものが１５

８戸、解体予備群は５００戸にも上るそうです。

上限８０万円の補助で今年度は５軒分の除却を想

定しているとのことでした。 

 市道赤木佐須線道路災害復旧事業費７億９，１

２５万８，０００円については、いつごろ通れる

ようになるのかとの質疑に対し、２７、２８年度

に工事を行い、２９年度に通行可能となる予定で

あるとのことでした。 

 一方、住宅リフォーム事業補助金は人気のある

事業であるが１，５００万円をオーバーした場合

に補正を組む予定があるのかとの質疑に対して

は、国の地域活性化・地域住民生活等緊急支援交

付金補正で１，０００万円程度増額できれば総額

で２，５００万円程度の事業になる可能性がある

との答弁でした。 

 農業委員会では、農業委員の今後について委員

より質疑がありました。 

 本件につきましては、主な改正点といたしまし

て農業委員の選任方法が公職選挙法の準用から市

町村議会の同意を要する市町村長の任命制とな

り、委員定数が約半数となる案となっています。

現在３８名の西予市農業委員は１８名程度になる

可能性があるという答弁でした。今後の国会終了

後には法案が成立し詳しい内容がわかるとのこと

でした。 

 議案第５７号「平成２７年度西予市農業集落排

水事業特別会計予算」について下水道課より説明
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がありました。 

 予算額４億５４１万円のうち、一般会計繰入金

は３億１，１５０万円であり、施設管理費は１億

４，４５５万３，０００円との説明がありまし

た。審査の中で今後の計画について質疑がありま

した。三瓶地区、明浜地区の集落排水事業につい

ては、計画はあるものの予算上の兼ね合いなどか

ら具体的な見通しは立っていない状況であるとの

答弁がありました。 

 議案第５８号「平成２７年度西予市公共下水道

事業特別会計予算」についても下水道課より説明

がありました。予算額８億９，９０４万９，００

０円のうち一般会計繰入金は４億８，４９４万

９，０００円であり、主な事業である宇和処理区

公共下水道整備事業費３億７，４０２万１，００

０円などについて説明を受けました。 

 公共下水道の加入率は２月末現在、野村６６．

９３％、宇和５２．５０％となっており、野村処

理事業維持管理費４，１０２万８，０００円に対

する使用料は４，１６０万円で、維持費について

は使用料で賄えている状況であるとの説明があり

ました。また、宇和地区につきましては今後接続

戸数をふやして対応するとの答弁でした。今後の

実施計画については、伊賀上、下宇和地区を新た

に認可区域に加えて平成３７年度の完成を予定し

ているとのことでした。また、接続促進策として

下水道施設接続工事に使えるプレミアムつき商品

券を検討中とのことでした。 

以上、委員会報告といたします。 

 平成２７年３月１９日、産業建設常任委員長井

関陽一。 

○議長 次に、西予市環境衛生施設建設特別委員

会副委員長森川一義君の報告を求めます。 

１４番森川一義君。 

○森川一義西予市環境衛生施設建設特別副委員長

西予市環境衛生施設建設特別委員会審査報告を

行います。 

 去る３月５日の本会議において当委員会に付託

されました議案について、同日委員会を開催し、

審査を行いましたので、その経過と審査結果につ

いてご報告申し上げます。 

 お手元に配付のとおり、議案第５０号「平成２

７年度西予市一般会計予算」のうち歳入歳出に関

する当委員会所管分については、全会一致で原案

可決決定いたしました。 

 平成２７年度の汚泥再生処理施設整備事業費に

おける歳出予算の総額は７億８，６５１万６，０

００円であり、前年度に比べ２億１，０１２万

７，０００円の増額となっています。その内訳

は、本体工事施工管理及び西予市衛生センターの

バキュームカー搬入路測量設計業務委託に係る委

託料７７０万３，０００円のほか、造成工事及び

本体建設工事に係る工事請負費７億２，２７０万

円が主なものでした。 

 また、歳入の主なものとして、循環型社会形成

推進交付金に係る国庫支出金１億９，８８３万

４，０００円を初め、市債５億４，８３０万円な

どについての説明がありました。本施設は平成２

９年４月の稼働を目指し、ことし１月下旬から造

成工事を実施しており、本体建設工事については

ことし８月ごろからの着工を予定しているとのこ

とでした。 

以上、委員会審査報告といたします。 

 平成２７年３月１９日、西予市環境衛生施設建

設特別委員会副委員長森川一義。 

○議長 以上で各委員長の報告は終わりました。

これより各委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。

討論の通告がありませんので、討論を終結とい

たします。 

これより議案順に採決を行います。 

まず、議案第１号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第１号「西予市指定介護予防支援等の事業

の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る

介護予防のための効果的な支援の方法に関する基

準等を定める条例制定について」は委員長報告の

とおり決定することに賛成の議員の起立を求めま

す。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。

起立全員であります。よって、議案第１号は原

案のとおり決定いたしました。 

次に、議案第２号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第２号「西予市包括的支援事業の実施に関

する基準を定める条例制定について」は委員長報
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告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求

めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。

起立全員であります。よって、議案第２号は原

案のとおり決定いたしました。 

次に、議案第３号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第３号「西予市景観条例制定について」は

委員長報告のとおり決定することに賛成の議員の

起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。

起立全員であります。よって、議案第３号は原

案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第４号から議案第２９号までの２６

件を一括して採決いたします。 

お諮りいたします。 

 議案第４号「西予市行政手続条例の一部を改正

する条例制定について」から議案第２９号「西予

市消防団条例の一部を改正する条例制定につい

て」までの２６件は委員長報告のとおり決定する

ことにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議案第

４号から議案第２９号までの２６件は原案のとお

り決定いたしました。 

 次に、議案第３２号及び議案第３３号の２件を

一括して採決いたします。 

お諮りいたします。 

 議案第３２号「市道路線の廃止について」及び

議案第３３号「市道路線の認定について」の２件

は委員長報告のとおり決定することに賛成の議員

の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。

起立全員であります。よって、議案第３２号及

び議案第３３号の２件は原案のとおり決定いたし

ました。 

 次に、議案第３４号から議案第３７号までの４

件を一括して採決いたします。 

お諮りいたします。 

 議案第３４号「西予市営土地改良事業の施行に

ついて」から議案第３７号「西予市営土地改良事

業の施行について」までの４件は委員長報告のと

おり決定することにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議案第

３４号から議案第３７号までの４件は原案のとお

り決定いたしました。 

次に、議案第５０号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第５０号「平成２７年度西予市一般会計予

算」は委員長報告のとおり決定することに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。

起立全員であります。よって、議案第５０号は

原案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第５１号から議案第６２号までの１

２件を一括して採決いたします。 

お諮りいたします。 

 議案第５１号「平成２７年度西予市授産場特別

会計予算」から議案第６２号「平成２７年度西予

市野村介護老人保健施設事業会計予算」までの１

２件は委員長報告のとおり決定することに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。

起立全員であります。よって、議案第５１号か

ら議案第６２号までの１２件は原案のとおり決定

いたしました。 

  （日程３） 

○議長 次に、日程第３、選任第１号「西予市環

境衛生施設建設特別委員会委員の選任について」

を議題といたします。 

 当該特別委員会については現在１名が欠員とな

っております。よって、委員会条例第８条第１項

及び第２項の規定により、新たに２１番梅川光俊

君を指名いたします。 

 なお、西予市環境衛生施設建設特別委員会の諸

君は、直ちに委員会を開催の上、委員長を互選

し、議長に報告願います。 

 暫時休憩いたします。（休憩 午後２時４６

分） 

○議長 再開いたします。（再開 午後２時５５

分） 

 西予市環境衛生施設建設特別委員会委員長の互

選の結果について報告いたします。 

委員長は１４番森川一義君に、副委員長は２１
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番梅川光俊君に決定いたしました。 

お諮りいたします。 

 ただいま市長から提出されました議案第６３号

「朝立会館建築工事変更請負契約について」から

議案第６８号「西予市固定資産評価員の選任につ

いて」までの６件及び発議第１号「西予市議会会

議規則の一部を改正する規則制定について」から

発議第３号「西予市創生特別委員会の設置及び付

託について」までの３件並びに議員派遣の件につ

いてを本日の日程に追加し、追加日程として議題

にしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、１０件

を本日の日程に追加し、追加日程とすることに決

定いたしました。 

  （追加） 

○議長 追加日程第１、議案第６３号「朝立会館

建築工事変更請負契約について」を議題といたし

ます。 

理事者の説明を求めます。 

増田教育部長。 

○増田教育部長 議案第６３号「朝立会館建築工

事変更請負契約について」提案理由のご説明を申

し上げます。 

 本工事は、平成２６年第２回臨時会において議

決いただき、請負金額２億４，１０５万６，００

０円で共立建設株式会社四国支店取締役支店長山

本純弘氏と契約を締結し、本年度末の完成を目指

し事業を進めているところでございます。 

 しかしながら、今回工事内容等の変更に伴い不

測の日数を要したため、工期を延長する必要が生

じております。このことにより、公共建築工事積

算基準に基づき共通費に係る工事請負費１６６万

４，０００円の増額が必要になったことから、請

負金額２億４，２７２万円とする工事変更請負仮

契約を去る平成２７年３月１０日に締結しました

ので、議会の議決を求めるものであります。 

 よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。

これより本案に対する質疑を行います。

質疑はありませんか。

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。

お諮りいたします。 

 議案第６３号は、会議規則第３７条第３項の規

定により委員会付託を省略したいと思います。こ

れにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

お諮りいたします。

議案第６３号「朝立会館建築工事変更請負契約

について」は原案のとおり決定することに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 起立多数であります。よって、議案第６

３号は原案のとおり決定いたしました。 

  （追加） 

○議長 次に、追加日程第２、議案第６４号「平

成２６年度西予市一般会計補正予算（第１０

号）」を議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

三好市長。 

○三好市長 議案第６４号「平成２６年度西予市

一般会計補正予算（第１０号）」について提案理

由のご説明を申し上げます。 

 今回提案する補正予算は、地方創生に関する地

方への好循環拡大に向けた緊急経済対策として国

の補正予算で創設されました地域活性化・地域住

民生活等緊急支援交付金に係る予算を新たに計上

するものであります。 

 この交付金は、緊急的な取り組みに対する平成

２６年度のみの臨時的財政支援であり、地域消費

喚起・生活支援型と地方創生先行型に区分されて

おります。地域消費喚起・生活支援型は、地方公

共団体が実施する地域における消費喚起策や消費

喚起に直接効果を有する生活支援策に対して国が

支援するものでございます。地方創生先行型は、

地方公共団体による地方版総合戦略の早期かつ有

効な策定とこれに関する有効な事業の実施に対し

て国が支援するものでございます。当市は地域消

費喚起・生活支援型交付金として１億４４５万

１，０００円が、地方創生先行型交付金として

６，８３９万３，０００円が交付される予定であ
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り、その合計１億７，２８４万４，０００円を国

庫補助金として予算計上いたしました。 

 歳出では、地域消費喚起・生活支援型交付金事

業として７事業、１億１，９５１万５，０００円

を予算計上いたしました。その主な事業は、愛媛

県と県下２０市町が連携して行うプレミアム商品

券発行事業、そのほか四国西予ジオパークの名所

等を活用した宝探しを行うジオの秘宝イベント事

業、また住民のリフォーム工事代金の支払いに使

用できるプレミアムつきリフォーム券を発行する

住宅リフォーム事業などでございます。 

 また、地方創生先行型交付金事業として１１事

業、７，０１７万１，０００円を予算計上いたし

ました。その主な事業は、西予市版総合戦略の策

定事業のほか、市内にある空き家を利用し、お試

し移住ができる環境を整備し、西予市の魅力を県

外にアピールすることで西予市の移住促進につな

がる空き家再生利活用事業、また当市の貴重な宝

である四国西予ジオパークの推進計画をさらに進

めるため、総合的な取り組みを行うジオパーク推

進事業、さらに人材育成と新しいアイデアの創出

を目的に大学と連携した学びの場所づくりを進め

る次代を担う人材育成事業などでございます。こ

れらを合わせた地域活性化・地域住民生活等緊急

支援交付金事業の歳出総額は１億８，９６８万

６，０００円で、全事業とも翌年度に繰り越しし

て実施いたします。 

 なお、交付金以外の財源は、財政調整基金から

１，６８４万２，０００円を繰り入れすることと

いたしております。 

 これによりまして、既決いただいております歳

入歳出の総額に歳入歳出それぞれ１億３，７３７

万円を増額し、歳入歳出予算の総額を２９３億

７，０５８万３，０００円と定めるものでありま

す。 

 このほか、継続費の補正、債務負担行為の追

加、繰越明許費の設定及び本議会開会以降に国の

補助金が変更になったものや地方債及び基金の最

終充当の変更をするものであります。 

 以上、概要を説明いたしましたが、詳細な点に

つきましては担当課長から補足説明をさせますの

で、よろしくご審議の上、ご決定くださいますよ

うお願い申し上げます。 

○議長 山岡財政課長。

○山岡財政課長 それでは、予算書に沿って、ま

ず歳出のほうから主なものにつきまして補足説明

を申し上げます。 

 予算書の１６ページをお開き願います。あわせ

て、３月補正予算追加提案分の説明資料の２ペー

ジからもごらんいただくようお願いいたします。 

 総務費、８項１１目地域経済活性化事業費１億

８，９６８万６，０００円でありますが、このう

ち地域消費喚起・生活支援型交付金事業としての

７事業、１億１，９５１万５，０００円につきま

しては、まず愛媛県と県内市町が連携して行うプ

レミアム商品券発行事業３，９４６万１，０００

円では、１セット１万２，０００円の商品券発行

について販売価格は１万円とし、２，０００円の

プレミアム割り増し金を県と市が折半で負担する

ものであります。その内訳といたしましては、県

内共通利用券と市内限定利用券がそれぞれ６，０

００円分となっております。 

 次に、四国西予ジオパークの名所等を活用した

ジオの秘宝イベント事業３，４８３万４，０００

円でありますが、四国西予ジオパークの名所等を

使った宝探しイベントにあわせ、市内で使えるク

ーポン券事業を発行し、飲食や西予市産品購入な

どにより消費を促進し、宝を探し当てた人に相応

の賞品を贈呈し、あわせて西予市の情報発信をし

ようとするものであります。 

 次に、住宅リフォーム事業１，０１０万円であ

りますが、住宅リフォームに使用できるプレミア

ムつきリフォーム券を発行するものであります。 

 このほか、肱川下流にきれいな水を流し四国西

予ジオパークのブランドイメージ向上のための下

水道施設等接続推進事業１，０１０万円、インタ

ーネット等加入促進事業１，０１０万円につきま

してもそれぞれプレミアムつきのプロジェクト参

加券を販売し、市が事業推進の支援をするもので

あります。 

 また、ジオサイクリング大会開催事業９９２万

円でありますが、ジオポイントをめぐるサイクリ

ング大会にあわせクーポン券を発行して市内での

宿泊、飲食、地元産品消費等の割引サービスを行

うものであります。 

 最後に、市産材木造住宅建設促進事業５００万

円でありますが、消費喚起、地域住民生活支援対

策として市単独で当初予算に計上いたしておりま

す同一事業を前倒しで実施するものであります。 

また、地方創生先行型交付金事業として１１事
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業、７，０１７万１，０００円につきましては、

主な事業といたしましては、まず空き家再生利活

用事業１，０００万５，０００円でありますが、

市内にある空き家を利活用し、お試し移住ができ

る環境を整備し西予市の魅力を県内外に広くアピ

ールすることで西予市の移住促進につなげるもの

であります。 

 次に、次代を担う人材育成事業１，０４５万

２，０００円でありますが、人材育成と新しいア

イデアの創出を目的に大学と連携した学びの場所

づくりを進めるものであります。 

 次に、ジオパーク推進事業１，３８９万７，０

００円でありますが、当市の貴重な宝である四国

西予ジオパークの推進計画をさらに進めるため総

合的な取り組みを行うものであります。 

 このほかに西予市版総合戦略の策定事業といた

しまして１，０１５万４，０００円を計上するも

のなどでございます。 

 このほかにも西予市ファンづくり事業８４０万

３，０００円、結婚支援事業１００万円、起業、

創業支援のＰＲ事業８０万円、養蚕振興事業１２

９万１，０００円、マイナンバー制度普及促進事

業２０３万１，０００円、市産品流通買い物支援

事業２００万円などを計上いたしております。 

予算書の１９ページをお開き願います。 

 民生費、１項４目障害者福祉費、障害者総合支

援給付事業７０２万３，０００円でありますが、

給付費の増加に伴い不足分を計上するものであり

ます。 

次に、衛生費、２項４目汚泥再生処理施設整備

事業費でありますが、事業費の変更はございませ

んが国庫補助金の循環型社会形成推進交付金が

２，０６１万６，０００円増額となり、過疎対策

事業債の充当調整により５，４９０万円を増額し

たことから一般廃棄物処理施設等建設基金繰入金

を８，０９０万円減額するものであります。 

 次に、歳入につきましては、国の補正予算で創

設されました地域活性化・地域住民生活等緊急支

援交付金による国庫補助金の増額及び一般廃棄物

処理施設等建設基金繰入金の減額などにより財政

調整基金から１，５０７万８，０００円の繰り入

れをして調整いたしております。これらによりま

して、既決いただいております歳出予算の総額に

１億３，７５８万円を増額し、歳入歳出予算の総

額を２９３億７，０７９万３，０００円と定める

ものであります。これは、一般会計の前年度の同

時期と比較いたしまして４．４％、１２億３，４

１０万３，０００円の増となっております。 

予算書の４ページをお開き願います。 

 次に、継続費の補正につきまして、防災無線デ

ジタル整備事業の最終変更に伴い、総額及び平成

２６年度の年割り額を４，５７２万６，０００円

減額変更するものであります。 

予算書の５ページをお開き願います。 

次に、繰越明許費につきましては、年度内に事

業の完了が見込めない５４事業に対しまして１５

億２，２３４万９，０００円の繰越明許費を設定

いたしております。以下、６ページ、７ページと

続きます。その主な理由といたしましては、地権

者及び地元との協議、設計変更、工法の選定等に

不測の日数を要したことなどによるものでありま

す。 

予算書の８ページをお開き願います。 

 債務負担行為の追加でありますが、第三セクタ

ーあけはまシーサイドサンパーク株式会社につき

ましては、現在会社が経営改革に取り組んでいる

ところではありますが、さらなる経営改革と健全

化及び営業強化に向けて資金が必要となることか

ら、借入金に対する損失補償についての債務負担

行為を設定するものであります。 

予算書の９ページをお開き願います。 

最後に、地方債でありますが、過疎対策ハード

事業と辺地対策事業分につきましては総額に変更

はなく充当事業の変更のみでありまして、そのほ

かに繰越明許などによる最終事業費の確定により

旧合併特例事業と過疎対策ソフト事業分、災害復

旧事業の減額をしたことにより、限度額の総額を

１，０４０万円減額し４８億６，４６５万３，０

００円とするものであります。 

以上、補足説明とさせていただきます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。

これより本案に対する質疑を行います。

質疑はありませんか。

１３番沖野健三君。

○１３番沖野健三君 １６ページの総務費の件な

んですけども、地域経済活性化事業費ということ

で今回いろんな事業を立ち上げられて西予市を活

性化しようということ非常に私も大賛成であるん

ですけども、１つお願いがあるのは所管が皆いろ

んな所管に重なってるんですね。皆さんひな壇に
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おられる方が多数おられますけども、それ全部皆

さんの所管に関係あるようなことばっかり入っと

る。だから、西予市市役所として企画だけがこう

いう事業をやっとるんだからというんじゃなし

に、チーム西予市で一丸となってやることがこう

いう事業の成果を出さないかない。今回の２７年

度の予算を見ても、補助金でもわずか２０万円の

補助金でもカットされとるとこがあるんですよ。

そういうことをこういう事業に使われとるんだか

ら、必ず成果が出るようなオール西予市でチーム

ワークを持ってぜひともやっていただきたい。た

だ企画だけだから私は知らないよとか、そういう

ような考えではこういう事業は成果が出ないと思

います。そういうことを言いたいんですけども、

企画財務部長ひとつ答弁をお願いします。 

○議長 大平企画財務部長。

○大平企画財務部長 沖野議員にお答え申し上げ

ます。 

 力強いご質問だったなというふうに思っており

ますけれども、まさにおっしゃるとおりでござい

まして、私ども企画財務部が企画しただけであっ

て、ほかの部は知らんと、こういうようなことは

当然あってはいかんことでございます。このた

め、担当ベースでは当然お話をし合いながら進め

させていただきまして、まさにご指摘があったチ

ーム西予という形で取り組んでいるところでござ

います。また、部課長等々に対してもこの前説明

会を設けまして、水面下でお話しさせていただい

ておりましたが、正式にこちらのほうからお話を

させていただいているところでございます。その

際にも、今議員ご指摘があったような内容につき

ましては私のほうからもお願いさせていただいた

ところでございまして、また西予一丸となって取

り組んでまいりたいと、このように考えている次

第でございます。まことにありがとうございま

す。 

○議長 ほかに質疑はありませんか。

６番二宮一朗君。

○６番二宮一朗君 今の沖野議員と関連はするん

ですけれども、今の施策の中の特にプレミアム商

品券発行事業、この件につきましては既に終わり

ました県議会のほうで議論をされておりましたん

でもう周知されている市民の皆さんがたくさんお

られると思うんですけれども、私のところにも何

人かから問い合わせが来ておりまして、今説明さ

れた中にタイムスケジュールがなかったわけです

が、タイムスケジュールがわかっておりましたら

ご説明をお願いしたいと思います。 

○議長 大平企画財務部長。

○大平企画財務部長 お答え申し上げます。

４月１日から直ちにやるというわけではござい

ません。これも本当に１２月中旬ぐらいに国から

情報提供がありまして、非常に短い期間の中でこ

のような内容を詰めさせていただいております。

したがって、４月１日からは非常に難しい状況で

ございますが、その後準備を進めさせていただき

まして、順次やっていきたいというふうに考えて

おります。また、我々知らないというような話が

あってはいけませんので、私どもとしては４月２

０日に出します広報紙のほうでご紹介させていた

だけるように今調整を進めている状況でございま

す。 

以上です。 

○議長 ほかにありませんか。

１８番酒井宇之吉君。

○１８番酒井宇之吉君 補正予算にたくさん組ま

れておりますが、国からの補助金でございます

が、これはずっと企画いたしましたものにつきま

して住宅リフォーム、下水道、インターネット、

ジオサイド、クーポン券とかそういうものを出す

ようにしております。ジオの秘宝イベント、今質

問がありましたプレミアム商品券それから西予市

ファンづくり、ほとんどが市民にどうしたら周知

徹底できるかというのが原点だと思います。そし

て、市民が参加してもらうのが原点の予算です。

ですから、今も広報を４月２０日に出すと言って

ますけども、もう早くもスケジュールなんか大体

全部決まってますね、プレミアム商品券も。そう

いうものに対して市民にどういうようにして参加

していただいて、広報を情報をしっかりと捉えて

もらって参加できるような体制づくりを各部でど

のようなチームをつくってやられるのかお聞きし

ます。その方法についても、急なことですのでほ

とんどが１，０１０万円とかというような予算の

上げ方ですから、きちっとまだ決まってない部分

もあるかもしれませんけども、市民にどういうよ

うな広報を出して、そして理解していただいて参

加をしていただくか、これの方法論について考え

ておられますか、お聞きをいたします。 

○議長 大平企画財務部長。
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○大平企画財務部長 お答え申し上げます。

まさにおっしゃっていることはもっともなとこ

ろでして、誰にどうやって周知するのか、みんな

が参加してもらわなきゃいけないんじゃないか、

まさにそのとおりだと思います。私どもといたし

ましては、先ほども沖野議員から指摘がございま

したけれども、チーム西予という形で一丸となっ

て取り組んでまいりたいなというふうに思ってい

ます。今企画のほうでスケジュールを進めさせて

いただいておりますけれども、私どもだけで当然

できるわけではありませんので、これから各部、

各課でスケジュールを詰めていっていただきたい

なというふうに思います。私どもだけではできま

せんので、そういったところでスケジュールを考

えさせていただきまして、効率的にやっていきた

いというふうに思っています。 

 冒頭議員からもご指摘があったとおり、短い期

間の中で決めさせていただいたもんですから、な

かなか細かいところまで詰め切れているわけでは

ございません。ここは反省すべきところだと思い

ますけれども、そういったご指摘も含めてうまく

成功するように進めていかなければいけないと、

このように考えている次第でございます。その第

一弾といたしまして、まずは広報紙からというこ

とでご勘弁頂戴したいなというふうに思っており

ます。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。

○１８番酒井宇之吉君 この件につきましては時

間もないんで大変でございましょうけれども、や

はり各部課がチームという形でやれるような体制

づくりができないかなと。部署部署で担当で予算

を流していって事業を流すんではなしに、一体の

チームという形でどのようにつくっていかれる

か、市長のほうもこれについては考えがございま

しょうけども、市長の考えがありましたらお聞き

しますのと、そして議会のほうは西予市創生特別

委員会というのを設置するように発議するように

しておるようでございますが、このあたりとのタ

イアップ、予算とか進行についての状況はどのよ

うに運ばれるのか、２点お尋ねしときます。 

○議長 市長。

○三好市長 それでは、酒井議員のご質問につい

てお答えさせていただきますが、おおむね大平部

長が回答したとおりでございますが、これについ

てはいわゆる消費喚起型と先行型と２つのこれは

臨時的な交付金です。これをもとに平成２７年度

で地方創生としての私どもの戦略的な地方版の計

画も立てていきますけれども、その前段であると

いうご認識をいただいたら一番いいんではないか

と思います。だから、これはもう淡々とやるとい

うことでいいと思います。それと、後ほどここの

議題にも載っておりますので、先に言っていいか

どうかちょっと私もわかりませんが、そのときに

またご質問があったら後ほど答えたほうがいいん

じゃないかなと、今ほどの質問は、そのように思

っております。 

以上です。 

○議長 ほかにありませんか。

８番小野正昭君。

○８番小野正昭君 重複になりますので余り発言

は控えようと思ってたんですけれども、やはり１

億３，７５８万円、この大きな金額を短い期間で

委員会付託もなしに即決でというのは本当に無理

があるとは思うんですけれども、私が言いたいの

は、何回も出ておりますようにこのいわゆる目的

が消費喚起と生活支援型というのが地域創生先行

型の予算が主なといいますか重大使命であります

ので、その辺のところをよく理解していただきま

して、沖野議員や酒井議員が言いよりますように

チーム西予は無論のことですけれども、なぜこれ

を言うかといいますと、昨年度の予算の繰越明許

費を見ましてもいわゆる地域振興費の中等がかれ

これ繰越明許になっとるわけですよね。これはや

はり地域の振興をするための予算を我々は２６年

度で議決をし、粛々と執行をしてもらいたいのに

いろいろな事情で繰越明許をされとる。これらを

勘案したときに、この１億数千万円のお金もこの

ようにならないように文字どおりの目的に早急な

執行をしていただきたいなと。恐らくよその自治

体ではここまでの事業計画はできてないんではな

いかと思うんです、いろいろな新聞を見て議決事

項を見よりますと。これはやはり総務省から大平

部長が来てこれを即座にこういうような計画をし

たと、またこれは十分理解しておるし皆さん方の

ご労苦も敬意を表するんですけれども、そこに終

わることなく粛々と市民の期待に応えるように執

行してもらいたいと、このように思いますが、大

平部長お願いします。 

○議長 大平企画財務部長。

○大平企画財務部長 非常にありがたいご指摘だ
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と思います。 

 まず、繰越明許のお話が出ましたので繰越明許

について簡単にご説明したいなと思っております

けれども、繰越明許自体はそもそも悪い制度では

ございません。不測の事態に対応して予算の消化

をしていくために翌年度に繰り越すという制度で

ございますけれども、これは財務省も示させてい

ただいておりますけれども、２０１３年に財務省

の財政方針の中に繰越明許はなるべくしても構わ

ないと、つまり予算消化型のようなやり方で年度

内に消化するというようなことを目的に消化する

べきではない、やはり計画に基づいてその目標を

達成するために予算を消化するのが必要であると

いうことの考えのもと、繰り越しが認められるべ

きであるというような投げかけを全省庁にしてい

るところでございます。これについては当市にお

いても同じような考え方で進んでおってよろしい

のではないのかなというふうに思っているところ

でございます。 

 なお、今回の地方創生の交付金に関しましては

今年度に既に繰り越しという形になりますので、

さらに翌年度に繰り越しということは絶対不可能

でございますので、これを粛々とやってまいりた

いなというふうに思っている次第でございます。 

以上でございます。 

○議長 ８番小野正昭君。

○８番小野正昭君 さすがにそれは大平部長は国

から来とるだけあって上手な答弁をしますよ。し

かし、地域にとっては予算は大切なもんなんです

よ。一円たりとも早く出してもらいたいというの

が地方の業者のいわゆる願望なんです。そこは役

人さんと実際仕事を汗水流して働いている方、事

業者の方、市民の方とは違うんですね。それはそ

れでいいとして、繰越明許はそういうことで構い

ませんが、次に事故繰越を絶対しないように、こ

れだけは申し添えておきます。 

○議長 答弁はよろしいですか。

  （８番小野正昭君「はい」と呼ぶ） 

ほかにありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。

お諮りいたします。

議案第６４号は、会議規則第３７条第３項の規

定により委員会付託を省略したいと思います。こ

れにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

お諮りいたします。

議案第６４号「平成２６年度西予市一般会計補

正予算（第１０号）」は原案のとおり決定するこ

とに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。

起立全員であります。よって、議案第６４号は

原案のとおり決定いたしました。 

 暫時休憩をいたします。（休憩 午後３時３０

分） 

○議長 再開いたします。（再開 午後３時４０

分） 

  （追加） 

○議長 次に、追加日程第３、議案第６５号「平

成２６年度西予市農業集落排水事業特別会計補正

予算（第６号）」及び議案第６６号「平成２６年

度西予市病院事業会計補正予算（第５号）」の２

件を一括議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

二宮産業建設部長。 

○二宮産業建設部長 議案第６５号「平成２６年

度西予市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

６号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、明間農業集落排水施設のくみ取

り、清掃手数料の確定に伴う減額及び公債費の不

足分について増額するものであります。 

 歳出においては、充当財源の組み替えを行うも

ので、これによります歳入歳出予算の総額に増減

はございません。 

 よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長 平野公営企業部長。

○平野公営企業部長 議案第６６号「平成２６年

度西予市病院事業会計補正予算（第５号）」につ

いて提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、松山地方裁判所において係争中

であった野村病院に対する損害賠償請求事件が和
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解したことに伴い、医業外収益及び医業費用を増

額するものであります。これによりまして、第２

条の収益的収入及び支出をそれぞれ３００万円増

額し、歳入の総額を３０億７，１５３万３，００

０円、歳出の総額を４０億６，０１８万６，００

０円とするものであります。 

 よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。

これより本案２件に対する一括質疑を行いま

す。 

質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。

お諮りいたします。

議案第６５号及び議案第６６号の２件は、会議

規則第３７条第３項の規定により委員会付託を省

略したいと思います。これにご異議ありません

か。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論なしと認めます。

これより議案第６５号及び議案第６６号の２件

を一括して採決いたします。 

お諮りいたします。 

 議案第６５号「平成２６年度西予市農業集落排

水事業特別会計補正予算（第６号）」及び議案第

６６号「平成２６年度西予市病院事業会計補正予

算（第５号）」の２件は原案のとおり決定するこ

とに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。

起立全員であります。よって、議案第６５号及

び議案第６６号の２件は原案のとおり決定いたし

ました。 

  （追加） 

○議長 次に、追加日程第４、議案第６７号「西

予市副市長の選任について」及び議案第６８号

「西予市固定資産評価員の選任について」の２件

を一括議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

三好市長。 

○三好市長 議案第６７号「西予市副市長の選任

について」、議案第６８号「西予市固定資産評価

員の選任について」あわせて提案理由のご説明を

申し上げます。 

 このたび、西予市副市長の九鬼則夫氏が本年３

月３１日をもって任期満了となります。 

 九鬼氏は、４年間にわたり卓越した行政手腕を

発揮していただき行政課題等の解決に貢献され、

また温厚な人柄と相まって市民や職員からの信頼

も厚く、合併１０年間における西予市の基礎構築

の役割を十分担っていただきました。任期満了後

におきましてはご本人の退任の意志がかたく、ま

ことに残念ではございますが３月３１日をもって

退任されることとなりました。 

 長年にわたり苦労をともにし、私を支えていた

だきましたこと、この場をかりまして厚くお礼を

申し上げます。まことにありがとうございまし

た。今後はお体をご自愛いただきますとともに、

今後とも折に触れご指導、ご助言を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 さて、その後任について慎重に検討、熟慮を重

ねてまいりました結果、昨年度に西予市市役所を

退職し現在は再任用にて企画財務部長の相談役を

務めていただいております河野敏雅氏を選任した

いと存じます。 

 河野氏は昭和５３年に旧宇和町役場に採用され

て以来、西予市発足後には財政課長、総務課長、

会計管理者、総務企画部長などの要職を歴任され

ており、その行政手腕については疑いのないとこ

ろであります。このように、河野氏は地方行政に

精通され、また温厚かつ人格高潔な方で市民の信

頼も厚く、合併１０周年の経て今後の新たな行財

政運営に的確な判断と適切な処理をいただける適

任者であると確信しておりますので、その選任に

つきまして地方自治法第１６２条の規定により議

会の同意を求めるものであります。 

 また、西予市固定資産評価員につきましても、

九鬼氏が評価員を辞任されることにより、その後

任としまして河野氏を選任いたしたいと存じま

す。 

 河野氏は、先ほどの副市長選任の折にもご説明

しましたように、行政事務の経験が豊富であり、

また人格円満で高潔な方で、市民の信頼も厚く固

定資産評価員としても適任であると存じますの

で、その選任について地方税法第４０４条第２項
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の規定により議会の同意を求めるものでありま

す。 

 以上、２議案よろしくご審議を賜りご決定いた

だきますようお願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。

これより本案２件に対する一括質疑を行いま

す。 

質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。

お諮りいたします。

議案第６７号及び議案第６８号の２件は、会議

規則第３７条第３項の規定により委員会付託を省

略したいと思います。これにご異議ありません

か。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論なしと認めます。

それでは、議案ごとに採決を行います。

お諮りいたします。

まず、議案第６７号「西予市副市長の選任につ

いて」は、これを同意することに賛成の議員の起

立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。

起立全員であります。よって、議案第６７号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

 次に、議案第６８号「西予市固定資産評価員の

選任について」は、これに同意することに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。

起立全員であります。よって、議案第６８号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

 暫時休憩いたします。（休憩 午後３時５０

分） 

○議長 再開いたします。（再開 午後３時５５

分） 

  （追加） 

○議長 次に、追加日程第５、発議第１号「西予

市議会会議規則の一部を改正する規則制定につい

て」を議題といたします。 

本案についての提案理由の説明を求めます。 

議会運営委員会委員長二宮一朗君。 

６番二宮一朗君。 

○二宮一朗議会運営委員長 発議第１号「西予市

議会会議規則の一部を改正する規則制定につい

て」提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、正規の議会活動として認められ

ていない議員全員協議会を正規の議会活動として

位置づけるためのものであります。 

 去る平成２６年第１回定例会において今回と同

様の発議を提案をして否決をされた経緯がありま

すが、議長から諮問を受け議会運営委員会での議

論を踏まえた結果、今回新たに内規として西予市

議会議員全員協議会規定を制定をし、再度提案を

するものであります。 

 提案した理由といたしましては、議員全員協議

会を正規の議会活動に位置づけることによって、

事故発生時などにおける公務災害の適用が受けら

れるようになることが挙げられます。また、西予

市議会基本条例におきましては、第５条第２項に

「議会は、本会議、常任委員会のほか、会議を原

則公開する」とうたっており、我々は開かれた議

会の実現に向けて取り組んでいかなければなりま

せん。 

 以上の理由により、規則の改正を行うものであ

ります。 

 よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願いを申し上げます。 

○議長 提案理由の説明は終わりました。

これより本案に対する質疑を行います。

質疑はありませんか。

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。

お諮りいたします。

発議第１号は、会議規則第３７条第２項の規定

により委員会付託を省略したいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

お諮りいたします。
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 発議第１号「西予市議会会議規則の一部を改正

する規則制定について」は原案のとおり決定する

ことに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。

起立多数であります。よって、発議第１号は原

案のとおり決定いたしました。 

  （追加） 

○議長 次に、追加日程第６、発議第２号「西予

市議会委員会条例の一部を改正する条例制定につ

いて」を議題といたします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

議会運営委員会委員長二宮一朗君。 

６番二宮一朗君。 

○二宮一朗議会運営委員長 発議第２号「西予市

議会委員会条例の一部を改正する条例制定につい

て」提案理由のご説明を申し上げます。 

 さきの第１８６回通常国会において教育委員長

と教育長を一本化した新たな責任者として新教育

長を置くことなどを内容とする地方教育行政の組

織及び運営に関する法律の一部を改正する法律と

あわせ、地方自治法第１２１条、長及び委員長等

の出席義務が改正をされました。これに伴い、西

予市議会委員会条例第２１条中、教育委員会の委

員長を教育委員会の教育長に改める必要性が生じ

たことから、このたび一部改正案を提案をさせて

いただきます。 

よろしくご審議をお願い申し上げます。 

○議長 提案理由の説明は終わりました。

これより本案に対する質疑を行います。

質疑はありませんか。

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。

お諮りいたします。

発議第２号は、会議規則第３７条第２項の規定

により委員会付託を省略したいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

お諮りいたします。

 発議第２号「西予市議会委員会条例の一部を改

正する条例制定について」は原案のとおり決定す

ることに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。

起立多数であります。よって、発議第２号は原

案のとおり決定いたしました。 

  （追加） 

○議長 次に、追加日程第７、発議第３号「西予

市創生特別委員会の設置及び付託について」を議

題といたします。 

お諮りいたします。 

 本案については１０名の委員で構成する西予市

創生特別委員会を設置し、これに付託して審査が

終了するまで継続存置することとし、閉会中にお

いても継続審査することといたしたいと思います

が、これにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、本案に

ついては１０名の委員で構成する西予市創生特別

委員会を設置し、これに付託して審査が終了する

まで継続存置することとし、閉会中においても継

続審査することに決定いたしました。 

 次に、選任第２号「西予市創生特別委員会委員

の選任について」を議題といたします。 

 本件については、委員会条例第８条第１項の規

定により、西予市創生特別委員会委員に２番井関

陽一君、３番菊池純一君、４番田中徳博君、５番

中村敬治君、６番二宮一朗君、７番兵頭学君、１

０番宇都宮明宏君、１２番元親孝志君、１８番酒

井宇之吉君、２０番山本昭義君の１０名を指名い

たします。 

 ただいま選任いたしました特別委員会委員の諸

君は、直ちに委員会を開催の上、委員長及び副委

員長を互選し、議長へ報告願います。 

 暫時休憩いたします。（休憩 午後４時０４

分） 

○議長 再開いたします。（再開 午後４時３１

分） 

 ただいま西予市創生特別委員会から委員長及び

副委員長の互選の結果について報告がありまし

た。 

 西予市創生特別委員会委員長に３番菊池純一

君、副委員長に２番井関陽一君、以上のとおり互

選されましたので、報告いたします。 
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  （追加） 

○議長 次に、追加日程第８、議員派遣の件につ

いてを議題といたします。 

お諮りいたします。 

 お手元に配付いたしております本件を承認する

ことにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議員派

遣の件については本件のとおり承認することに決

定いたしました。 

この際、お諮りいたします。 

 ただいま決定いたしました議員派遣の内容につ

いて、諸般の事情により変更が生じる場合には議

長に一任を願いたいと思いますが、これにご異議

ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

以上で全日程を終了いたしました。 

市長より閉会の挨拶があります。 

三好市長。 

○三好市長 平成２７年第１回西予市議会定例会

の閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 今議会が開会して間もなくの去る３月４日に松

島議員が急逝されました。お亡くなりになった松

島議員は、旧明浜町議会から通算１８年もの長き

にわたり議会人として、また地域経済界のリーダ

ーとして地域の発展に多大な貢献をいただきまし

た。旧明浜町時代にあっては、南予用水事業によ

る明浜地区全域の上水道整備やあけはまシーサイ

ドサンパークの整備運営など、生活環境の向上や

観光産業振興に力を注がれました。また、平成１

８年度には第３代西予市議会議長として市議会の

かじ取り役を担われました。さらには、議員とい

う大変な役職を全うされながら、西予市森林組合

長として厳しい経営環境にあった当組合の再建に

孤軍奮闘され、組合を立ち直る段階まで導かれる

など、その功績は枚挙にいとまがありません。こ

れからも、西予市政の推進になくてはならない大

切な方でございましたのに、まことに残念でなり

ません。ここに改めまして、敬意と感謝を申し上

げますとともに、安らかなるご冥福を心からお祈

り申し上げます。 

 さて、未曽有の大災害をもたらしました東日本

大震災から丸４年が経過しましたが、被災地では

今なお２３万人近い方々が厳しい避難生活を余儀

なくされている状況にあります。時間の経過とと

もに震災に対する関心の薄れが懸念されていると

ころでありますが、被災地の復興と被災者の支援

は長期にわたることから、被災地における復興が

少しでも早く進むよう、本市にできる支援は引き

続き取り組んでまいりたいと考えております。 

 一方、私どもの地域におきましては３０年以内

に７０％の確率で南海トラフを震源とする巨大地

震が発生すると言われておりますので、被災地で

の教訓等を生かしながら被害を最小限度に抑える

減災、防災対策に全力を傾注してまいりたいと思

いを強くしておるところでもあります。 

 さて、去る３月２日の開会以来、１８日間に及

んだ今定例会でございますが、議員各位におかれ

ましては本議会並びに各常任委員会において平成

２７年度一般会計予算を初め、上程いたしました

全議案につきまして慎重なご審議を賜り、結果い

ずれも原案のとおり可決いただきました。心から

厚くお礼を申し上げます。 

 平成２７年度は私にとりましても３期目総仕上

げの年でございますので、平成２７年度予算にお

きましてマニフェストに掲げた「誇れる・愛着の

もてる『いい実感』のある西予市」を基本理念と

して、所信表明で申し上げました次の１０年に向

けての新たな事業や地方創生への取り組み、さら

には行財政改革等の重要施策を着実に推進してま

いりたい所存でございます。また、本会議や常任

委員会を通じて承りましたご意見、ご指摘につき

ましても、予算の執行や第２次西予市総合計画の

中でできる限り尊重し、生かせるよう努めてまい

りたいと考えております。 

 さて、平成２３年から４年間、市政を支え、私

を補佐いただきました九鬼副市長が今議会を最後

に３月末をもって勇退され、先ほどの追加案件で

ご同意いただきましたとおり４月には河野新副市

長が就任されるということに相なりました。新体

制におきましても何とぞ倍旧のご指導、お力添え

を賜りますようお願い申し上げる次第でございま

す。 

 待ち遠しかった桜の開花もいよいよ間近となっ

てまいりましたが、三寒四温、季節の変わり目で

ございます。議員各位におかれましては体調管理

に十分ご留意をいただき、来るべき新年度の市政

運営に一層のご尽力を賜りますようお願い申し上
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げまして閉会のご挨拶といたします。どうもあり

がとうございました。 

○議長 これをもって平成２７年第１回西予市議

会定例会を閉会といたします。 

  閉会 午後４時３７分 

 地方自治法第１２３条第２項の規定によりここ

に署名する。 

  西予市議会議長 

  西予市議会副議長 

  同    議員 

  同    議員 
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平成２７年第１回西予市議会定例会議決結果表 

議案番号 件 名 議決年月日 議決結果 

議案第  １号 

西予市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並

びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効

果的な支援の方法に関する基準等を定める条例制定

について 

27.３.19 原案可決 

議案第  ２号 
西予市包括的支援事業の実施に関する基準を定める

条例制定について 
27.３.19 原案可決 

議案第  ３号 西予市景観条例制定について 27.３.19 原案可決 

議案第  ４号 
西予市行政手続条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
27.３.19 原案可決 

議案第  ５号 
西予市総合計画審議会条例の一部を改正する条例制

定について 
27.３.19 原案可決 

議案第  ６号 
西予市行政改革推進委員会設置条例の一部を改正す

る条例制定について 
27.３.19 原案可決 

議案第  ７号 
西予市情報公開条例等の一部を改正する条例制定に

ついて 
27.３.19 原案可決 

議案第  ８号 
西予市職員定数条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
27.３.19 原案可決 

議案第  ９号 
西予市職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例制定について 
27.３.19 原案可決 

議案第 １０号 
西予市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改

正する条例制定について 
27.３.19 原案可決 

議案第 １１号 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を

改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する

条例制定について 

27.３.19 原案可決 

議案第 １２号 
西予市教職員宿舎条例の一部を改正する条例制定に

ついて 
27.３.19 原案可決 

議案第 １３号 
西予市立学校給食センター及び学校給食調理場条例

の一部を改正する条例制定について 
27.３.19 原案可決 

議案第 １４号 
西予市立幼稚園における保育料等徴収条例の一部を

改正する条例制定について 
27.３.19 原案可決 

議案第 １５号 
西予市宇和文化の里条例の一部を改正する条例制定

について 
27.３.19 原案可決 

議案第 １６号 
西予市三瓶文化会館条例の一部を改正する条例制定

について 
27.３.19 原案可決 

議案第 １７号 
西予市社会体育施設条例の一部を改正する条例制定

について 
27.３.19 原案可決 

議案第 １８号 
西予市野村町地域青少年健全育成基金条例を廃止す

る条例制定について 
27.３.19 原案可決 

議案第 １９号 
西予市保育の実施に関する条例を廃止する条例制定

について 
27.３.19 原案可決 

議案第 ２０号 
西予市保育所条例の一部を改正する条例制定につい

て 
27.３.19 原案可決 
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議案第 ２１号 
西予市隣保館条例の一部を改正する条例制定につい

て 
27.３.19 原案可決 

議案第 ２２号 
西予市介護保険条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
27.３.19 原案可決 

議案第 ２３号 

西予市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備

及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正

する条例制定について 

27.３.19 原案可決 

議案第 ２４号 

西予市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サ

ービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

制定について 

27.３.19 原案可決 

議案第 ２５号 
西予市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例

制定について 
27.３.19 原案可決 

議案第 ２６号 
西予市獣肉処理加工施設条例の一部を改正する条例

制定について 
27.３.19 原案可決 

議案第 ２７号 
西予市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定に

ついて 
27.３.19 原案可決 

議案第 ２８号 
西予市病院事業使用料及び手数料条例の一部を改正

する条例制定について 
27.３.19 原案可決 

議案第 ２９号 
西予市消防団条例の一部を改正する条例制定につい

て 
27.３.19 原案可決 

議案第 ３０号 
西予市同報系防災行政無線デジタル整備工事変更請

負契約について 
27.３.２ 原案可決 

議案第 ３２号 市道路線の廃止について 27.３.19 原案可決 

議案第 ３３号 市道路線の認定について 27.３.19 原案可決 

議案第 ３４号 西予市営土地改良事業の施行について 27.３.19 原案可決 

議案第 ３５号 西予市営土地改良事業の施行について 27.３.19 原案可決 

議案第 ３６号 西予市営土地改良事業の施行について 27.３.19 原案可決 

議案第 ３７号 西予市営土地改良事業の施行について 27.３.19 原案可決 

議案第 ３８号 平成２６年度西予市一般会計補正予算（第９号） 27.３.２ 原案可決 

議案第 ３９号 
平成２６年度西予市授産場特別会計補正予算（第４

号） 
27.３.２ 原案可決 

議案第 ４０号 
平成２６年度西予市住宅新築資金等貸付事業特別会

計補正予算（第２号） 
27.３.２ 原案可決 

議案第 ４１号 
平成２６年度西予市国民健康保険特別会計補正予算

（第５号） 
27.３.２ 原案可決 

議案第 ４２号 
平成２６年度西予市後期高齢者医療特別会計補正予

算（第４号） 
27.３.２ 原案可決 

議案第 ４３号 
平成２６年度西予市介護保険特別会計補正予算（第

５号） 
27.３.２ 原案可決 

議案第 ４４号 
平成２６年度西予市農業集落排水事業特別会計補正

予算（第５号） 
27.３.２ 原案可決 
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議案第 ４５号 
平成２６年度西予市公共下水道事業特別会計補正予

算（第５号） 
27.３.２ 原案可決 

議案第 ４６号 
平成２６年度西予市簡易水道事業特別会計補正予算

（第４号） 
27.３.２ 原案可決 

議案第 ４７号 
平成２６年度西予市上水道事業会計補正予算（第４

号） 
27.３.２ 原案可決 

議案第 ４８号 
平成２６年度西予市病院事業会計補正予算（第４

号） 
27.３.２ 原案可決 

議案第 ４９号 
平成２６年度西予市野村介護老人保健施設事業会計

補正予算（第２号） 
27.３.２ 原案可決 

議案第 ５０号 平成２７年度西予市一般会計予算 27.３.19 原案可決 

議案第 ５１号 平成２７年度西予市授産場特別会計予算 27.３.19 原案可決 

議案第 ５２号 
平成２７年度西予市住宅新築資金等貸付事業特別会

計予算 
27.３.19 原案可決 

議案第 ５３号 
平成２７年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計予

算 
27.３.19 原案可決 

議案第 ５４号 平成２７年度西予市国民健康保険特別会計予算 27.３.19 原案可決 

議案第 ５５号 平成２７年度西予市後期高齢者医療特別会計予算 27.３.19 原案可決 

議案第 ５６号 平成２７年度西予市介護保険特別会計予算 27.３.19 原案可決 

議案第 ５７号 平成２７年度西予市農業集落排水事業特別会計予算 27.３.19 原案可決 

議案第 ５８号 平成２７年度西予市公共下水道事業特別会計予算 27.３.19 原案可決 

議案第 ５９号 平成２７年度西予市簡易水道事業特別会計予算 27.３.19 原案可決 

議案第 ６０号 平成２７年度西予市水道事業会計予算 27.３.19 原案可決 

議案第 ６１号 平成２７年度西予市病院事業会計予算 27.３.19 原案可決 

議案第 ６２号 
平成２７年度西予市野村介護老人保健施設事業会計

予算 
27.３.19 原案可決 

議案第 ６３号 朝立会館建築工事変更請負契約について 27.３.19 原案可決 

議案第 ６４号 平成２６年度西予市一般会計補正予算（第１０号） 27.３.19 原案可決 

議案第 ６５号 
平成２６年度西予市農業集落排水事業特別会計補正

予算（第６号） 
27.３.19 原案可決 

議案第 ６６号 
平成２６年度西予市病院事業会計補正予算（第５

号） 
27.３.19 原案可決 

議案第 ６７号 西予市副市長の選任について 27.３.19 原案同意 

議案第 ６８号 西予市固定資産評価員の選任について 27.３.19 原案同意 

陳情第  １号 

（継続審査分） 

「農業改革」の名による農業・農協つぶしをやめ、

地域を守る陳情書 
27.３.19 不 採 択 

発議第  １号 
西予市議会会議規則の一部を改正する規則制定につ

いて 
27.３.19 原案可決 

発議第  ２号 
西予市議会委員会条例の一部を改正する条例制定に

ついて 
27.３.19 原案可決 

発議第  ３号 西予市創生特別委員会の設置及び付託について 27.３.19 原案可決 
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選任第  １号 
西予市環境衛生施設建設特別委員会委員の選任につ

いて 
27.３.19 議長指名 

選任第  ２号 西予市創生特別委員会委員の選任について 27.３.19 議長指名 

議員派遣の件について 27.３.19 承  認 

【特別委員会】 ◎委員長 ○副委員長 

《西予市環境衛生施設建設特別委員会》 

梅川 光俊 （◎森川 一義  ○梅川 光俊）

《西予市創生特別委員会》 

  ◎菊池 純一 ○井関 陽一  田中 徳博  中村 敬治 二宮 一朗 

兵頭  学  宇都宮明宏  元親 孝志 酒井宇之吉 山本 昭義 
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